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ようこそ 

テレダイン・レクロイの WavePro HD オシロスコープをご購入いただきありがとうございます。我々

の機器特有のきめ細かな機能に満足いただけると確信しております。  

梱包リストまたは納品書に記載されたすべての製品が納品されていることを確認してください。欠品

または破損している場合は、ただちに最寄りのテレダイン・レクロイ・サービスセンターまたは代理

店にお問い合わせください。ただちにご連絡いただけた場合のみ責任を持って交換をさせていただき

ます。 

テレダイン・レクロイ製品を楽しんで御使用いただけることを願っております。  

 

 



安全 
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安全 
正確かつ安全な状態で機器を維持するために、このセクションで指定した対策以外にも一般に認めら

れた安全手順を確認してください。本製品を組み込んだシステムの全体的な安全性は、システム設計

者の責任となります。 

シンボル 

これらのシンボルは、重要な安全上の懸念を警告するために機器またはマニュアルに表示されます。  

潜在的な機器の損傷に対する注意または人身傷害に対する警告。情報が完全に理解され、条件

が満たされるまで先に進まないでください。 

注意 高電圧；感電または焼損の危険性があります。 

フレームまたはシャーシ端子（グランド接続） 

この記号は"交流"を示します。 

オン/スタンバイ・スイッチ（機器前面） 

使用上の注意 

 

 

規定の動作環境内の室内でのみ御使用ください 高湿もしくは爆発性雰囲気中では決して使用しない

でください。 

グランドを接続してください この製品は電源コードのグランド導体を介して接地されます。感電を

防ぐために電源コードは安全接地端子付き AC コンセントに接続しなければなりません。 

適切に着脱してください 電圧源に接続したままプローブもしくはテストリードをオシロスコープに

着脱しないようにしてください。 

全ての入力定格を守ってください 全ての入力端子に最大定格を超えた入力電圧を加えないでくださ

い。最大入力定格については機器本体の表示を参照してください。  

オシロスコープに同梱される使用国で認定された電源コードのみを使用してください 製品の表面を

清潔で乾いた状態に保ってください。クリーニングの章を参照 

カバーや内部の部品を取り外さないでください すべてのメンテナンスは資格のあるサービス担当者

にお任せください。 

持ち上げるときは注意してください 内蔵の持ち運び用ハンドルを使用してください。 

故障が疑われる場合は操作しないでください 部品が損傷している場合は製品を使用しないでくださ

い。明らかにに間違った測定挙動（校正の失敗など）は、危険な電圧が印加されている事を示してい

る可能性があります。直ちに操作を中断し、誤った接続から装置を切り離してください。  

  

注意：人身事故や機器の損傷を防ぐため、以下の指示に従ってください。  
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動作環境  

温度：5～40℃ 

湿度：温度が 31℃までの場合は最大相対湿度 80% 40℃で相対湿度 50%まで直線的に低下 

高度：最高 3,048m(<25℃) 

冷却 

この機器は、内部ファンと通気口を備え強制空冷を行っています。どの部分の空気の流れも妨げない

様に注意してください。机上での使用では、機器と最も近い周囲の物体の間に最低 15cm（6 インチ）

以上間隔を空けてください。足は底面の隙間を適切に保ちます。適切なラック間隔については、ラッ

クマウントの取り扱い説明に従ってください。 

 

 

この機器には、周囲温度に応じてファン速度を調整する内部ファン制御回路も組み込まれています。

これは起動後に自動的に実行されます。 

クリーニング 

水またはイソプロピルアルコール溶液で湿らせた柔らかい布を使用して、機器の外面のみを清掃して

ください。強い化学薬品や研磨剤を使用しないでください。いかなる場合でも、機器を水没させたり

水分を浸透させたりしないでください。電源を接続する前に機器を完全に乾燥させてください。  

 

  

注意：冷却用通気孔を塞がないでください。 

注意：電気ショックを避けるために清掃する前に AC コンセントから電源ケーブルを抜いて

ください。内部部品を清掃しないでください。 
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電源 

AC 電源 

この機器は単相の 50/60Hz（±5%）、100～240Vrms（±10%）AC 電源または 400Hz(±5%)、100～

120Vrms(±10%)の AC 電源で動作します。この機器は自動的にライン電圧に対応するため、手動によ

る電圧選択は必要ありません。 

消費電力 

最大消費電力(すべてのアクセサリ装着)：525W(525VA)スタンバイモード消費電力：10W 

接地 

付属電源コードを機器の電源入力に差し込み、ライン電圧と安全接地を接続することができます。AC

コンセントの接地端子は機器のフレームに直接接続されます。感電を防ぐために電源コード・プラグ

は安全接地端子付き AC コンセントに接続しなければなりません。 

 

 

 

 

 

  

注意：機器に付属の電源コードのみを使用してください。ケース内側または外側の保護導

体が断線あるいは安全接地端子の接続が切断されると危険な状態になります。意図的な切

断は禁止されています。 
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オシロスコープのセットアップ 

電源の On/Off 

機器の電源を入れるには Power ボタンを押します。起動すると X-Stream アプリケーションが

自動的に読み込まれます。 

 

 

 

 

 

オシロスコープの電源を落とす最も安全な方法は、File>Shutdown メニューを使用することです。

この方法では常に適切なシャットダウンプロセスを実行し、次回起動時のために現在の設定を保存し

てから電源を落とします。Power ボタンを押してもシャットダウンが実行されますが、動作が

Windows オペレーティングシステムに委ねられ、メモリと設定パネルが保存されない場合があるた

め、この操作はお勧めしません。ソケットから電源コードを抜いたり、接続されている電源タップの

スイッチをオフしたりして電源を切る事は決してしないでください。  

電源ボタンを使用しても、AC 電源から機器が切断されることはありません。機器の電源を完全に切る

唯一の方法は、AC 電源コードを抜くことです。 

長時間使用しない場合は、機器の電源コードを抜いておくことをお勧めします。  

ソフトウェアのアクティベーション 

オペレーティング・ソフトウェア（ファームウェアと標準的アプリケーション）は納品時に有効にな

っています。電源を入れるとソフトウェアは自動的に読み込まれます。  

ファームウェア 

無料のファームウェア・アップデートは、以下テレダイン・レクロイの Web サイトにて定期的に配

布されます：http://teledynelecroy.com/japan/support/firmware/default.asp  

登録ユーザは、新しいアップデートがリリースされたときにメール配信で通知を受け取ることが出来

ます。手順書に従って、ソフトウェアをダウンロードしインストールしてください。  

オプションの購入 

追加オプションの購入につきましては、最寄りのテレダイン・レクロイ・サービスセンターまたは代

理店にお問い合わせください。 

  

警告：機器の Windows®の電源オプションを初期状態からシステムスタンバイもしくはシ

ステムハイバネート・モードに決して変更しないでください。システムの動作不良を引き

起こします。 

警告：信号を接続したまま電源の投入、校正をしないでください。  

http://teledynelecroy.com/japan/support/firmware/default.asp
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他の機器/システムとの接続 

すべての必要なケーブルを接続します。起動後、以下のメニューを使用して接続を設定します。より

詳細な手順については、このマニュアルの後半で説明します。  

LAN 

この機器は DHCP ネットワークアドレスに対応します。側面パネルのイーサネット・ポートを使用し

てネットワーク機器にケーブルで接続します。 IP アドレスを見るには、Utilities>Utilities Setup を開き

ます。 

静的 IP アドレスを割り当てるにはリモート設定ダイアログから Net Connections を選択します。標準

の Windows ネットワーク設定ダイアログを使用して、デバイスアドレスを設定します。  

電子メール設定を行うには File>File Sharing を選択し Email & Report Setting ダイアログを開きます。 

オーディオ/USB 周辺機器 

機器前面および側面の適切なポートを使用してデバイスを接続します。接続は“プラグ＆プレイ”に

対応しており、特別な追加設定はありません。 

プリンタ 

MAUI オシロスコープは機器に搭載した Windows OS 互換の USB プリンタをサポートします。プリンタ

の設定をするには File>Print Setup を選択し、Printer を選択します。Windows の Print 設定ダイアログ

を開くには Properties を選択します。 

外部モニタ 

内蔵のタッチスクリーンを使用して本機器を操作する他に、拡張デスクトップ操作のために外部モニ

タを接続することが出来ます。WavePro HD では、4096x2304 解像度を持つ超高解像度(UHD)モニタを

サポートしています。 
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機器側面の HDMI または DisplayPort ポートにモニタケーブルを接続します(モニタケーブルが別のイン

タフェースの場合はアダプタを使用することができます)。Display>Display Setup>Open Monitor Control 

Panel を開き、ディスプレイを設定します。必ず機器が主モニタになるように設定してください。  

拡張グリッド機能を使用するには、第二のモニタを duplicate 設定ではなく、extend 設定にします。外

部モニタのタッチスクリーンが有効の場合、外部モニタをタッチすることによって MAUI ユーザ・イ

ンタフェースを制御できます。 

リモート制御 

Utilities>Preference Setup を選択し Remote 設定ダイアログを開いて、リモート接続を設定します。選

択した接続タイプに必要なケーブルを使用してネットワーク/コントローラにオシロスコープを接続

します。イーサネット経由の VICP(TCP/IP)と VXI-11(LXI)がサポートされます。USB 経由の USBTMC 接続

もサポートされます。USB2GPIB オプションを利用することで GPIB 接続も可能です。 

 

 

 

 

基準クロック 

基準クロック信号を出力するには、BNC ケーブルを Ref Out コネクタから他の機器に接続します。

Timebase>Horizontal Setup を選択し、Clock Source 設定ダイアログに移動してクロックを設定します。 

外部(AUX)出力 

別の機器に信号を出力するには、BNC ケーブルを補助出力から他の機器に接続します。

Utilities>Utilities Setup を選択し Aux Output 設定ダイアログを開き、出力を設定します。 

ユーザ・ボタンの設定 

フロントパネルのユーザ・ボタンは、お好みでスクリーン・イメージまたは他のファイル・タイプで

保存するなどの操作を実行するように設定できます。  

1. Utilities>Front Panel Setup を開き、ユーザ・アクションをタッチして、ボタンに割り当てる動

作を指定します。 

2. 必要に応じて Configure Action ボタンをタッチし、例えばスクリーン・イメージを保存するの

かプリントするのか等の、そのアクションに関連する他の指定を行います。  

  

注: TCP/IP を使用している場合は、LAN 経由または直結でコントローラを接続できます。

オシロスコープがコントローラと同じサブネット上にあることを確認してください。ホス

トによっては、直結で接続する場合にクロス  オーバー・ケーブルが必要な場合がありま

す。 
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自動設定 

Auto Setup は、C1 から始まる最初の入力信号に基づいて必要な捕捉設定を自動設定します。C1 に何

も接続されていない場合、信号を検出するまで C2 他を検索します。垂直スケール（V/div）、オフセッ

ト、タイムベース（Time/div）およびトリガは、最初の波形に対してエッジ・トリガに、ゼロでない

振幅レベル、水平軸 10division に最低 10 サイクルの波形が表示されるように設定されます。  

自動設定を実行するには： 

1. フロントパネルから Auto Setup ボタンを押すか、メニューバーの Vertical、Timebase または

Trigger メニューから Auto Setup を選択します（それらは全て同じ動作をします）。 

2. Auto Setup ボタンを再度押すか、タッチスクリーンに表示されるポップアップ・ウィンドウ

で Confirm ボタンをタッチします。 

Auto Setup を実行すると、メニューバーの右端にある Undo ボタンの横に“Auto Setup”と表示されま

す。これにより、Auto Setup の前に設定を戻すことが出来ます。 

 

 

 

デフォルト設定の呼び出し 

フロントパネルのデフォルト設定ボタンを押して工場出荷時の設定に戻します。ポップアップ・ウィ

ンドウで Confirm ボタンを押します。タッチスクリーンを使用してデフォルト設定を復元することも

出来ます。 

1. メニューバーから、File>Recall Setup を選択します。 

2. Recall From 欄で File を指定します。 

3. Recall Default の下の Recall Now をタッチします。 

 

 

 

 

 

注意：Auto Setup を Undo すると、Auto Setup 以降に入力されたすべての新しい計測パラ

メータまたは演算の定義が取り消されます。 
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オシロスコープ概要 

オシロスコープ前面 

 

A. タッチスクリーン・ディスプレイ 

B. フロントパネル・コントロール 

C. スタンバイ電源ボタン 

D. プローブ校正およびグランド端子 

E. USB3.1 Gen1 ポート(3) 

F. ProBus2 アナログ入力(4) 

G. 外部入力コネクタ 

H. Aux 出力コネクタ 

I. ミックスド・シグナル・インタフェース 

J. チルト・フット 
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オシロスコープ背面 

 

 

A. 内蔵キャリングハンドル 

B. リムーバブル SSD 

C. AC 電源入力 

D. セキュリティ・ロック 

E. 10MHz リファレンス入力およびリファレン

ス出力コネクタ 

F. USBTMC ポート 
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オシロスコープ側面 

 

 

G. スピーカー出力およびマイク入力 

H. USB3.1 Gen1 ポート(4) 

I. イーサネット・ポート 

J. 外部モニタ用 HDMI および DisplayPort 出力 
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フロントパネル 

ほとんどのフロントパネル操作は、タッチスクリーン・ディスプレイを

介しても利用できるようになっています。 

フロントパネルの全てのノブは回転に対応する機能とは別に、ボタンの

様に押し込む操作に他の機能が割り当てられています。ノブの上のラベ

ル表示には回転操作をした時の主要動作が記載されています。下には押

し込む操作をした場合の動作が記載されています。フロンパネルからの

操作は常にアクティブ・トレースに適用されます。 

アクティブなトレースおよび機能に応じたフロントパネル・ボタンの

LED が点灯します。 

トリガ操作 

レベル・ノブはトリガ閾値(V)を変更します。この値はトリガ・ディスク

リプタ・ボックスに表示されます。ノブを押し込むとトリガレベルを入

力信号の 50%に設定します。 

READY インジケータはトリガ準備が出来ると点灯します。TRIG’D は

トリガが発生すると一時的に点灯します。 

Setup ボタンはトリガ設定ダイアログを開きます。再度押すとダイアロ

グを閉じます。 

Auto は、トリガ条件が満たされていない場合でも、一定時間後オシロス

コープを自動的にトリガする Auto モードに設定します。 

Normal は、オシロスコープのトリガ条件を満たす信号が入力されるた

びにトリガする通常の Normal モードに設定します。 

Single は Single トリガ・モードに設定します。ボタンを一回押すとオシ

ロスコープがトリガ準備を行い、トリガ条件を満たす信号が来ると一回

トリガ（シングルショット捕捉）を行います。トリガが行われる前に続

けて二度目を押すと、オシロスコープを一回強制トリガします。トリガ

した後トリガは Stop となります。 

Stop は捕捉を停止します。もし前回終了時に Stop モードのまま機器を

起動すると、”No trace available”と言うメッセージがチャンネル・ディ

スクリプタ・ボックスに表示されます。トレースを表示するには Auto ボ

タンを押してください。 

水平軸操作 

トリガ遅延値(s)を変更するには Delay ノブを回します。ノブを押し込むと Delay 値をゼロにリセット

します。 

もしトレース・ソースが入力チャンネルの場合、Horizontal Adjust ノブでオシロスコープ捕捉シス

テムの Time/division を変更出来ます。Time/div 値はタイムベース・ディスクリプタ・ボックスに表示

されます。この操作を行うと、オシロスコープはタイムベース設定に対して最高サンプリング速度を

維持するようにメモリを割り振ります。 

もしアクティブ・トレースが演算、ズーム、メモリの場合は、このノブを使って水平軸をズームイン

あるいはズームアウトします。Time/div 値はタイムベース・ディスクリプタ・ボックスに表示されま

す。微調整に変更するにはノブを押し込みます；もう一度押し込むとステップ刻みに戻ります。  
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垂直軸操作 

Offset ノブは、トレースのゼロ・レベルを調整します（これにより、グリッドの中心軸に対して上下

に移動するように見えます）。値はトレース・ディスクリプタ・ボックスに表示されます。オフセッ

トをゼロにリセットするには、ノブを押し込みます。 

垂直軸調整ノブは、チャンネル・トレースの垂直ゲイン(V/div)、または演算、ズームおよびメモリ・

トレースの垂直軸スケールを設定します。値はトレース・ディスクリプタ・ボックスに表示されま

す。微調整とステップ変化を切り替えるには押し込みます。 

チャンネル・ボタン(1-4)は、オフになっているチャンネルの表示をオンにするか、すでにオンになっ

ているチャンネルをアクティブにします。チャンネルがアクティブな場合にそのチャンネル・ボタン

を押すとオフになります。LED が点灯したボタンはアクティブなチャンネルを示します。 

ズーム(Z)ボタンは、各トレースのクイック・ズームを作成します。これによりソース・チャンネルの

スケールの 1/10 で中心部を拡大したトレースが得られます。これを調整するには水平軸ノブを使う

か、ズーム・ディスクリプタ・ボックスを二回タッチしてズーム設定ダイアログを表示します。クイ

ック・ズームをオフにするには、Zoom ボタンをもう一度押します。 

デジタル・ボタン(D)は、-MS モデルの場合にデジタル・トレースを有効にします。 

演算、ズーム、メモリ・インジケータ 

これらの LED は、入力チャンネル以外のタイプのトレースが現在アクティブで、フロントパネルから

操作できる状態である場合に点灯します。アクティブで操作可能にするには、そのトレースのディス

クリプタ・ボックスをタッチします。 

カーソル操作 

カーソルは波形上の特定の電圧および時間値を読み取ります。白いカーソル・マーカは、これらの点

をより目立たせると同時に再配置のための簡単な方法を提供します。垂直軸読み値はトレース・ディ

スクリプタ・ボックスの中に現れます。いっぽう水平軸読み値はタイムベース・ディスクリプタ・ボ

ックスの下に現れます。 

5 つのプリセット・カーソル・タイプがあり、それぞれ異なる表示方法となっています。これらにつ

いては、カーソルのセクションで詳しく説明します。 

カーソルを表示または消す場合は Cursor Type ボタンを押します。ボタンを続けて押すと全てのカー

ソル・タイプが順番に切り替わります、希望のタイプが見つかるまで繰り返してボタンを押してくだ

さい。(切り替わりの途中で"カーソル無し"も挟まります) 

Coarse ノブを回して絶対カーソル（一点鎖線）の位置を調整します。押し込むと、デフォルトの

2.5divison の設定に戻ります。もし Both Rel カーソル・タイプを使用している場合は、押し込むごと

に水平軸と垂直軸絶対カーソルが切り替わります。正しいカーソルを選択した状態（ハイライト）

で、ノブを回して位置を調整します。 

Fine ノブを回して相対カーソル（破線）の位置を調整します。押し込むと、カーソルはデフォルトの

7.5division 設定に戻ります。あるいは Both Rel カーソル・タイプを使用している場合は他の相対カー

ソルが選択されます。 

数値入力欄が選択されている場合は、これらノブは Adjust ノブとして機能します。Coarse ノブを回

せば大きなステップで調整することができ；Fine ノブを回せば微調整することができます。デフォル

ト設定に戻るにはいずれかのノブを押してください。  

（ディスクリプタ・ボックスかトレース自身をタッチすることで）波形トレースを選択している場

合、これらのブはトレース輝度の増減をします。  
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その他の操作 

これらの他の操作ボタンは、フロントパネルの上部と下部のセクションに表示されます。  

Auto Setup は自動設定を行います。一回ボタンを押すと、確認を求めるポップアップが出てきま

す。もう一回ボタンを押すか、画面で confirm をタッチしてください。 

Default Setup はオシロスコープを工場出荷時の初期状態に戻します。一回ボタンを押すと、確認を

求めるポップアップが出てきます。もう一回ボタンを押すか、画面で confirm をタッチしてくださ

い。 

Clear Sweeps は捕捉カウンタと計測パラメータの積算カウンタをリセットします。Touch Screen は

タッチスクリーン機能のオン/オフを切り替えます。 

Save は Save 設定ダイアログで最後に選択したアクションを実行します：LabNotebook、スクリー

ン・イメージまたは波形ファイルの保存。 

User はユーザが選択可能です、例えば： 

現在のスクリーン・イメージ設定を使用して、スクリーン・キャプチャを保存します。  

他のファイル・タイプを保存します：LabNotebook、設定、あるいは波形。 

選択の手順はユーザ・ボタンの設定をご覧ください。 

信号インタフェース 

MAUI 計測器は、アナログ信号またはデジタル信号を入力するためにプローブまたは他のデバイスを

使用するためのさまざまなインタフェースを提供します。互換性のある入力デバイスのリストについ

ては、teledynelecroy.com のオシロスコープ製品ページを参照してください。  

アナログ入力 

機器前面に配置された一連のコネクタを使用して、チャンネル 1〜4 にアナログ信号を入力します。 

WavePro HD のチャネル・コネクタは、ProBus2 インタフェースを採用しています。ProBus2 インタフ

ェースには、6 ピンの電源および通信接続端子と、パッシブ・プローブ認識用のセンスリングを持つ

プローブへの BNC 信号接続が含まれます。50Ωと 1MΩの入力インピーダンスどちらも選択可能で、

高インピーダンス・パッシブ・プローブ、高インピーダンス・アクティブ・プローブ、電流プロー

ブ、高電圧プローブ、差動プローブ等の広い範囲のプローブにプローブ電源や制御を提供します。  

ProBus2 は終端された BNC ケーブルで直結されることもあります。使用する BNC コネクタやオシロス

コープ・モデルにもよりますが、このインタフェースは最大で 50Ωカップリング時に 8GHz、1MΩカ

ップリング時に 1GHz の定格帯域となります。 

 

 

 

チャンネル・インタフェースはプローブに電源を供給し、プローブをチャンネルに完全に統合しま

す。テレダイン・レクロイ製プローブを接続すると、プローブの種類が認識され、入力結合や減衰比

などの設定情報が自動的に反映されます。この情報はプローブ設定ダイアログのチャンネル（Cn）ダ

イアログの後ろに表示されます。システム（プローブ＋オシロスコープ）のゲイン設定は自動的に計

算され、プローブの減衰比に基づいて表示されます。  

  

メモ: ProBus2 インタフェースは新しい ProBus2 プローブと同時に、従来の ProBus プローブ

とも互換性があります。テレダイン・レクロイのサービスから購入できる精密アダプタを

使って SMA ケーブルを接続することができます。  
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ミックスド・シグナル入力 

-MS モデルのオシロスコープに同梱されるデジタル・リ

ードセットは、最大 16 ラインのデジタルデータを入力

することが出来ます。デジタル・リードセットはオシ

ロスコープ前面のミックスド・シグナル・インタフェ

ースに接続します。 

デジタルのリードセットを使用してデジタルのセット

アップを参照してください。 

 

 

プローブ 

このオシロスコープは、同梱されているパッシブ・プローブと、機器の帯域幅に対応したほとんどの

テレダイン・レクロイ製アクティブ・プローブと互換性があります。プローブの仕様とドキュメント

は、http://teledynelecroy.com/japan/products/probes/default.asp で入手できます。 

パッシブ・プローブ 

供給されるパッシブ・プローブは、機器の入力インピーダンスにマッチしますが、さらなる補償が必

要な場合があります。プローブの周波数特性を補償するにはプローブの取扱説明書の指示に従ってく

ださい。 

アクティブ・プローブ 

テレダイン・レクロイはお使いのオシロスコープでご利用になれる様々なアクティブ・プローブを用

意しています： 

 シングルエンド・アクティブ・プローブは高い周波数で電圧の計測が可能です。アクティ

ブ・プローブの使用には、テストポイントと接地ポイントが必要です。グランド (アースとも

呼ばれます)は、テストポイント測定のゼロ V 基準として機能します。 

 差動プローブは 2 つのプローブを 1 つにしたようなものです。グランドを基準にしてテスト

ポイントを測定するかわりに、差動プローブでは 2 つのテストポイントの差を計測します。 

ほとんどのアクティブ・プローブは、内部の EEPROM に保存されたプローブ周波数応答データを使用

して、プローブとオシロスコープの周波数応答を自動的に最適化します。これにより、デ・エンベッ

ド処理を実行する必要なしに、可能な限り最良のプローブ＋オシロスコープ・チャンネルの周波数応

答が保証されます。 

多くのアクティブ・プローブでは完全に動作するために、オシロスコープ・ファームウェアの最低バ

ージョンが決まっていることに注意してください。プローブのマニュアルを参照してください。 

http://teledynelecroy.com/japan/products/probes/default.asp
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MAUI の操作 
MAUI,“Most Advanced User Interface”はテレダイン・レクロイ独自のオシロスコープ用ユーザ・イン

タフェースです。MAUI はタッチ操作用に設計されています。垂直、水平、トリガ等の重要な操作は

ワンタッチするだけです。 

タッチスクリーン 

タッチスクリーンは、操作、情報表示の主な方法です。表示領域全体でタッチ操作が可能です：指ま

たはスタイラスを使用して、タッチ、ドラッグ、スワイプ、または選択ボックスを描画します。  

情報を表示する多くの項目は、他の機能にアクセスするための“ボタン”としても機能します。マウ

スが接続されている場合は、タッチ操作に対応する箇所はどこでもクリックして操作することが出来

ます。実際に、クリックとタッチどちらでも使いやすい方法をお使いいただけます。  

タッチスクリーンは、以下の主要な操作エリアに分かれています： 

 メニューバー 

 グリッド領域 

 ディスクリプタ・ボックス 

 設定ダイアログ 

 メッセージ・バー 
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メニューバー 

ウィンドウの上部には、全ての機能にアクセスできるメニューが配置されています。ここで選択する

と、画面の下部に表示されるダイアログが切り変わります。  

多くの一般的な操作は、フロントパネルから実行することも、ディスクリプタ・ボックスから起動す

ることも出来ますが、Save/Recall（File）機能、Display 機能、Status、LabNotebook、Pass/Fail 設定、オ

プション解析パッケージ、Utilities/Preference 設定の場合はメニューバーから操作します。 

もし操作が「やり直し」可能なものであれば、Undo ボタンはオシロスコープを前の状態に戻し

ます。 

グリッド領域 

グリッド領域には波形トレースが表示されます。すべてのグリッドは、現在の分解能で可能な全 4096

の垂直レベルを表す垂直 8division と、それぞれ捕捉時間を表す水平 10division により構成されていま

す。垂直および水平 division で表される値は、グリッドに表示されるトレースの垂直および水平軸ス

ケールに従います。 

マルチグリッド表示 

グリッド領域は、異なる表示タイプとトレース数の複数グリッド構成に分割出来ます（デフォルトの

Auto Grid モードでは、必要に応じて自動的に分割されます）グリッドの数と配置にかかわらず、すべ

てのグリッドは常に同じ数の垂直レベルを表します。したがって、絶対垂直計測精度は維持されま

す。 

マルチグリッド・ディスプレイで異なるタイプのトレースを開いた例  
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グリッド・インジケータ 

これらのインジケータは、グリッドの周囲またはグリッド上に表示され、ディスプレイ上の重要なポ

イントをマークします。それらは適用されるトレースの色と一致します。同じグリッドに複数のトレ

ースが表示されている場合、インジケータは、他のトレースの最上位に表示されるトレースを指しま

す。 

軸ラベル・インジケータはグリッドの division で表される時間/単位を表示します。トレース

をパンするか垂直/水平スケールを変更すると、それらは動的に更新されます。もともと絶

対値で表示されていた場合、有効桁数が大きくなり過ぎると、ラベルは 0（中央）からのデ

ルタ表示に変わります。各グリッドに表示されるラベルの数は、開いているグリッドの総数

によって異なります。表示を消すには、Display>Display Setup に進み、Axis Label 選択を解除

します。 

トリガ・タイム・インジケータは、グリッド底辺に配置された小さな三角マークで、トリガ

の時間を示します。水平軸遅延が設定されていない限り、このインジケータはグリッドのゼ

ロ（中央）ポイントにあります。遅延時間は、Timebase ディスクリプタ・ボックスの右上に

表示されます。 

プリ/ポスト・トリガ遅延インジケータは、グリッドの左下または右下の小さな矢印で、プ

リまたはポスト・リガ遅延によって Trigger time インジケータがグリッドに表示されない位

置に移動したことを示します。すべての Delay 値は Timebase ディスクリプタ・ボックスに表

示されます。 

トリガレベル・インジケータはグリッドの右端に表示され、トリガ電圧レベルに追従しま

す。トリガ・モードが STOP の時に、または有効なトリガの無い状態で Normal モードまたは

Single モードでトリガレベルを変更すると、新しいトリガレベルに同じ色の中空の三角マー

クが表示されます。トリガ・チャンネルが表示されていない場合、Trigger Level インジケー

タは表示されません。 

ゼロボルト・インジケータはグリッドの左端に表示されます。グリッド上に表示されている

トレースごとに 1 つずつ表示され、トレースの番号と色を共有します。  

カーソル・マーカ・インジケータはグリッド上に表示され、波形上の特定の電圧と時間の値

が示されます。カーソル・マーカをドラッグ＆ドロップすると、カーソル・マーカを素早く

再配置出来ます。 

グリッド輝度 

Display>Display Setup に移動し、新しい Grid Intensity のパーセンテージを入力することによっ

て、グリッド線の輝度を調整することが出来ます。数値が高いほど、グリッド線が明るくて太くなり

ます。 
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ディスクリプタ・ボックス 

トレース表示がオンになると、グリッドのすぐ下にトレース・ディスクリプタ・ボックスが表示され

ます。それらは以下の様に機能します： 

 情報表示－現在のトレース設定およびアクティビィティの要約を表示します。  

 ナビゲーション－ディスクリプタ・ボックスを一回タッチすると、そのトレースをアクティ

ブにします。もう一度タッチすると、設定ダイアログを開きます。  

 配置－ディスクリプタ・ボックスをドラッグ＆ドロップすることで、トレースを他のグリッ

ドに再配置出来ます。 

 設定－ディスクリプタ・ボックスをドラッグ＆ドロップすることで、設定をコピーしたり、

ソースを変更したりする事が出来ます。 

トレース・ディスクリプタ・ボックスの他に、タイムベース、トリガ、HD ディスクリプタ・ボック

スもあり、すべてのチャンネルで共有される捕捉設定を要約表示します。これらのディスクリプタは

また、対応する設定ダイアログを開きます。 

チャンネル・ディスクリプタ・ボックス 

チャンネル・トレース・ディスクリプタ・ボックスは、アナログ信号入力に対応し

ます。それらは以下を示します（左上から時計回り）：チャンネル番号、プリプロセ

ス・リスト、カップリング、垂直軸スケール（ゲイン）設定、垂直軸オフセット設

定、スイープカウント（Average 設定時）、垂直カーソル位置、およびセグメント数

（シーケンスモード時） 

入力に適用されたプリプロセスを示す記号が使用されます。以下の短縮形は、いくつかのプロセスが

有効な場合に使用されます。 

ディスクリプタ・ボックスのプリプロセス記号 

プリプロセス種別 通常表記 短縮表記 

カップリング DC50、DC1M、AC1M または
GND 

D50, D1, A1 or G 

帯域幅制限 BWL B. 

アベレージング AVG A 

(Sinx)/x 補間 SINX S 

デスキュー DSQ DQ 

ノイズ・フィルタ(ERes) FLT F 

反転 INV I 

 

 

 

もしチャンネル・インタリーブをしている場合（2 または Auto Active チャンネルに設定）は、チャン

ネル・ディスクリプタ・ボックスはチャンネルの捕捉の状態の概要を表示します： trigger only、

active、または not active。 

  

メモ: WavePro HD で 500Mpts を超える捕捉の場合は、補間、平均およびノイズ・フィルタ

は無効になります。 
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他のトレース・ディスクリプタ・ボックス 

同様なディスクリプタ・ボックスが演算(Fn)、ズーム(Zn)およびメモリ(Mn)トレースにも現れ、もし

SAM40 センサ・アクイシジョン・モジュールが接続されている場合はセンサ(SEn)トレースにも現れま

す。これらのディスクリプタ・ボックスは、信号の Timebase とは異なる水平軸スケールを示しま

す。単位は自動的にトレースのタイプに合わせて調整されます。  

 

トレース・ショートカット・メニュー 

白い円が表示されるまでトレース・ディスクリプタ・ボックスをタッチ＆ホールドし指を離すと、ト

レース・ショートカット・メニューが表示されます。このポップアップ・メニューからは、トレース

表示オフ、計測、またはラベル表示設定などのアクションが選択出来ます。  

 

タイムベースおよびトリガ・ディスクリプタ・ボックス 

タイムベース・ディスクリプタ・ボックスには（右上から時計回りに）：水平軸 Delay、Time/div、サ

ンプルレート、サンプル数、サンプリング・モード（リアルタイム・モードのときは空白）が表示さ

れます。 

 

 

トリガ・ディスクリプタ・ボックスには（右上から時計回りに）：トリガ・ソースとカップリング、

トリガレベル（V）、スロープ/極性、トリガ・タイプ、トリガ・モードが表示されます。  

カーソル間の時間および周波数を含む水平軸（時間）カーソル読み値はタイムベースおよびトリガ・

ディスクリプタ・ボックスの下に表示されます。詳しい情報はカーソルの項目をご覧ください。 

  

メモ: WavePro HD オシロスコープにおいて、タイムベース設定ダイアログは各チャンネル

の実際のサンプリング速度を表示します。一方で、タイムベース・ディスクリプタは、他

の選択を元に全ての中で可能となる最大の値を表示します。  
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HD ディスクリプタ・ボックス 

高分解能オシロスコープでは、HD ディスクリプタ・ボックスには、機器が動作している分解能が要

約表示されます。 

設定ダイアログ 

設定データを入力するためのダイアログがディスプレイ下部に表示されます。最上位（最左端）のダ

イアログが、選択した機能のメイン・エントリ・ポイントになります。便宜上、関連ダイアログはメ

イン・ダイアログの背後に一連のタブとして表示されます。タブをタップしてダイアログを開きま

す。 

右側サブダイアログ 

選択した機能が 1 つのダイアログに収まるより多くの設定を必要とするか、タスクが新しいトレース

をズームするようなさらなるアクションを生じる場合があります。その場合、サブダイアログがダイ

アログの右側に表示されます。これらのサブダイアログ設定は、常に左側のダイアログで設定されて

いる項目に適用されます。 

アクション・ツールバー 

いくつかの設定ダイアログには下部にツールバーが配置されています。これらのボタンを使用する

と、現在のダイアログを離れずに計測パラメータを有効にするなどの一般的なタスクを実行出来ま

す。ツールバー・ボタンの動作は、常にアクティブなトレースに適用されます。  

Measure は、アクティブ・トレースに対して適用する計測パラメータを設定する Measure ポップア

ップ・メニューが開きます。 

Zoom は、アクティブ・トレースに対してズーム・トレースを作成します。  

Math は新しい演算トレースを作成し、アクティブ・トレースに対して適用する演算を設定する Math

ポップアップ・メニューを開きます。 

Decode は、シリアルデータ・デコードおよびトリガの設定と適用を行うシリアル・デコード設定ダ

イアログを開きます。このボタンはシリアルデータ・ソフトウェア・オプションがインストールされ

ている時のみ有効になります。 

Store は、アクティブ・トレースを対応するメモリ・トレースに読み込みます。(C1, F1 および Z1 は

M1 に；C2, F2 および Z2 は M2 に他) 

Find Scale は、波形をグリッドにフィットするように垂直軸スケールを最適化します。  
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Next Grid は、アクティブ・トレースを次のグリッドに移動します。グリッドがひとつしかない場合

は新しいグリッドを自動的に生成し、そのグリッドに移動します。 

Label は、アクティブ・トレースに注釈を付けるための Label ポップアップ・メニューを開きます。  

Histogram, Trend および Track は、Parameter(Pn)設定ダイアログのアクション・ツールバーに現れ

ます。それらを使用すると、計測パラメータ設定ダイアログを閉じずにパラメータをプロットする

Math 演算トレースを作成出来ます。 

 

メッセージ・バー 

オシロスコープの下部には、小さいメッセージ・バーが表示されます。現在の日付と時刻が右端に表

示され、左端にはステータス、エラー、その他のメッセージが表示されます。通常左端には

“Teledyne LeCroy”が表示されています。 

オシロスコープが最後の捕捉または計算を処理しているときに、メッセージ・バーの右側に赤いプロ

グレスバーとともに“Processing...”が表示されます。 

これは、垂直スケール、オフセット、または帯域幅の変更など、ノーマルまたは自動トリガ・モード

での ADC 設定に影響するアクイジション設定を変更した場合に特に顕著に現れます。オシロスコープ

の処理中は、トレースがディスプレイから一時的に消えることがあります。  
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OneTouch ヘルプ 

タッチ、ドラッグ、スワイプ、ピンチ、およびフリックを使用してワンタッチで設定を作成および変

更出来ます。設定ダイアログを使用して表示を変更するのと同じように、さまざまな表示オブジェク

トを移動して設定を変更することが出来ます。OneTouch アクションによって設定した値を詳細値に変

更するには設定ダイアログを使用します。 

オブジェクトをドラッグ＆ドロップすると、有効なターゲットが白いボックスで囲まれます。無効な

ターゲットに移動すると、指先やカーソルの下に”Null”の記号（Ø）が表示されます。 

表示 ON 

新しいチャンネル、演算、メモリ、またはズーム・トレースをオンにするには、同じタイプの任意の

ディスクリプタ・ボックスを Add New（"+"）ボックスにドラッグします。同種類の次の番号のトレー

スが、デフォルト設定でディスプレイに追加されます。その時点で新しいトレースはアクティブなト

レースになります。 

 

ドラッグする画面に目的のタイプのディスクリプタ・ボックスがない場合は、Add New ボックスにタ

ッチし、ポップアップ・メニューからトレース・タイプを選択します。 

計測値テーブルを表示オンにするには、Add New ボックスにタッチして Measurement を選択します。 

 

アクティベート 

アクティベートして前面に移動するにはトレースまたはディスクリプタ・ボックスをタッチします。

ディスクリプタ・ボックスは青色にハイライトされ、フロントパネル操作やタッチスクリーン・ジェ

スチャはそのトレースに適用されます。 
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設定のコピー 

ひとつのトレースの設定を同じタイプの他のトレースにコピーする(例えば、チャンネルからチャン

ネル、演算から演算)には、ソースのディスクリプタ・ボックスをターゲットのディスクリプタ・ボッ

クスにドラッグ＆ドロップします。 

 

計測パラメータ(Pn)の設定のコピーは、計測パラメータ・テーブルのソース列をターゲット列にドラ

ッグ＆ドロップします。Pass/Fail 読み値テーブルの判定条件(Qn)でも同様にして操作が可能です。 
 

ソースの変更 

 

トレースのソースを変更するには、ソースにしたいトレースのディスクリプタ・ボックスをターゲッ

トのディスクリプタ・ボックスにドラッグ＆ドロップします。同様にターゲットの設定ダイアログの

ソース欄にドロップすることもできます。 

 

計測パラメータのソースを変更するには、ソースにしたいディスクリプタ・ボックスを計測パラメー

タ・テーブルの対象パラメータ(Pn)列にドラッグ＆ドロップします。Pass/Fail 読み値テーブルの判定

条件(Qn)でも同様にして操作が可能です。 
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カーソルの配置 

カーソル計測時間/レベルを変更するには、グリッド上の新しい位置にカーソル・マーカをドラッグし

ます。カーソル読み値は即座に反映されます。 

 

グリッド外に出てしまっている水平軸カーソルをズームや他の演算トレースに配置するには、カーソ

ル読み値をタイムベース・ディスクリプタの下からドラッグして、配置したいグリッドにドラッグし

ます。カーソルはグリッドの 5（中央）または 2.5 と 7.5division のいずれかの位置に配置されます。

ソース・トレース上のカーソルは、それに応じて位置が調整されます。  
 

トリガの変更 

トリガレベルを変更するには、トリガレベル・インジケータを Y 軸上の新しい位置にドラッグしま

す。トリガ・ディスクリプタ・ボックスは新しい電圧レベルを表示します。  

 

トリガソース・チャンネルを変更するには、変更したいチャンネル(Cn)のディスクリプタ・ボックス

をトリガ・ディスクリプタ・ボックスにドラッグします。トリガ設定は前回そのチャンネルをソース

にした時の設定を引き継ぎます。 
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メモリ・トレースへの保存 

トレースを内部メモリへ保存するには、トレースのディスクリプタ・ボックスをターゲットのメモリ

(Mn)・ディスクリプタ・ボックスへドラッグ＆ドロップします。 

 

トレースの移動 

トレースを他のグリッドに移動するには、トレース・ディスクリプタ・ボックスをターゲットのグリ

ッドにドラッグ＆ドロップします。もしタブ分けされた Q-Scape ディスプレイ・モードをご利用の場

合、この方法でタブ間を移動することが出来ます。  

 

スクロール 

値や読み値テーブルの長いリストをスクロールするには、選択ダイアログまたはテーブルを上下方向

にスワイプします。 
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トレースのパン/スワイプ 

トレースをパンするには、そのトレースをアクティベートし前面にしてから、波形トレースを上下左

右方向にドラッグします。もしそのトレースが他のトレースのソースの場合、そのトレースも同様に

移動します。 

チャンネル・トレースの場合、タイムベース・ディスクリプタ・ボックスは新しい水平軸遅延値を表

示します。他のトレースに対しては、ズーム設定タブに新しい水平軸センターが表示されます。  

 

 

 

パンは、長い捕捉においてトレースを解析ゾーンに素早く動かすことのできる非常に優れた方法で

す。加速してパンするには、トレースを上下左右にスワイプします。 

スクリーンの最左端からスワイプすると、”タブ”を切り換えて Windows デスクトップを表示するこ

とが出来ます。もう一度左からスワイプすると、オシロスコープ・アプリケーションに戻ります。  

 

表示オフ 

トレースの表示をオフにするには、トレース・ディスクリプタ・ボックスをスクリーンの下端に向か

ってフリックします。 

 

計測パラメータや Pass/Fail 判定値の表示をオフするには、Pn または Qn セルをスクリーン下端に向

かってフリックします。もしテーブルの最後のアクティブセルだった場合テーブルは閉じます。  

  

ヒント：もしマルチズーム機能を使用している場合、全ての時間軸同期したトレースは同

時にパンします。 



MAUI の操作 

27 

ズーム 

新しいズーム・トレースを作成するには、ズームしたいトレースの部分を囲うように対角にタッチ＆

ドラッグし選択ボックスを描画します。ズーム比を正確な値に調整するには Zn ディスクリプタ・ボ

ックスをタッチして設定ダイアログを開きます。 

 

各トレースをズームインするには、２つの指をトレースに対して水平に開く動作をします。  

 

各トレースをズームアウトするには、２つの指をトレースに対して水平に狭める動作（ピンチ）をし

ます。 

 

 

 

 

  

メモ: ピンチ・ジェスチャは個別のズーム(Zn)トレースを作成せず、水平軸スケールを調整

するのみとなります。チャンネル(Cn)をピンチした場合、全てのチャンネルに対してタイム

ベースが変更されます。もしそのトレースが他のトレースのソースだった場合、全ての関

連するトレースが同様に変更されます。 
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トレース操作 

トレースは、波形を可視化したものでグリッドに表示されます。トレースにはライブ入力（Cn、

Digitaln）、波形に適用された数学演算（Fn）、保存した波形（Mn）、波形のズーム（Zn）、または解析

ソフトウェアの処理結果を表示出来ます。 

トレースは、他のタッチスクリーンオブジェクト同様に操作出来ます。それらは、印刷/レポートの

ためにパン、移動、ラベリング、ズーム、捕捉して異なる表示形式にすることが出来ます。  

表示されているそれぞれのトレースには、主な構成設定を要約するディスクリプタ・ボックスがあり

ます。 

複数のトレースが開いている場合もありますが、アクティブなものは 1 つのみで、フロントパネル・

ノブとタッチスクリーンのジェスチャーを使用して調整出来ます。ハイライトされたディスクリプ

タ・ボックスは、どのトレースがアクティブであるかを示します。すべてのアクションは、別のトレ

ースをアクティブにするまで、そのトレースに適用されます。トレース・ディスクリプタ・ボックス

をタッチして、アクティブなトレース（およびそのグリッド内の前面トレース）にします。  

アクティブ・トレース・ディスクリプタ（左）と非アクティブ・トレース・ディスクリプタ（右） 

トレースをアィティブにすると、画面の下部にあるダイアログが自動的に適切な設定ダイアログに切

り替わります。 

アクティブなディスクリプタ・ボックスはアクティブなダイアログタブに連動します 
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トレースの ON/OFF 

アナログ・トレースのオン/をオフ 

フロントパネルからチャンネル・ボタンを押します。 

タッチスクリーンから Vertical>Channel x Setup を選択。 

またはディスプレイから、Add New ボックスをタッチして Channel を選択するか、別の Channel

（Cn）ディスクリプタ・ボックスを Add New ボックスにドラッグします。 

トレースをオフにするには、フロントパネルのチャンネル・ボタンをもう一度押すか、タッチスクリ

ーンから以下のいずれかの操作をします： 

 お使いの機器が OneTouch 対応の場合、トレース・ディスクリプタ・ボックスをスクリーンの

底辺に向かってフリックします。 

 ショートカット・メニューから Off を選びます。 

 チャンネル設定ダイアログまたは Cn 設定ダイアログのチャンネルのチェックを外します。 

デジタル・トレースのオン/オフ 

フロントパネルから Dig ボタンを押し(MS モデルの場合)、その後 Digitaln 設定ダイアログで Group

をチェックします。タッチスクリーンから、Vertical>Digitaln設定を選択し、その後 Digitaln 設定ダ

イアログで Group をチェックします。 

トレースを表示オフするにはアナログ・トレースと同じ操作をします。  

ズーム・トレースのオン/オフ 

ズーム・トレースの作成を参照してください。 

その他のトレースのオン/オフ 

トレースをオンにするには、(演算、メモリ等)それぞれの設定ダイアログを使用します。 

OneTouch 対応の機器では、Add New ボックスをタッチして、トレース・タイプを選択、または他の

ディスクリプタ・ボックスを Add New ボックスにドラッグします(例えば、M1 を Add New にドラッグ

して次の使用可能なメモリをオンにします)。 

トレースを表示オフするにはアナログ・トレースと同じ操作をします。  
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トレースの調整 

垂直スケール（ゲインまたは感度）と垂直オフセットを調整するには、トレースをアクティブにし、

フロントパネルの垂直軸ノブを回します。チャンネル・トレースのプリプロセスや演算トレースのリ

スケーリングなど、他の調整を行うには、トレース・ディスクリプタ・ボックスを 2 回押して適切な

設定ダイアログを開きます。 

トレース設定の調整 

多くの項目は、設定項目に触れると表示されるポップアップから選択することで作成出来ます。タッ

チした後に入力欄がハイライト表示されている場合には、その入力欄がアクティブになっており、フ

ロントパネルの Adjust ノブを回して調整できます。（垂直レベルと水平軸遅延のように）専用ノブを

持たない入力項目は、Adjust ノブを使用して変更出来ます。 

キーボードが接続されている場合は、アクティブな（強調表示された）データ入力欄に設定値を入力

出来ます。または、もう一度タッチした後、仮想キーパッドまたは仮想キーボードで入力することも

出来ます。 

仮想キーパッドを使用するには、電卓と同じようにソフトキーをタッチします。OK をタッチする

と、計算された値がフィールドに入力されます。 

仮想キーパッドは数値の調整に使用できます 
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トレース解析ゾーンの調整 

WavePro HD オシロスコープでは、演算と計測パラメータは 500Mpts を超える捕捉の中心 500Mpts の

部分のみで計算されます。ソース・トレースのこの領域は、領域外を網かけ表示し、解析ゾーンを網

かけしないことでハイライトすることで示されます。  

解析ゾーンの境界を示す網掛けエリア 

捕捉のその他の部分は、水平軸遅延を使用してトレースをシフトさせる、または他の方法で解析ゾー

ンに移動させることができます。長い捕捉の操作を参照してください。 
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トレースの移動 

トレースをグリッドからグリッドに移動するには、以下のいずれかの方法を使用します。同じグリッ

ド内でトレースをパンする方法については、OneTouch ヘルプを参照してください。 

ドラッグ＆ドロップ 

ディスクリプタ・ボックスを目的のグリッドにドラッグすることで、あるグリッドから別のグリッド

にトレースを移動出来ます。これは、ディスプレイ上のトレースを素早く再配置する便利な方法で

す。 

 

Q-Scape 表示モードを使用している場合、ディスクリプタ・ボックスをトレース移動中に画面上に表

示されている他のタブのグリッドにドラッグする事が出来ます。たとえば、Q-Scape Single モードの場

合は移動先のグリッドが表示されていないため他のタブにディスクリプタ・ボックスをドラッグする

ことは出来ません。しかし Q-Scape Dual モードまたは Mosaic モードであれば可能です。これは拡張

ディスプレイにも当てはまります。詳細については、ディスプレイを参照してください。 

Next Grid ボタン 

移動するトレースのディスクリプタ・ボックスを 2 回タッチして設定ダイアログを開き、ダイアログ

の下部にある Next Grid アクションのツールバー・ボタンをタッチします。トレース・ディスクリプ

タ・ボックスをタッチして（右クリック）、ショートカット・メニューから Next Grid を選択すること

も出来ます。 

 

  
メモ: もし開いているグリッドがひとだけの場合は、Next Grid を選択すると自動的にも

うひとつのグリッドが開いてきます。 
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トレースのラベル表示 

ラベル機能を使用すると、トレース表示にカスタム注釈を追加することが出来ます。配置後はラベル

を新しい位置に移動することも、トレースに関連付けられたまま非表示にしておくことも出来ます。  

 

ラベルの作成 

1. ショートカット・メニューから Label を選択するか、トレース設定ダイアログの Label アク

ション・ツールバー・ボタンをタッチします。 

 

2. トレース注釈ポップアップで、Add Label をタッチします。 

3. Label Text を入力します。 

4. 必要に応じて、ラベルを貼り付ける水平位置および垂直位置を（ラベルと同じ単位で）入力

します。デフォルトの位置は水平位置で 0ns です。Use Trace Vertical Position をチェック

すると、すぐにトレースのラベル上に配置されます。  

ラベルの再配置 

位置を変えるにはラベルをドラッグ＆ドロップします。または、トレース注釈ポップアップで位置設

定を変更します。 

ラベルの編集／削除 

トレース注釈ポップアップで、リストから Label を選択します。必要に応じて設定を変更するか、

Remove Label をタップして削除します。 

すべてのラベルを非表示にするには、View Labels をオフにします。チェックを外してもラベルのエ

ントリはリストに残ります。 

 

 

 

  



 WavePro HD オシロスコープ・オペレーターズ・マニュアル  

34 

ズーム 

ズームはソース・トレースとの相対的な水平スケールを変更して、トレースの選択された領域を拡大

表示します。 

ズームは、フロントパネルまたはタッチスクリーンのいずれかを使用して、いくつかの方法で作成出

来ます。前面パネルの垂直および水平軸ノブまたはタッチスクリーン・ズーム比コントロールを使用

して、他のトレースと同じようにズームを調整出来ます。  

各ズーム・トレースの現在の設定は Zn 設定ダイアログに表示され、ズーム設定ダイアログはズーム

のオン/オフやズームソースの変更に便利なパネルです。 

マルチズーム機能は、選択した波形のみ時間軸を同期したズーム・トレースを作成します。この指定

をしたズーム・トレースは、各波形同じ X 軸スケール・拡大位置設定になります。波形をスクロール

すると、すべてのズームが一斉にスクロールします。詳細については、マルチズームを参照してくだ

さい。 

ズーム設定ダイアログ 

トレースの表示スケールを変更する可能性のある場合には必ず－ある場合にはメイン設定ダイアログ

に、ある時はサブダイアログに、オシロスコープ・ソフトウェアにズーム設定が現れます。  

 Fn 設定ダイアログで演算トレースを設定する場合 

 Mn 設定ダイアログでメモリ・トレースを設定する場合 

ズーム設定ダイアログを表示するには、メニューバーから Math>Zoom Setup を選択するか、ズー

ム・ディスクリプタ・ボックスをタッチします。 

メイン・ズーム設定ダイアログには、表示 On/Off とズームのソースを変更するための選択ボックスが

あります。次のオプションもあります： 
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Zn 設定ダイアログ 

メインのズーム設定ダイアログの後には、ズームトレース（Z1-Zn）ごとに別々のタブがあります。各

Zn 設定ダイアログには、そのズームの中心とスケールが反映されたプレビューが表示されます。これ

をズーム倍率の調整に使用する事が出来ます。 

 

トレースの操作 

Trace On はズーム・トレースを表示/非表示にします。ズームが作成されると、デフォルトで選択さ

れます。 

Source を使用すると、他のすべての設定を維持しながら、このズームのソースを任意のチャンネ

ル、演算、またはメモリ・トレースに変更出来ます。  

セグメントの操作 

これらの操作についてはシーケンス・サンプリング・モードで使用します。 

ズーム比の操作 

 Out および In ボタンはズーム比を増減させ、その結果水平および垂直スケールの設定を変更

します。所望の拡大比になるまでどちらかのボタンを押します。  

 Ver チェックボックスはズーム比の増減を微調整に切り換えます。 

 Horizontal Scale/div はグリッドの水平 division であらわされる時間を設定します。これはチ

ャンネル・トレースの Time/div に相当しますが、ズーム毎に異なる場合がある点が唯一異な

ります。 

 Vertical Scale/div はグリッドの垂直 division であらわされる電圧レベルを設定します。チャ

ンネル・トレースの V/div と同等です。 

 Horizontal/Vertical Center は時間/電圧軸のグリッドの中心値を設定します。水平軸の中心は

全てのズーム・トレースに対して共通です。 

 Reset Zoom はズーム比を x1 に戻します。 
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ズーム・トレースの作成 

全てのタイプのトレースは以下の手順に従って新しいズーム・トレース(Zn)を作成することで“ズー

ム”する事が出来ます。ズーム・トレースは、次の番号の空グリッドで開き、ソース・トレースのズ

ーム部分が強調表示されます。使用可能なグリッドがもうない場合は、ソース・トレースと同じグリ

ッド内でズームが開きます。 

 

 

 

 

元トレースのズームされたエリアがハイライトされます。下段がズーム・トレース  

全トレースをクイック・ズーム 

フロントパネルの Zoom ボタンを使用して、表示されているチャンネル・トレースごとに  1 つのズ

ーム・トレースをすばやく作成します。クイック・ズームはソース・トレースと同じ垂直スケールと  

10：1 の水平倍率で作成されます。 

クイック・ズームをオフにするには、Zoom ボタンをもう一度押します。 

手動ズーム作成 

手動でズームを作成するには、対角線にタッチ＆ドラッグして、ソース・トレ

ースの任意の部分の周りに選択ボックスを描画します。  

ズームはグリッドの全幅に合わせて、選択した領域のサイズを変更します。し

たがって、垂直方向と水平方向の倍率は、描画する矩形のサイズに依存しま

す。 

または、OneTouch 機器では Add New ボックスに Zn ディスクリプタ・ボックス

をドラッグするか、Add New ボックスをタップしてポップアップ・メニュー

から Zoom を選択します。次に使用可能なズーム・トレースが開き、Zn 設定ダ

イアログが表示され、必要に応じてズーム比を変更出来ます。  

 

  

メモ: OneTouch MAUI 対応のほとんどの機種では、トレース上で  2 本の指を狭めたり

（ピンチ）/  広げたり(アンピンチ）することでトレースを”ズーム”できますが、この

方法では別のズーム・トレースは作成されません。チャンネル・トレースでのピンチは、

捕捉タイムベースとすべてのトレースのスケールを変更します。これをしたくない場合は

別のズーム・トレースを作成してください。 



MAUI の操作 

37 

最後に、ズーム演算を作成できます。この方法は、新しい Zn トレースではなく、新しい Fn トレース

を作成しますが、同じ方法で再スケーリングすることが出来ます。これは、あなたの機器で Zn トレ

ース数の上限よりも多くのズームを作成する方法です。  

ズーム・スケールの調整 

ズームは計算されたスケールで表示するため、水平ズームの増減ステップは信号タイムベースとは異

なります。これによりフロントパネルのノブを使用し、またはズーム・スケールの調整に従って、

（設定値が演算やメモリ・トレースによって共用される）タイムベースに影響を与えずに自由なズー

ム比に調整することが出来ます。 

ズームを閉じる 

新しいズームはデフォルトで表示オンになります。もしディスプレイが煩雑になりすぎる場合には特

定のズームを閉じることが出来ます。その際ズーム設定は Zn スロットに保存され、必要に応じて再

度表示オンしたときに反映されます。 

ズームを閉じるには、ズーム・ディスクリプタ・ボックスの上でマウスを右クリック (白い円が表示さ

れるまでタッチ＆ホールド)し、ショートカット・メニューから Off を選択します。 

マルチズーム 

マルチズームは、グループに選択した波形だけで時間同期したズーム・トレースを作成します。ズー

ムは各波形 X 軸の同じ場所を示します。そして垂直軸スケールは別々です。波形をスクロールする

と、すべてのズームが一斉にスクロールします。 

マルチズームの設定 

1. メニューバーから Math>Zoom Setup を選択しズーム設定ダイアログを開きます。MultiZoom タ

ブあるいは、MultiZoom Setup ボタンをタップします。 

2. MultiZoom 設定ダイアログで On をチェックします。 

3. マルチズームのグループに含める全てのトレースを選択します  

 

波形のスクロール 

Auto-Scroll コントロールは、MultiZoom 設定ダイアログの右側に表示されます。これらは AV 機器のコ

ントロールと同様に機能し、捕捉の最初から最後まで選択したすべてのズーム・トレースを時間同期

したまま連続的にスクロール出来ます。 
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Print/Screen キャプチャ 

フロントパネルの User ボタンは、”print to file”したり、タッチスクリーンのイメージをキャプチャ

して、Screen Image Preference に従って出力したりするようにユーザ設定する事ができます。ユー

ザ・ボタンの設定を参照してください。 

File>Save>Screen Image を選択し、設定ダイアログの右側にある SaveNow ボタンをタッチするこ

とで、タッチスクリーンを使用してスクリーン・キャプチャを生成することも出来ます。ファイル

は、最新のスクリーン・イメージ設定で保存されます。  

File>Print Setup を選択し、ファイルに印刷するように File を選択、Screen Image Preferences でファ

イルフォーマットと命名規則を選択すると、スクリーン・キャプチャ・ツールとして Print 機能を使

用出来ます。一度設定すれば、あとは Print を実行するだけです。 

File>Print およびプリント設定ダイアログの右にある Printer アイコンで、プリント設定に従っ

てプリントが実行されます。 

Print 機能は、従来のハードコピー・プリント、スクリーンを Windows のクリップボードにコピー、

あるいは自動的にイメージ・ファイルを電子メール送付、に設定することが出来ます。  
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捕捉 
捕捉設定には、画面上の表示トレースおよび後での処理と分析のために保存できる捕捉レコードを生

成する為に必要な全てが含まれます。 

 入力信号を表示する垂直軸スケール、および信号に影響を与えるプローブの特性  

 時間を表す水平軸スケール、および捕捉サンプリング・モードおよびサンプリング速度  

 捕捉トリガ方法。 

オプションの捕捉設定には、帯域幅フィルタとプリプロセス、垂直オフセットおよび水平トリガ遅延

が含まれ、これらはすべて波形トレースの外観と位置に影響します。  

エリアシングやその他の波形歪みを避けるために、（ナイキスト定理により）入力信号の帯域幅の少

なくとも 2 倍のサンプルレートで取得することを推奨します。オシロスコープの帯域幅と同等の高速

信号の立ち上がり時間を充分にサンプリングするには、捕捉帯域幅の 10 倍のサンプリング速度が望

ましくなります。 

より高速な捕捉システムを備えている場合は、最適な結果を得るために帯域幅、Time/div、サンプリ

ング速度、アクティブ・チャンネル数を手動で調整する必要があります。ほとんどのテレダイン・レ

クロイ製オシロスコープには、サンプリング速度固定オプションがあり、捕捉メモリが足りなくなる

まで、その捕捉時間に必要なメモリは全て使用します。  

垂直軸 

垂直軸（あるいはチャンネル）設定は通常、電圧レベルと Y 軸に沿ったトレースを設定します。 

 

 

 

グリッドの垂直１目盛りで表示される電圧量、または垂直スケール（V/div）は、フロントパネルの垂

直軸ノブを使用すると最も素早く調整出来ます。Cn ディスクリプタ・ボックスには、現在の垂直スケ

ール設定が常に表示されます。 

各トレースの詳細設定は、Cn 設定ダイアログで行うことが出来ます。設定が完了すると、チャンネル

設定ダイアログを使用して、チャンネル・トレースを簡便にオン/オフまたは変更することが出来ま

す。 

チャンネル設定ダイアログ 

チャンネル設定ダイアログを使用して、すべてのアナログ入力チャンネルの基本的な垂直設定を素早

く行えます。チャンネル設定ダイアログにアクセスするには、メニューバーから Vertical>Channel 

Setup を選択します。 

チャンネル・トレースをオン/オフするには、チェックボックスを選択/解除します。 

トレース色を変更するには、カラー・ブロックをタッチし、ポップアップ・メニューから新しい色を

選択します。  

メモ: ミックスド・シグナル・オシロスコープの垂直軸メニューにはデジタル設定が選択

できますが、通常のチャンネルメニューとは全く異なります。デジタルの項目を参照して

ください。 
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他の垂直軸設定を変更するには、入力フィールドをタッチして新しい値を入力します。  

Copy Channel Setup をタッチして、コピー元とコピー先のチャンネルを選択します。  

 

 

 

Cn(チャンネル)設定ダイアログ 

完全な垂直軸設定は Cn 設定ダイアログで行います。アクセスするには、メニューバーから

Vertical>Channeln Setup を選択するか、チャンネル・ディスクリプタ・ボックスにタッチします。 

Cn 設定ダイアログには以下が含まれます： 

 垂直軸スケール設定、オフセット、カップリング、帯域幅制限およびプローブ減衰比  

 単位/リスケ―ル設定 

 ノイズ・フィルタや補間などのプリプロセス設定 

もしテレダイン・レクロイ製プローブが接続されている場合は Cn 設定ダイアログの右にプローブ設

定ダイアログが現れます。 

垂直軸設定 

Trace On チェックボックスはチャンネル・トレースの表示/非表示の切り替えをします。 

Vertical Scale は、選択した垂直軸の単位（デフォルトでは V）におけるゲイン（感度）を設定しま

す。Variable Gain にチェックするとスケールが微調整となり、チェックしなければ 1,2,5,10 の固定

ステップでスケールが切り替わります。 

Offset は、入力チャンネルによって捕捉された信号に指定された DC オフセット値を印加します。こ

れは、信号の垂直高さ（ゲイン）を最大にしながらグリッド上に信号を表示するのに役立ちます。負

の値のオフセットは、取得した信号から DC 電圧値を“減算”し、グリッド上のトレースを下に移動

します。正の値は反対になります。Zero Offset をタッチするとゼロに戻ります。 

様々な Bandwidth フィルタが用意されています。帯域幅を制限するには、このフィールドからフィ

ルタを選択します。 

Coupling は DC50Ω、DC1M、AC1M または GROUND に設定が可能です。 

 

 

 

 

 

  

ヒント：OneTouch MAUI 対応機器では、ソース・チャンネルのディスクリプタ・ボックス

をターゲット・チャンネルのディスクリプタ・ボックスにドラッグするだけでひとつのチ

ャンネルから他方に設定をコピーすることができます。  

注意：最大入力電圧は、使用する入力に依存します。リミット値は機器の本体に表示され

ます。電圧がこのリミットを超えると、入力カップリングは自動的に  GROUND に切り替

わります。その後、カップリングを以前の状態に手動でリセットする必要があります。こ

の機器はこの保護機能を備えていますが、極端な電圧が印加されると損傷が発生する可能

性があります。 
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プローブ減衰比 

サードパーティ製プローブ使用時には Cn 設定ダイアログで Probe Attenuation と Deskew 値を手動で

入力します。この機器ではサードパーティ製プローブの場合はこれらのフィールドが表示されます。  

テレダイン・レクロイ製プローブをチャンネル入力に接続すると、Attenuation 欄はプローブ設定ダイ

アログへのアクセスボタンに変わり、Cn タブの右にタブが追加されます。プローブ設定ダイアログで

減衰量を入力します。 

リスケール設定 

リスケール設定は、リスケール演算（y=ax+b、ここで x は元の値、a は単位/V、b は付加定数）と全く

同じ機能を提供し、個別の演算トレースではなく、チャンネル・トレースに直接適用できます。  

1 ボルトに相当する単位の数を Units/V 欄に入力し、加算定数を Add で入力します。 

垂直単位はボルト(V)からアンペア(A)またはその他の計測単位に変更することができます。これは

（自動認識されない）サードパーティ製電流プローブを使用している場合または電流センサ/抵抗を

プロービングしている場合に便利です。 

プリプロセス設定 

プリプロセス機能は捕捉信号に対して、画面表示、演算および計測前に処理を行います。  

アベレージ 

Average は、継続的なソース波形の連続平均すなわち非均等重み付けによる繰り返し加算を実行しま

す。これは、時間や振幅が非常にゆっくりとドリフトする信号上のノイズを低減するのに特に有用で

す。 

最も新しく取得した波形の重みは、以前に取得したものよりも大きくなります：連続平均は、最も新

しく取得した波形の統計的変動が最も影響します。連続平均における古い波形の重みは、重みが増加

するにつれて減少する割合で徐々にゼロになります（指数関数的に減衰）アベレージは>500Mpts 捕

捉の場合は無効になります。 

補間/拡張サンプリング速度 

Interpolate は波形に(Sinx)/x 補間を適用します。None あるいは Linear を選択すると直線補間となりま

す。この場合、サンプル点間を直線で繋ぎ、方形波などの直線的なエッジを持つ波形の再現に最適で

す。（Sinx）/x 補間は、特に、サンプリング速度がシステム帯域幅の 3〜5 倍であるときに、湾曲した

波形または不規則な波形を再構成するのに適しています。2 またはそれ以上のポイントのアップサン

プリング係数を選択します。補間は>500Mpts 捕捉の場合は無効になります。 

 

 

 

デスキュー 

Deskew は、異なるプローブまたはケーブル長によって引き起こされる伝搬遅延を補償するために、

入力された量だけ水平時間オフセットを調整します。有効な範囲は、現在のタイムベース設定に依存

します。Deskew プリプロセス設定と Deskew 演算は同じ動作を実行します。 

  

メモ：10 点の Sinx/x 補間は、IEEE 488.2 リモート制御または COM オートメーションを介し

てコマンドを送信することで設定できます。 
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ERes/ノイズ・フィルタ 

Noise Filter は、分解能向上（Enhanced Resolution : ERes）フィルタを適用して垂直分解能を上げ、近

接した電圧レベルを区別することが出来ます。トレードオフは帯域幅の低下です。ERes 機能は、単純

な移動平均フィルタで信号を平滑化するのと似ています。これは、シングルショット捕捉、データレ

コードがゆっくりと繰り返される（そして Average を使用できない）場合や、信号にノイズが目立っ

ているがノイズ測定は不要な場合にノイズを減らすのに最適です。例えば、高精度の電圧測定や高い

垂直ゲインでのズームを行う場合にも使用出来ます。ERes は>500Mpts 捕捉の場合は無効になりま

す。 

反転 

Invert は信号の見かけの極性を変更します。正の値を同じ絶対値の負の値に入れ替え、その逆も同様

に行います。その結果波形は上下“ひっくり返し“に見えます。  

ケーブル・ディエンベッド 

Cable De-embedding を使用すると、測定に使用するケーブルの効果を差し引きます。チェックボッ

クスを選択し、表示される Cable De-embedding 設定ダイアログで減衰定数やケーブルの特性(ケーブル

の製造元によって提供される)を入力します。ケーブルのディエンベッドを参照してください。 
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プローブ設定ダイアログ 

Cn 設定ダイアログのすぐ右のプローブ設定ダイアログにプローブの属性が表示され、（プローブタイ

プに応じて）タッチスクリーンから AutoZero またはプローブのデガウスを操作出来ます。プローブモ

デルによっては他の設定も表示されることがあります。  

 

Power On は、オシロスコープ・インタフェースを通じてアクティブ・プローブの電源供給を開始し

ます。 

LED Active は、もしプローブがこの機能に対応している場合、AutoColor ID をオンにします。プロー

ブ・ボディの LED はプローブが接続されているチャンネルの色で点灯します。  

Auto Zero は、アクティブ・プローブのアンプにおいて熱の影響から自然に発生する DC オフセット

ドリフトを補正します。テレダイン・レクロイ製プローブには、自動ゼロ調整機能が組み込まれてお

り、測定精度を向上させるためにプローブのアンプ出力から DC オフセットを除去します。 

デガウス操作はいくつかのタイプのプローブ（例えば電流プローブ）で有効になります。デガウスは

外部磁場または過大入力によって引き起こされたプローブコアの残留磁化を消磁します。計測の前に

は毎回デガウスを実施することを推奨します。 

WaveLink プローブのいずれかを使用している場合、Tip select 欄をタッチして適切なお使いの先端チ

ップ/リードを指定します。 

 

 

オシロスコープがファームウェア 8.5.1.1 以降で動作している場合、HVD3000 プローブはオシロスコ

ープの V/div 設定および Voltage Range の選択に関連して減衰比を設定します： 

 Auto は V/div 設定が>7V/div の場合に減衰比を自動的に上げ（HVD3106 の場合）、6.9V/div の場

合は下げます。結果的に、プローブは入力波形を適切にみることのできる減衰比に自動的に

調整されます。 

 Lock to High は減衰比設定を V/div 設定にかかわらず最高減衰比に固定します。高減衰比を維

持する事で、大きな電圧波形に重畳した小信号を正確に計測できるようになります。  

  

注意：AutoZero またはデガウスを実行する時はプローブを被測定回路から取り外します。  

メモ：アンプと先端チップの組み合わせで工場校正時の周波数応答が得られるので、この

欄の指定は大切です。この指定をし忘れると、不正確な測定となる可能性があります。  
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ケーブル・ディエンベッド 

測定に使用するケーブルの損失は測定される信号の精度を低下させます(例えば、信号振幅や立ち上が

り時間)。同様に ISI(シンボル間干渉)を増加させます。これらケーブルの影響は測定結果を大幅に変え

てしまい、マスク・テスト抵触を引き起こす可能性もあります。 

ケーブルのディエンベッドは測定に使用しているケーブルの特性(通常ケーブルのデータシートに記載

されています)を指定することで、ケーブルの影響を差し引いた状態で信号の解析を行うことが出来ま

す。補正された信号は実際に何が送信されたかをより正確に再現します。  

ケーブルのディエンベッド・オプションが入っており、チャンネル設定ダイアログのプリプロセス設

定欄で選択されている場合、伝送路として使用されているケーブル特性入力の為の Cable De-

Embedding 設定ダイアログが表示されます。 

1. メニューバーから Vertical>Channel# Setup...を選択します。 

2. Cn 設定ダイアログで、Cable De-Embedding にチェックをすると、ケーブルディエンベット

タブが表示されます。 

3. Cable De-Embedding 設定ダイアログで、Cable Specified by をタッチし、以下のいずれかを選

択します： 

 Attenuation Constants. Cable A1 と Cable A2 でケーブル損失モデルの定数を入力しま

す。 

 Attenuation Table. 周波数と減衰値の最初のセットを入力します。必要に応じて行を追

加するのに Add をタップします。 

 

 

4. Delay Specified by をタッチし、Propagation Velocity、Nominal Delay、Dielectric Constant.から

選択します。同じ名前のフィールドに値を入力します。  

5. Cable Length をインチで入力します。 

6. Apply をクリックすると、そのチャンネルの信号に対してケーブル・ディエンベッドが開始

されます。 

ヒント：テーブルの行を編集するには、行を選択し、値を変更、Change をタッチしま

す。行を削除するには、行を選択し、Delete をタップします。 



捕捉 

45 

7. 将来使用するために、このケーブル設定を保存するには、ファイル名 [DefaultCable] をタッ

チしファイル名を入力します。 

 

デジタル(ミックスド・シグナル) 

もしオシロスコープにミックスド・シグナル・デバイスが接続されている場合、垂直軸メニューにデ

ジタル入力設定が追加されます。デジタルバスに対応する Digital1 から Digitaln までの使用可能なデジ

タル・グループに対する設定ダイアログがあります。それぞれのデジタル・グループにどのラインを

含めるか、それらの名称、およびどの様に表示するかを選択します。  
 

デジタル・トレース 

デジタル・グループが 有効の場合、デジタル・ライン・トレースは、閾値に対してどのラインが

High、Low、または遷移しているかを示します。また、グループ内のすべてのラインを Hex 値に縮小

するデジタル・バス・トレースを表示することも出来ます。  

４つのデジタル・ラインが垂直ポジション+4.0（グリッド上端）、グループ高さ 4.0division で表示され

ている例入力方法によって、高さはグループ全体またはライン毎に定義されます。  
 

アクティビティ・インジケータ 

アクティビティ・インジケータは、デジタルのリードセットを使用する場合に、Digitaln 設定ダイア

ログ ボックスの下部に表示されます。それらは、ロジック閾値と比較してどのラインがハイ（上向

き矢印）、ロー（下向き矢印）、またはトグル（上下矢印）かを示し、どのラインが仮面に表示したい

ラインかが簡単に分かります。 
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デジタル・リードセットを使用してデジタル設定 

デジタル・リードセットは、最大 16 ラインのデジタルデータを入力することが出来ます。物理的ラ

インは、バスに対応した異なるロジック・グループ Digitaln に事前に構成して、グループごとに適切

な名前をつけておくことができます。各ラインの遷移は、異なる表示で見ることができます。  

デジタル・リードセットには、別々の閾値とヒステリシス設定が出来る 2 つのデジタル・バンクがあ

り、異なる規格のロジック・バスを同時に表示することができます。  

はじめは、ロジック・ラインはそれらに対応する物理的なリードと同じ番号になっています。しか

し、どのラインの番号もデジタル設定ダイアログで再割り当て可能です。  

 

リードセットの着脱 

デジタル・リードセットは機器前面のミックスド・シグナル・インタフェースに接続します。  

リードセットを接続するには、フロントパネル下側のミックスド・シグナル・インタフェースにコネ

クタをカチッと音がするまで押し込みます。 

リードセットを取り外すには、コネクタ両側面のボタンを押しながら引き抜きます。  

 

各フライングリードには信号端子とグランド端子があります。プロービングの必要に応じて、さまざ

まなグランド・エクステンダとフライング・グランドリードが用意されています。  

最適な信号品位を得るには、計測に使用される各入力のフライングリード先端にグランドを接続しま

す。グランドの接続を行うには、付属のグランド・エクステンダまたはグランド・フライングリード

のいずれかを使用してください。 
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デジタル・グループの設定 

デジタル・グループを設定するには： 

1. デジタル入力を被測定デバイスおよび機器に接続します。  

2. メニューバーから Vertical>Digitaln Setup を選択します。 

 

3. Digitaln 設定ダイアログで、グループを構成するすべての行のチェックボックスをオンにしま

す。右と左の矢印ボタンをタッチして、ラインを選択するときにデジタル・バンクを切り替

えます。 

 

 

 

4. View Group をチェックし表示を開始します。 

5. Digitaln 設定ダイアログの設定が終了したら、Logic Setup を開き、各デジタル・バンクに適

用する Logic Family を以下から選択するか、User Defined を選択しカスタムの閾値を設定し

ます。 

 

  

メモ：各グループはどのデジタル・バンクでも、ひとつから全てのリードまででも、どの

ような構成でも可能です。一部またはすべての行が他のグループに含まれていても構いま

せん。 
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デジタル表示の設定 

各デジタル・グループに対し、スクリーン上に表示するデジタル・トレースの位置と表示タイプを選

択します。 

1. Display Mode を選択します： 

 Lines(デフォルト)は、グループ内のすべてのデジタル・ラインの High、Low、および遷移

点（スレッショルドに関連する）を示す時間相関トレースを表示します。各ラインのサイ

ズと配置は、ライン数、垂直位置とグループ高さの設定に依存します。  

 Bus はグループ内のラインを Hex 値に縮小します。両方(Lines&Bus)が選択されている場合

は、すべてのライン・トレースのすぐ下に表示されます。  

 Line&Bus 表示はデジタル・トレースを両方のタイプで表示します。 

2. Vertical Position では、表示が始まるグリッドのゼロラインを基準にした分割数（正または

負）を入力します。最初のトレースの上端がこの位置に表示されます。  

3. Group Height では、デジタル波形の表示全体が占めるグリッドの縦 division 数を入力しま

す。選択されたすべてのトレース（ラインとバス）がこのサイズのスペースに表示されま

す。個々のトレースは、使用可能な division 数に合わせてサイズ変更されます。 

デジタル・トレースを非表示にするには、Digitaln 設定ダイアログで Group ボックスのチェックを外

します。 

 

 

 

  

ヒント：有効なグループ毎にグリッドを開けるので、１つまたは２つのグループを同時に

有効化する事で多くのラインそれぞれに使用できる画面スペースを最大化する事が出来ま

す。設定ダイアログを閉じることで使用可能な画面スペースを増やすことも出来ます。  
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デジタル・ラインの名称変更 

各ラインの名前に使用されるラベルを変更してユーザ・インタフェースをより直感的に分かり易くで

きます。 

1. Label をタッチし、以下から選択します： 

 Data－デフォルト値、各ライン番号に”D.”を追加します 

 Address－各ライン番号に”A.”を追加します 

 Custom－ユーザ自身でライン毎に名前をつけます 

2. カスタムラベルを使用する場合： 

 対応するラインのチェックボックス下のライン番号フィールドをタッチします。必要に応

じ左右矢印ボタンを押してバンクを切り換えます。 

 バーチャルキーボードを使い名前を入力し、OK を押します。 

また、ラベルはライン間で“スワップ”することが出来ます。この手順は、実際のリード番号がその

入力に割り当てる論理行番号と異なる場合に役立ちます。リードの再接続やグループの再構成にかか

る時間を節約出来ます。 

 

1. Data または Address のラベルを選択します。 

2. 対応するラインのチェックボックス下のライン番号フィールドをタッチします。必要に応じ

左右矢印ボタンを押してバンクを切り換えます。 

3. ポップアップ・メニューから、ラベルをスワップしたいラインを選択します。  

  

例：グループはライン 0〜4 に対して設定されていますが、リード  5 は誤ったプロービングポイ

ントに接続されています。ライン 5 をライン 4 と“スワップ”することで、物理的設定または論

理的設定のいずれかを変更する必要はありません。 
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タイムベース 

時間軸(水平軸)設定は、X 軸に沿ってトレースを操作します。タイムベースはすべてのチャンネルで

共有されます。 

グリッドの各水平 division で表される時間、Time/div は、フロントパネルの水平軸ノブを使用して調

整するのが最も簡便です。タイムベースの全ての設定は、タイムベース設定ダイアログで行います。

メニューバーから Timebase>Horizontal Setup を選択するか、タイムベース・ディスクリプタ・ボ

ックスをタッチしてアクセスします。 

タイムベースの設定 

タイムベース設定ダイアログを使用して、サンプリング・モード、メモリ、アクティブ・チャンネル

数を選択します。また、フロントパネルからではなく、ここからも Time/div と Horizontal Delay を変更

することが出来ます。クロック・ソースに関連するダイアログがあります。  

 

サンプリング・モード 

Sampling Mode は機器が入力信号をどうやってサンプリングし、画面上に描画するかを決定しま

す。 

タイムベース・モード 

Time/div はグリッドの水平 1division で表される時間です。タイムベース設定ダイアログの上/下矢印

ボタンをタッチするか、フロントパネルの水平軸ノブを回してこの値を調整します。捕捉レコード全

体の長さは、Time/div の 10 倍です。 

Delay は、グリッド上に表示するトリガ・イベントに関連した時間量です。Delay 値を増減させる

と、トレースを左右に移動させる効果があります。これにより、トリガ・イベントの前後に関心のあ

る時間/イベントを分離して表示することが出来ます。 

 プリ・トリガ遅延は、負の値で入力し、リアルタイム・サンプリング・モードのときに時刻 0

に発生するトリガ・イベントの前の捕捉時間を表示します。プリ・トリガ遅延は、機器の最

大サンプルレコード長まで設定出来ます；これが実際にどのくらい長さになるかは、タイム

ベースによって決まります。最大プリ・トリガ遅延では、トリガの位置はグリッドから外れ

ており（右下隅の矢印で示されます）、表示されているものはすべてトリガ前の時間の

10division です。 

 ポスト・トリガ遅延は、正の値で入力し、トリガ・イベント後の時間を表示します。ポス

ト・トリガ遅延は、プリ・トリガ遅延よりもはるかに長い捕捉時間をカバーすることが出

来、トリガ・イベント後の 10,000 ディビジョンに相当します。(時間軸が遅い場合およびロー

ルモードでは制約があります）最大ポスト・トリガ遅延では、トリガ・ポイントは表示され

ているグリッドの最も左側の時間外にあります。 

Set to Zero は遅延値をゼロに戻します。 
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サンプリング速度 

これらの操作は、リアルタイム・モードでの機器のサンプリング方法を指定します。  

Maximum Sample Points は、Set Maximum Memory を選択したときの 1 回の捕捉で取得されるサン

プル数です。Fixed Sampling Rate を選択している場合はここには Sampling Rate、1 秒あたりに取得

されるサンプ 

ル数が表示されます。 

Set Maximum Memory は MAUI オシロスコープのデフォルト設定です。プリ・トリガまたはポス

ト・トリガ遅延の値と Time/div の量を考慮して、サンプル数の最大値を取るようにサンプリング速度

が自動的に調整されます。これにより、リアルタイム・モードでの高速タイムベースのサンプリング

速度が最適化されます。 

Fixed Sampling Rate は、Sampling Rate のフィールドをアクティブにして、手動でサンプリング速度

を設定します。サンプリング速度を下げると連動して Time/div を大きく、遅延を長くすることが出来

ます。 

アクティブチャネル(デュアルチャンネル捕捉) 

アクティブチャネル設定では、左端のチャンネルのペア(C1、C2)、および右端のチャネルのペア(C3, 

C4)を最大サンプリング速度と波形メモリを持つ 2 つのチャネルに結合することができます。 

4ch モードでは、全てのチャネルは、デフォルト・サンプリング速度でアクティブのままとなりま

す。 

チャンネルを統合するには、Active Channels の下の 2 または Auto を選択します。 

 2 チャンネルモードは C1 および C4 の波形捕捉をオフにしますが、その場合でもトリガ入力と

しては使用できます。C2 および C3 は倍のサンプリング速度と波形メモリで捕捉を行います。  

 Auto モードではオシロスコープはそれぞれのチャンネルペアの動作状態において最大のサン

プリング速度と波形メモリを割り振ります。C1 と C2 と C3 と C4 のペアのそれぞれで 1 つだけ

のチャネルが有効になっている場合、最大サンプリング速度が使用されます。どちらかのペ

アの両方を ON にすると 4Active Channels を選択するのと同じです。 

 

最大サンプリングレートについては製品のデータシートの捕捉システムの欄をご覧ください。  

 

 

 

 

 

  

例：Auto モードでは、C2 と違って C3 と C4 は異なるチャンネルペアに属するので、C1 は C3

または C4 あるいは両方と同時に高いサンプリング速度、波形メモリで使用することが出来ま

す。しかし C1 はサンプリング速度の低下なしに C2 と同時に使用することは出来ません。C3 も

C4 との併用に関しては同様の制約があります。 

メモ：WavePro HD オシロスコープにおいて、タイムベース・モード欄は実際のサンプリン

グ速度と各チャンネルが動作している波形メモリを表示します。一方で、タイムベース・

ディスクリプタは、タイムベースの選択を元に全ての中で可能となる最大のサンプリング

速度値を表示します。Auto Active Channel での可能な組み合わせにより、別のチャンネル

は異なるサンプリング速度で動作することがあり得ます。チャンネル・ディスクリプタ・

ボックスは各チャンネルの機能、有効か無効か、あるいはトリガのみに使用可などを示し

ます。 
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ナビゲーション・リファレンス 

ナビゲーション・リファレンス設定は、設定ダイアログやフロントパネル・ノブ、あるいはピンチ・

ズーム・ジェスチャを使用してトレース水平軸スケール(Time/div)を調整したときのオシロスコープの

動作を制御します。 

Centered(50%)では現在中央(50%)グリッドライン位置の時間が何であってもその位置に留めたまま時

間軸スケールを変更します。他のイベントは中央の値に応じて Time/div を変更すると移動します。こ

の設定では、トリガ・ポイントはスケールを変更すると移動してグリッドからはみ出してしまう可能

性があります。 

Lock to Trigger はトリガ・ポイントを中心に水平軸スケールを変更します。他のイベントはトリガ

を基準にして動きますが、トリガ点の位置は Time/div を変えても動きません。もしトリガ遅延が現在

ゼロに設定されている場合は、Centered に設定した場合と同じ挙動になります。しかし遅延を設定し

て画面上のトリガ位置を中心からずらしている場合は違う動きとなります。  

長い捕捉の操作を参照してください。 

サンプリング・モード 

サンプリング・モードは機器が入力信号をどうやってサンプリングし、画面上に描画するかを決定し

ます。 

リアルタイム・サンプリング・モード 

リアルタイム・サンプリング・モードは、一定の時間間隔で入力信号をサンプリングした一連のデジ

タル化された電圧値列です。これらのサンプルは、単一のトリガ・イベントに関連する一連の測定デ

ータ値として表示されます。デフォルト（遅延なし）では、グリッド上でトリガ・イベントがグリッ

ド上の時間 0 になるように波形が配置されます。サンプリング速度、メモリ、および時間の関係は、

次のように表されます： 

捕捉時間=1／サンプリング速度×メモリ 

捕捉時間／10=Time/div 

通常、高速なタイムベース設定では、リアルタイム・モードにおいて最大サンプリング速度が使用さ

れます。より遅いタイムベース設定の場合、データ・ポイントの最大数が常に維持されるようにサン

プリング速度は低下します。 

シーケンス・サンプリング・モード 

シーケンス・モードのサンプリングでは、完成した波形は複数の固定サイズのセグメントで構成され

ています。機器は Timebase Sequence 設定を使用して各セグメントのキャプチャ時間を決定します。

所望数のセグメント、最大セグメント長、および総使用可能メモリを使用して、サンプルまたはセグ

メントの実際の数、および時間またはポイント数が決定されます。  

シーケンス・モードは、多数の高速パルスを非常に短時間に連続して捕捉する場合や、長い間隔をお

いて少数のイベントしか捕捉しない場合に理想的です。機器はイベント間のアイドル期間を無視しな

がら、長い時間間隔で発生する短いイベント・シーケンスをキャプチャ出来ます。  

タイムベースの完全な精度で、選択したセグメントに計測パラメータを適用することが出来ます。 
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シーケンス・モード設定 

シーケンス設定ダイアログは、シーケンス・モードのサンプリングが選択されている場合にのみ表示

されます。捕捉する固定サイズのセグメントの数を定義するために使用します。  

1. メニューバーから、Timebase>Horizontal Setup…を選択し、次に Sequence Sampling 

Mode を選択。 

2. Sequence タブの Acquisition Settings の欄で、捕捉数：Number of Segments を入力。 

 

 

 

3. 一定時間経過しても有効なトリガ・イベントがなかった場合に捕捉を止めるには、Enable 

Timeout チェックボックスをチェックして Timeout 値を指定します。 

 

 

 

4. Display mode をタッチし、ポップアップ・メニューからシーケンス・ディスプレイ・モード

を選択します。 

 

5. フロントパネルのトリガボタンを押すと捕捉がはじまります。 

フロントパネルの STOP ボタンを押すと、いつでも捕捉を中断できます。この場合、既に捕

捉されたセグメントはメモリに保持されます。 

 

 

 

 

  

メモ: 表示されるセグメントの数は、捕捉された総数よりも少なくなる可能性があ

ります。 

メモ: オプションで Timeout を設定すると妥当な時間内に捕捉が完了し、捕捉を手

動で停止することなく制御がオペレータ/コントローラに返されるため、特にリモー

トコントロール・アプリケーションの場合には便利です。  
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シーケンスのセグメントを見る 

シーケンス・サンプリング・モード使用時、フロントパネルの Zoom ボタンを使って個々のセグメン

トを簡単に見ることができます。チャネル・トレースの新しいズームは、セグメント 1 にデフォルト

設定されます。 

Zn 設定ダイアログで表示する最初のセグメント番号(First)と合計セグメント数(Num)を変更すること

で他のセグメントを見ることができます。ダイアログを表示するには Zn ディスクリプタ・ボックス

をタッチします。 

 

 

 

チャンネル・ディスクリプタ・ボックスには、シーケンス・モードで捕捉されたセグメントの総数が

表示されます。ズーム・ディスクリプタ・ボックにはズームしている最初のセグメント番号および合

計セグメント数が表示されます。他のすべてのズーム・トレースと同様に、ズームされたセグメント

はソース・トレース上で強調表示されます。 

各セグメントのタイムスタンプを表示するには： 

1. シーケンス設定ダイアログから、Show Sequence Trigger Times を選択します。 

または 

メニューバーから、Timebase>Acquisition Status を選択し、Trigger Time タブを開きま

す。 

2. Show Status For 欄で、Time を選択します。 

3. First Selected をタッチし、表示開始セグメントを指定します。 

4. Number of Selected をタッチし、表示セグメント数を入力します。 

  

ヒント：Num の値を 1 に設定し、フロントパネルの Adjust ノブを使って First 値を切り換

えることで各セグメントを順番にスクロールすることが出来ます。  
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クロック・ソース設定 

REF In 入力を介して印加される外部基準クロックは、機器の内部タイムベースを外部周波数ソース

と同期させるために使用されます。これにより、複数の計測器でタイムベースを共通ソースに同期す

ることが出来ます。 

 

基準クロック 

デフォルト設定では機器内部(Internal)の 10MHz クロックを使用します。外部基準クロックを使用す

るには： 

1. クロック・ソースを基準クロック入力に BNC ケーブルを使って接続します。 

2. メニューバーから Timebase>Horizontal Setup へ行き、Real-Time Sampling Mode を選択

します。 

3. Clock Source タブの Reference Clock で External を選択します。 

クロック周波数 

外部クロックに使用可能な信号タイプ、周波数範囲、およびレベルは、モデルによって異なります。

teledynelecroy.com の製品仕様を参照してください。 

  

file:///C:/Users/Wataru.Itoh/WORK/1_資料翻訳/1_仕掛中/WP-HD/マニュアル/OP/teledynelecroy.com
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長い捕捉の操作 

> 500Mpts の長さの捕捉の場合には、計測パラメータと演算の計算は中心の 500Mpts の捕捉部分—「解

析ゾーン」に対してのみ行われます。この領域は、ソース・チャンネル・トレースの上に、その領域

外（解析されない領域）の部分にグレーの網掛け表示をして示されます。解析したい部分をその解析

ゾーンに配置するためにトレース位置を変更する必要がある場合があります。また、捕捉の最も重要

な部分のみを解析する事で、複雑な解析を完了するのに要する時間を短縮したい場合もあるかもしれ

ません。これはタイムベース操作および/またはズームで簡単に行うことができます。 

水平軸遅延を使ったナビゲーション 

捕捉を止めた後、解析したいトレース部分が解析ゾーンに入るまで水平軸遅延ノブを回します。  

 

 

ソース・トレース上の網掛け表示は、ロング捕捉中の解析ゾーン境界を示します。  

両端が切り取られた演算トレースは解析ゾーンの範囲を示しています。  

演算トレースは遅延を加えることで解析ゾーンの位置がシフトしていることを示しています。  

 

 

 

  

ヒント：パン/スワイプは、遅延を追加し、トレースを解析ゾーン内に配置するための優れ

た方法です。 

メモ: 次の捕捉では、捕捉停止中のタイムベースの変更が反映されます。もし以前の捕捉

設定を保持したい場合は、波形を動かす前に設定を内部メモリに保存して、捕捉を再開す

る前にそれを呼び出してください。 
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ズームを使ったナビゲーション 

捕捉を停止し、その後解析したいトレース部分のズームを作成します。チャンネル・トレースではな

く、そのズームに対して演算や計測パラメータを適用します。 

ズームに対して適用された演算は、全体に対して（最大 500Mpts)計算されます。ソース・トレースの

ハイライト部分は解析しているズームされたエリアを示しています。 
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ナビゲーション・リファレンス 

ナビゲーション・リファレンスの変更をすると、Time/div の変更をしたときに異なる領域をグリッド

中心に残すように選択することができ、解析のための捕捉トレースの再配置がしやすくなります：  

Centered(50%)では現在中央(50%)グリッドライン位置の時間が何であってもその位置に留めたまま時

間軸スケールを変更します。他のイベントは中央の値に応じて Time/div を変更すると移動します。こ

の設定では、トリガ・ポイントはスケールを変更すると移動してグリッドからはみ出してしまう可能

性があります。 

2ms/div で-6.5ms の遅延でトリガ点をグリッド中心の左にシフトしている例  

ナビゲーション・リファレンスを Centered(50%)に設定し、タイムベース設定を 1ms/div に変更。この

設定によりどの様にしてトリガ・イベントが時間を「拡大」したときにグリッドの外に飛び出してし

まうか、それでもトレースの中心は同じ場所に留まっていることに注意してください。  

Lock to Trigger に設定した場合は、トリガ・ポイントの画面上の位置を変えずにスケールが変わりま

す。他のイベントはトリガを基準にして動きますが、トリガ点の位置は Time/div を変えても動きませ

ん。もしトリガ遅延が現在ゼロに設定されている場合は、Centered に設定した場合と同じ挙動になり

ます。しかし遅延を設定して画面上のトリガ位置を中心からずらしている場合は違う動きとなりま

す。 

ここでタイムベースを 1ms/div に変こすると、トリガ・イベントは現在の位置のまま留まります。し

かし、トレースの他の部分は拡大すると右にずれて行きます。各水平軸 division の軸スケール値は、

同じ 1ms/div ではあるものの Centered の場合と異なります。 
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トリガ 

トリガは、デジタル化された情報がグリッド上に表示されるイベントを定義します。  

エッジ電圧、パルス幅、High/Low ステートなど、様々なトリガ・タイプがトリガ・ソース波形内の異

なるイベントを選択するために使用されます。これらは単一チャンネルのイベントまたは複数チャン

ネルにわたる複雑なイベント・パターンです。ミックスド・シグナル機能を備えた機器では、外部ト

リガ入力やデジタル・ラインを含むアナログ・チャンネルのいずれかにより多くのトリガを設定出来

ます。 

タイプ指定の他に、トリガ・モードは、トリガ・イベントを検知したときの機器の動作を決定しま

す。シングル捕捉およびストップ、最後の捕捉のディスプレイへの保持、または連続的な捕捉の取得

と表示を行います。 

どちらの場合も、前回の捕捉が処理を完了すると、オシロスコープは再び捕捉準備ができて READY イ

ンジケータが点灯します。READY 中にトリガ回路がトリガ条件と一致する信号を検出すると、その一

致するイベントでオシロスコープがトリガし、TRIG'D インジケータが点灯します。 

プレ・トリガまたはポスト・トリガの Delay 値設定によって変更されない限り、トリガ・イベントは

グリッドの水平中央を時刻 0 として表示され、タイムベースの 5 つの division に等しい時間がその左

右に表示されます。 

遅延設定は捕捉「ウィンドウ」を画面上で左右にシフトし、波形の異なる部分を表示します。  

マルチステージ・トリガを含むエッジやパターン・トリガには、時間やイベント数によるホールド・

オフの追加条件があります。ホールド・オフは、最初の一致するイベントでトリガを起動し、ホール

ド・オフ・カウントを挿入し、その後のイベントでトリガします。多くの場合、特に繰り返し信号の

場合、最初にトリガしたイベントは“負の”捕捉時間でトリガの左側に見えます。 

トリガ・モード 

トリガ・モードは、機器が捕捉を行う頻度を決定します。これはアナログ・オシロスコープがどのよ

うにディスプレイを“スイープ”またはリフレッシュするかというのと同じです。トリガ・モード

は、トリガ・メニューまたはフロントパネルのトリガ・操作グループから設定出来ます。  

Single モードは、メニューバーから Trigger>Single を選択するか、フロントパネルの Single ボタン

を押します。オシロスコープはトリガ準備し、全てのトリガ条件（ホールドオフを含む）が満たされ

るとトリガします。その後トリガは停止し、新しい捕捉が行われるまで最後の捕捉を表示し続けま

す。オシロスコープは、手動で停止またはトリガされない限りトリガ準備状態を維持します。有効な

トリガが発生しない場合は、再度 Single ボタンを押すとトリガが強制され、捕捉が表示されます。  

Normal モードでは、前回の捕捉が完了した後トリガが自動的に再起動し、データが画面上で連続的

に更新される点を除き、シングルと同じ動作になります。  

Auto は、トリガ・イベントが事前設定されたタイムアウト時間内に発生しない場合、トリガが強制

されることを除いて、Normal モードと同じように動作します。 

他の 3 つのモードのいずれかを選択するまで、Stop は捕捉処理を停止します。トリガ準備完了状態

とホールド・オフのカウンタは、前回の捕捉以来まだトリガされていなくてもクリアされます。  

  



 WavePro HD オシロスコープ・オペレーターズ・マニュアル  

60 

トリガのタイプ 

Trigger Type はトリガ条件を設定します。特殊なマルチステージ・トリガでは、トリガ条件とトリガに

関連する別の（同じまたは異なる）条件を 1 組設定出来ます。トリガ・タイプがサブグループ

（Smart など）の一部である場合は、まずサブグループを選択してすべてのトリガ・オプションを表

示します。 

基本トリガ・タイプ 

Edge トリガは、波形の正または負のエッジが指定したレベルに達したときにトリガします。  

Width トリガは、指定した電圧レベルで計測した正または負のパルス幅を検知してトリガします。  

Pattern トリガは、選択された各入力に跨がる High および Low 電圧レベルのユーザ定義パターンでト

リガします。ミックスド・シグナル・オシロスコープでは、アナログ・チャンネルの電圧レベルに関

連したデジタル・ロジック・パターン、またはアナログ入力を省略した単なるデジタル・ロジック・

パターンです。同様に、オシロスコープにミックスド・シグナル機能がない場合はアナログ・チャン

ネルのみを使用してパターンを設定することが出来ます。  

TV トリガは標準(PAL, SECAM, NTSC, HDTV)またはカスタム・コンポジット・ビデオ信号の指定したラ

インでトリガします。 

Measurement トリガは、厳密にいえばトリガではありません。しかしながら、ポスト・プロセスの

計測パラメータの結果を元にして、トリガと同様に機器を停止し捕捉の表示を行うことが出来ます。  

Serial トリガは、ユーザ定義のシリアル・データ・イベントの発生でトリガします。このトリガ・タ

イプはプロトコル毎のシリアル・データ・トリガおよびデコード・オプションがインストールされて

いる時にだけ現れます。 

マルチステージ・タイプ 

マルチステージ・トリガは、2 つ以上の異なるイベント間の依存関係を設定します。いつくかの条件

でトリガ準備し、他の条件でトリガします。個々のイベントは、基本タイプ（エッジ、パルス幅、パ

ターンなど）とまったく同じように定義されます。  

Qualified は A イベントでトリガ準備し、その後 B イベントでトリガします。ノーマル・トリガ・モ

ードでは、B イベントの後に自動的にリセットされ、次の一致する A イベントに再びトリガ準備状態

になります。 

 

 

 

Smart トリガ 

Smart トリガを使用すると、レベル、スロープ、および極性の基本的な信号特性にブール論理条件を

適用して、いつトリガするかを決定出来ます。 

Glitch トリガは、指定された時間より短いか、または指定された時間範囲内のパルス幅を検出すると

トリガします。Window トリガは、電圧閾値によって定義されたウィンドウに信号が出入りするとき

にトリガします。 

Interval トリガは、同じ極性(正から正または負から負)の 2 つの連続するエッジが指定した時間（期

間）であればトリガします。インターバルトリガを使用して、指定した範囲を超えているか、または

不足しているエッジ間隔を取得出来ます。 

  

メモ: この機能はテレダイン・レクロイの以前の Qualify および State トリガと同じです

が、別のユーザ・インタフェースで表示されます。  
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Dropout は、信号の喪失が検出されたときにトリガされます。トリガは、最後のトリガ・ソース遷移

後の指定したタイムアウト期間の終わりに生成されます。これは主にプリ・トリガ遅延設定をしてシ

ングル取得で使用されます。 

Runt トリガはパルスが第 1 の閾値を横切った後、次に第 1 の閾値を横切る前に第 2 の閾値を越えな

い場合にトリガします。このトリガの他の定義条件は、エッジ（選択されたものとは反対のスロープ

上でトリガ）とラント幅です。 

SlewRate トリガは、パルスの立ち上がりまたは立ち下がりエッジが指定した上下のレベルを横切る

ときにトリガします。その際パルス・エッジは選択した時間幅よりも速いまたは遅い必要がありま

す。 

トリガ設定 

トリガ設定ダイアログを開くには、フロントパネル Trigger セクションの Setup ボタンを押すか、ト

リガ・ディスクリプタ・ボックスをタッチします。 

選択したトリガ・タイプ（エッジ・トリガのスロープなど）によって、様々なコントロールが表示さ

れます。選択後に表示される各種設定を完了してください。  

トリガ条件は、トリガ設定ダイアログの右端にあるプレビュー・ウィンドウで要約表示されます。選

択したトリガが必要なトリガを生成していることを確認するには、これを参照してください。  

 

ソース 

ほとんどのトリガでは、ソースはトリガ条件を検査するアナログ・チャンネルまたはデジタル・ライ

ンです。パターン・トリガは、複数のソース（アナログとデジタル信号のミックス等）を利用するこ

とができ、同様にマルチステージ・トリガは、トリガ準備およびトリガ・イベントに対して異なるソ

ースを使用することが出来ます。 

 

 

 

トリガ・カップリング 

アナログのトリガ入力に対しては、信号の結合タイプを指定します。  

 DC－全周波数成分がトリガ回路に結合されます。高周波バーストまたは AC 結合を使用すると

有効トリガレベルがシフトする場合に使用します。  

 AC－容量性結合 DC レベルは除去され、50Hz 未満の周波数は減衰します。 

 LFREJ－容量性ハイパス・フィルタ・ネットワークを介して結合されます。DC は除去され、

50kHz 未満の信号周波数は減衰されます。中〜高周波数信号を安定してトリガするために使用

します。 

 HFREJ－トリガ回路に DC 結合され、ローパス・フィルタ・ネットワークは 50kHz 以上の周波

数を減衰させます（低周波数でのトリガに使用します）。  

ヒント：OneTouch 対応機器の場合、ソースは目的のチャンネルのディスクリプタ・ボック

スをトリガ・ディスクリプタ・ボックスにドラッグすることで簡単に設定できます。トリ

ガ・カップリングとスロープ/極性は、そのチャンネルで最後に設定されたものが呼び出さ

れます。 
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スロープ／極性 

エッジなどのトリガでは、トリガ・イベントが発生する波形スロープ（立ち上がり/立ち下がり）を

選択するように求められます。 

他のパルス幅トリガ等では、同様な選択は極性（正または負）になります。 

レベル 

アナログ・トリガの場合、トリガ条件が発生する電圧レベルを入力します。Find Level ボタンを使用

してレベルを信号レベルの平均値に設定します。 

Window、SlewRate、Runt などのトリガ条件を定義するために複数の交差レベルを必要とするトリガ・

タイプには、Upper Level フィールドと Lower Level フィールドがあります。 

デジタル・パターン・トリガの場合、レベル設定はデジタル・グループに設定されているロジック・

ファミリによって決まります。これは、カスタム（ユーザ定義）閾値で指定することも出来ます。通

常これらの設定のための個別のタブがあります。 

ヒステリシス 

エッジ・トリガでは、Optimize for HF を選択出来ます。このボックスがチェックされていないと、

トリガ回路のヒステリシスが非常に高く設定され、低周波入力信号に乗る高周波ノイズによるトリガ

の不安定性を排除します。HF 信号の振幅は小さくなる傾向があるため、Optimize for HF 設定はヒステ

リシス値を減少させ、トリガをより敏感にします。これがトリガ動作に与える影響は、基本周波数で

はなく信号のスペクトラムとノイズの内容に依存しますので全体の効果を定量化することは困難で

す。 

条件設定（スマート・トリガ） 

スマート・トリガを使用するとどれでも、ブール論理を適用して、単純なレベルとスロープ/極性以

外のトリガ条件を絞り込むことが出来ます。 

Less Than、Less Than or Equal To、Greater Than などの演算子を満たす値は上限値および/また

は下限値を入力することで設定出来ます。 

場合により、条件を満たす値の範囲を設定する事も可能です。値は上限値または下限値で囲まれた範

囲に対して In Range または Out Range とする事が出来ます。 

範囲は、絶対値の上限と下限の値ではなく、Nominal 値と Delta 値を使用して指定することも出来ま

す。この場合、Nominal 値は範囲の中心を設定し、Delta は Nominal 値の±どれだけの範囲を含めるか

を指定します。 

ドロップアウト・トリガの場合、デフォルトは Ignore Opposite Edge で、トリガは所定の時間枠内

の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジの喪失に対して設定されます。選択を解除すると両エッ

ジに対してエッジの喪失を検出する設定になります。  
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パターン 

デジタル・ライン、アナログ・チャンネル、あるいはその両方の組み合わせでロジック・パターン・

トリガを行うことができます。 

デジタル・パターン 

ロジック・バスを使用する方法では、Digital 設定ダイアログですでに定義したデジタル・グループと

ロジックを利用してパターン設定を簡略化出来ます。デジタル・パターンは、１つのバス（グルー

プ）に手動で設定するか、または 16 進数の値を適用して設定することが出来、その他のラインは無

効となります（“Don’t Care”）。 

もし、まだデジタル・グループの設定を行っていない場合は、ロジック設定画面を使ってライン毎に

デジタル・パターンを設定することが出来ます。全ての使用可能なラインは選択可能な状態となりま

す。 

1. トリガ設定ダイアログにおいて、Pattern トリガを選択します。Digital Pattern 設定ダイアロ

グを開きます。 

2. ダイアログの一番右で、Logic Bus または Logic を選択します。 

3. 必要に応じて、Filter Out Unstable Conditions の選択を解除します。このデフォルトフィル

タは、3.5ns 未満のロジック状態トリガの短いグリッチを無視します。  

4. Logic Bus を使用している場合は、Source をタッチし、デジタル・グループを選択します。こ

のグループに含まれていないラインは無効になります。  

5. 以下のいずれかの方法でデジタル・ロジック・パターンを適用します：  

 パターンの 16 進値を Hex または Value で入力します。ラインはパターンに応じて論理

1、0 または X（"Do not Care"）をとります。無効になっている行は X のままです。 

 アクティブなライン毎に Dnを押し、論理しきい値と比較して High または Low のどちらに

するかを選択します。論理１（ハイ）または０（ロー）が設定ダイアログに現れます。パ

ターンから除外するラインは X を選択したままにします。左右の矢印ボタンを使用して、

他のデジタル・バンクのラインを表示します。 

 

 

 

6. ロジック閾値をまだ設定していない場合は、Level 設定ダイアログを開き、ラインを選択した

各デジタル・バンクのロジック・ファミリを選択します。カスタム・ロジックの閾値を設定

するには、ロジック・ファミリのユーザ定義を選択し、閾値電圧とヒステリシスを入力しま

す。 

 

 

 

  

メモ:１または０の代わりに、任意の行にエッジ条件を設定することができます。

Dn をタッチし、エッジを選択します。エッジ条件は、トリガ条件全体で常に論理  

OR をとります。 

メモ: デジタル・ラインは、デジタル・グループを定義するときに作成されたロジ

ック設定を継承します。ただし、Level 設定ダイアログで論理閾値を変更することは

できます。 ロジック閾値は、リード・バンクごとに設定することができ、個々の

ラインには設定できません。 
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アナログ・パターン 

1. トリガ・ダイアログで、パターン・トリガを選択します。  

2. アナログ入力間の関係を記述するブール演算子（AND、NAND、OR、または NOR）を選択しま

す（例えば C1=High AND C2=Low）。 

3. トリガ・パターンに含める各入力に対して、設定する閾値レベルと比較して、どのステート

にするか（High、Low、または Do not Care）を選択します。除外する入力は Don't Care を選択

したままにします。 

4. トリガに含まれる各入力に対して、電圧閾値 Level を入力します。 

マルチステージ・トリガ 

マルチステージ・トリガは A イベントでトリガ準備し、その後のイベントでトリガします。トリガ・

イベントのオプションは、トリガ準備イベントのタイプによって異なります。Qualified を参照してく

ださい。 

TV トリガ 

TV トリガは標準(PAL, SECAM, NTSC, HDTV)またはカスタム・コンポジット・ビデオ信号の指定したライ

ンでトリガします。 

1. 信号入力 Source を選択します。 

2. TV Standard を選択します。カスタム信号を使用するには、同様にフレームレート(Frame 

Rate)と、ライン毎のフィールド数(# of Fields)、ライン番号(# of Lines)およびインタレース

(Interlace)比を入力します。 

3. トリガするライン(Line)およびフィールド(Field)を選択します。 
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シリアル・トリガ 

シリアル・データ・トリガおよびデコード・オプションがインストールされている場合は、シリア

ル・トリガが表示されます。シリアル・トリガを選択し、次に希望のプロトコルを選択してシリア

ル・トリガ設定ダイアログを開きます設定の手順については teledynelecroy.com/support/techlib の

Manuals>Software Options にあるソフトウェアの取扱説明書を参照してください。  

 

 

 

 

 

 

  

メモ: 特定のソフトウェア・シリアル トリガは特定のチャンネルでのみ入力に使用出来ま

す。このような場合、設定ダイアログでは、使用するチャネルを指示します。その他、広

帯域オシロスコープ用にハードウェア・シリアル・パターン・トリガのオプションがいく

つかあります。これらのハードウェア・トリガは NRZ 80 ビット・パターン、8 b/10b と

64b/66b シンボル・トリガ機能を提供します。 

file:///C:/Users/Wataru.Itoh/WORK/1_資料翻訳/1_仕掛中/WP-HD/マニュアル/OP/teledynelecroy.com/support/techlib
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Qualified トリガ 

Qualified トリガは A イベントでトリガ準備し、その後 B イベントでトリガします。ノーマル・トリ

ガ・モードでは、B イベントの後に自動的にリセットされ、次の一致する A イベントに再びトリガ準

備状態になります。ホールド・オフを使用する基本的なエッジまたはパターン・トリガとは異なり、

A と B のイベントは異なる入力信号をソースとする事が出来、ある信号の状態を使用して別の信号の

トリガを“条件つける”ことが出来ます 

トリガ・ダイアログで、MultiStage トリガを選択し、Qalified を指定します。 

Qualified ダイアログで、A および B イベントを選択します。 

エッジまたはパターンの他に、トリガ準備イベント（A）として 2 つの特殊条件を選択することが出

来ます。 

 State は単一入力の場合のアナログまたはデジタル Hi/Low ステートです。 

 PatState は、複数入力にまたがるアナログまたはデジタルのパラレル Hi/Low ステートです。 

B イベントがエッジまたはパターンの場合、When B Occurs のボタンを使用して、トリガ条件に時

間条件を追加することが出来ます： 

 Any Time は A イベント発生後、いつでも B イベントが発生したらトリガします。 

 Less Than は、A イベント発生後、指定時間以内に B イベントが発生した時のみトリガしま

す。 

 Greater Than は、A イベント発生後、指定時間以降に B イベントが発生した時のみトリガし

ます。 

 Events は、A イベント発生後、指定した N 回のイベント発生後の次の B イベントでトリガし

ます。 

通常のホールド・オフと同様に、カウンタは捕捉スタートまたは最後のトリガ時間どちらかを起点と

する事が出来ます。 

Qualified ダイアログで A および B イベントを選択したら、それぞれの“Event”ダイアログでシング

ル・ステージのトリガと同様に条件を設定します。  
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トリガ・ホールド・オフ 

ホールド・オフは、エッジ・トリガとパターン・トリガの追加条件として設定出来る時間またはイベ

ント・カウントです。ホールド・オフは、他の条件が満たされていてもトリガを一時的に無効にしま

す。ホールド・オフを使用すると、繰り返し波形の安定したトリガを得ることが出来ます。例えば、

副次的信号の数または持続時間が分かっている場合は、適切なホールド・オフ値を設定することによ

って、それらを無効にすることが出来ます。 

 

 

 

Hold Off by Time 

これは、トリガ準備イベントの後に次のイベントをトリガするまで待つ時間です最大許容時間は 20

秒です。ホールド・オフ時間は、その他入力信号、カップリング、および機器の帯域幅によってのみ

制限されます。 

捕捉の開始から時間によるホールド・オフがカウントされると、オシロスコープは、最初のイベント

でトリガ準備をし、指定された時間ホールドし、次のイベントをトリガします。1 回の完全な捕捉が

完了すると、オシロスコープは次の捕捉の準備、トリガ準備、ホールド、トリガを再度行います。  

 

捕捉の開始からカウントする指定の Hold off by time 設定をした正のエッジ・トリガ 

前回のトリガ時間から時間によるホールド・オフをカウントすると、オシロスコープはトリガ後の最

初のイベントで直ちに再度トリガ準備し、完全な捕捉を完了するのを待つのではなく、ホールド・オ

フのカウントを開始します。ホールド・オフ数は、オシロスコープの処理中に非常に短い時間の間で

も継続されます。ホールド・オフが満たされ、オシロスコープが再び準備完了になるとすぐに、次の

イベントでトリガします。再トリガ準備とホールド・オフは、1 回の捕捉中に発生し、次でトリガし

ます。 

 

前回のトリガ時間からカウントする指定の Hold off by time 設定をした正のエッジ・トリガ 

  

メモ:Qualified トリガは時間またはイベント数の条件をホールド・オフと同様に使用します

が、トリガ準備とトリガのソースは別々です。 
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捕捉レコードのどこでトリガ・イベントが検出されたかにかかわらず（最初のエッジまたは最後）、

Time/Div および Delay の設定に基づいて、トリガ前およびトリガ後の時間が表示されます。  

Hold Off by Events 

イベントとは、トリガ準備イベントの後にトリガ条件が満たされる回数を指します。  

例えばホールド・オフが捕捉開始から数えて 2 つのエッジである場合、オシロスコープは最初のエッ

ジでトリガ準備し、次の 2 つのエッジをホールドし、4 番目のエッジでトリガして捕捉を完了しま

す。常に最初のトリガ準備エッジがなければならないため、ホールド・オフは“ホールド・オフ＋

1”のように見えます。 

 

捕捉の最初からカウントする指定で Hold Off by Events 設定した立ち上がりエッジ・トリガ 

Hold Off by Time と同様に、イベントによるホールド・オフが前回のトリガ時間からカウントされる

と、オシロスコープはトリガ後ただちに再トリガ準備を完了し、ホールド・オフ・カウントを開始し

ます。オシロスコープが再び READY 状態になるまでにカウントが満たされると、トリガは新しい捕捉

の開始時に次のイベントで発生します。 

 

前回トリガ時間からカウントする指定で Hold Off by Events 設定をした立ち上がりエッジ・トリガ 

  

メモ: 捕捉ごとに 1 つのトリガしかないため、トリガ・イベントは常に新しい捕捉に属し

ます。ここに示されている処理時間は、説明のためのものです。  
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ホールド・オフ設定 

エッジまたはパターン・トリガにホールド・オフを追加するには、トリ・ディスクリプタ・ボックス

をタッチするか、フロントパネルの Trigger Setup ボタンを押して、Holdoff タブを開きます。 

 

Holdoff by Time(時計マーク)または Events を選択します。 

 Holdoff by Time を使用する場合、トリガ前に待つ時間を単位[s]で指定します。 

 Holdoff by Events を使用する場合、トリガ前に待つイベント数を指定します。 

Start Holdoff Counter On を以下から選択します： 

 捕捉開始時間からの指定(Acquisition Start) 

 前回捕捉のトリガ時間からのカウント指定(Last Trigger time) 
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ソフトウェア・アシスト・トリガ 

ソフトウェア・アシスト・トリガは、ハードウェア・トリガ・ポイントに最も近いトリガレベルの交

差点を見つけるために使用されます。その後、波形の時間オフセットを調整して、指定されたトリガ

レベルとスロープに合わせます。 

次の図では、白いトレースはソフトウェア・アシスト・トリガ処理への入力時の波形です。赤いトレ

ースは処理後のもので、グリッド下の赤いマーカで示されたトリガ・ポイントに合わせて表示されま

す。 

 

 

 

1. メニューバーから、Triggers>Trigger Setup を選択し、Software Assisted Trigger タブをタ

ッチします。 

 

2. Enable をタッチ 

3. ヒステリシス値を入力してトリガ・ウィンドウを作成します。この値は、ノイズを排除する

ためにメイン・トリガレベルの上下の境界を設定します。  

4. Auto または Normal モードを選択します。これは、トリガ・ソース波形にトリガ交差点が見

つからない場合のトリガ動作を決定します。 

 Auto モードはチャンネルを通る全ての波形が使用されます。  

 Normal モードでは、チャンネルを通る水平ゲート領域内でトリガが交差する波形のみが

使用されます。 

5. Software Assisted Trigger タブの Horizontal Gate のセクションで開始時刻と終了時刻の値を設

定します。これらの値は、ソフトウェア・アシスト・トリガ処理が波形のどこでトリガ交差

を検索するか指定します。 

  

メモ: この機能はエッジ・トリガでノーマル・トリガに設定したときにのみ使用可能で

す。 
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トリガスキャン 

TriggerScan は、捕捉中の稀なイベントを検出するように設定されたトリガ条件リストを構築するプロ

セスを自動化することによって、波形の異常をすばやく発見するのに役立つデバッグツールです。ト

リガスキャンは： 

 正常に捕捉した波形を見てシステムをトレーニング(Train)します。トレーニング中、トリガ

スキャンは波形を解析して、どのような波形が正常に見えるかを判断します。この情報を使

用して、スマート・トリガのリストを生成し、異常な状況を切り分けます。  

 トレーナーからトリガ設定を Load し、順番に切り換えて適用します。トリガが発生すると、

それらは画面に描画されます。すべての捕捉設定は保存でき、他のツールたとえば

WaveScan、ヒストグラムなどを使用して、これらの異常の根本原因を見つけることが出来ま

す。 

トリガスキャンのトレーニング 

TriggerScan トレーナーは、現在の捕捉を検査し、関心のあるイベントを見つけるために使用出来る可

能性のあるトリガ設定のリストを自動的に作成します。 

 

 

 

1. メニューバーから Trigger>Trigger Setup…をタッチ。TriggerScan タブを開きます。 

2. Trainer ボタンをタッチ。 

3. TriggerScan トレーナー・ポップアップで、トレインおよびトリガをかけたい Source チャンネ

ルを選択。設定したい全てのトリガ・タイプを選択します。 

4. Start Training ボタンをタッチします。トレーニングが完了すると、スマート・トリガの設定

がトリガ・リストに列挙されます。 

トリガ・リストの編集 

TriggerScan によって作成されたトリガを変更するには、次の手順に従います。トリガ・リストを完成

させたら、スキャンを開始する準備が整いました。  

 

1. リストに新しいトリガを追加するには：トリガ設定ダイアログで、新しいトリガを必要にあ

わせて設定します。次に、TriggerScan ダイアログに戻り、Add New ボタンを押して、新し

いトリガを Trigger List に追加します。 

2. トリガを、トリガ・ダイアログで手動設定したものと置き換えるには：トリガ・リストの設

定をハイライトし、Update Selected ボタンをタッチします。 

3. リストからトリガを削除するには：トリガ・リストでトリガを強調表示し、Delete Selected

ボタンをタップします。Delete All ボタンをタッチすることですべてのトリガ設定を一度に削

除することが出来ます。 

  

メモ: トリガのタイプを変更したい場合や、チャンネルや信号を変更した場合は、トレー

ナーを実行します。トレーナーを実行する前に少なくとも  3 サイクルの信号を取得して表

示する必要があります。 
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4. オプション： 

 機器が次のトリガ条件を読み込んでくる前に待つ時間を Dwell Time で指定します。 

 Stop On Trigger をチェックします。トリガがイベントを見つけたときにそこでストップ

してイベントを切り分けることが出来ます。 

トリガスキャン設定の保存 

トリガ・リストは、設定ファイルに保存することが出来ます。現在のトリガ・リストは、手動で保存

しない限り、アプリケーションを終了したときに保持されません。  

1. TriggerScan ダイアログにおいて、Setup File Name をタッチし、ファイル名を入力、また

は Browse ボタンをタッチして保存先とファイル名を指定します。  

2. Save Setup…ボタンをタッチします。 

保存されたトリガ・リストを再読み込みするには、Browse ボタンをタッチしファイルを見つけ、

Load Setup…をタッチします。 

トリガスキャンを走らせる 

トリガ・リストが設定されたら、トリガスキャン・ダイアログの Start Scan ボタンをタッチしま

す。機器は自動的にリスト内のすべてのトリガを順番に適用します。  

1 つのトリガだけを実行するには、トリガ・リストからトリガを選択し、Load Selected をタッチし

ます。トリガ設定はトリガ・ダイアログにコピーされ、捕捉を開始するときに使用されます。  

スタータスの確認 

機器の全設定は、各ステータス・ダイアログで表示出来ます。これらは、既存の捕捉、トリガ、チャ

ンネル、演算、計測パラメータの構成、および現在アクティブなものをすべて表示します。  

メニューバーの垂直、タイムベース、トリガ、演算、または解析メニュー（たとえば、チャンネル・

ステータス、捕捉ステータス）からステータスオプションを選択して、ステータス・ダイアログにア

クセスします。使用可能なオプションはモデルによって異なります。  
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ディスプレイ 
ディスプレイ設定は、画面に表示されるグリッドの数とスタイル、およびトレースの視覚的な特性

（パーシスタンスなど）を指定します。 

マルチグリッド表示 

このオシロスコープはマルチグリッド・ディスプレイ機能を備えています。各グリッドの縦フルスケ

ールは 4096 の垂直レベルを完全に表します。 

デフォルトでは Auto グリッドが有効になっています。この機能は、新しいトレースが開かれるたび

にグリッドが追加され、使用可能なグリッドがなくなるまで追加されます。単一グリッド上にすべて

のトレースを表示したり、グリッドを手動で異なる数と配置にしたりする表示オプションがありま

す。グリッド・モード・アイコンは、選択結果がどのように表示されるかを示します。  
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ディスプレイ設定 

ディスプレイ・ダイアログにアクセスするには、Display>Display Setup を選択します。 

 

グリッド・モード 

グリッド・モード設定は、それぞれがフル垂直レベルを表す、ディスプレイ・グリッドの数とレイア

ウトを決定します。選択アイコンはグリッドの数と配置を示しています。  

グリッド・モード 数 向き 説明 

Auto 

(デフォルト) 

可変 横長 トレースが表示オン/オフされる度に最大サポート数まで自動的にグリッドを追

加したり閉じたりします。 

Single 1 横長 すべてのトレースは、1つのグリッドを共有します。 

Dual 2 横長 上部に2つのグリッドを表示 

Tandem 2 縦長 左右に二つのグリッドを表示 

Triple 3 可変 左に横長グリッド２つ、右に１つの縦長グリッド 

Quad 4 横長 上、中、下に縦に配置 

Quattro 4 横長 縦2x横2で配置 

Hex 6 横長 縦3×横2で配置 

Octal 8 横長 縦4×横2で配置 

Twelve 12 横長 縦4×横3で配置 

Sixteen 16 横長 縦4×横4で配置 

Twenty 20 縦長 縦4×横5で配置 

XY 1 縦長 1つのXY型グリッド 

XYSingle 2 縦長 左にVTグリッド、右にXYグリッドを配置 

XYDual 3 可変 左側に2つのVTグリッド、右にXYグリッドを配置 

 

 

 

  

メモ: ソフトウェア・オプションのインストールで追加のグリッド  モードが利用可能にな

る場合があります。 
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グリッド輝度 

背景のグリッド線を暗くしたり明るくしたりするには、Grid Intensity にタッチし、0〜100 の値を入

力します。Grid on Top は波形上にグリッド線を重ねます。 

 

 

Axis labels は、垂直軸とタイムベース設定に基づいて、グリッドの各 division で表される値を表示しま

す。デフォルトでオンになり、絶対値または中心（0）からのデルタとして表示されることがありま

す。ディスプレイから削除するにはチェックボックスをオフにします。  

トレース輝度 

トレースの線種を選択します：実線(Line)または点線(Points) 

実際に画面表示できるドット数より多くのデータ点数が利用可能な場合、Trace Intensity は、発生頻度

の低いサンプルを暗くするアルゴリズムを適用することで、重要なイベントを視覚化するのに役立ち

ます。Intensity をタッチし、0〜100 の値を入力します。 

Intensity 40％（左）：40％以下の時間で発生するサンプルを暗くしより頻繁なサンプルをハイライト 
vs Intensity 100％（右）：全てのサンプルを同じ明るさで表示 

XY プロット 

他の点では同一の信号間の位相シフトを表示するには XY プロットを使用します。XY プロットは両軸

で電圧または周波数を表すのに使用出来ます。両軸は異なるパラメータではなく異なる信号入力に対

応します。得られるパターンの形状を見ると位相差および周波数比に関する情報が得られます。  

 

 

 

XY グリッド・モードを選択し、InputX と InputY のソースを選択します。 

  

メモ: 一部の波形は、Grid on Top の設定にすると表示されないことがあります。 

メモ: 入力はチャンネル、演算、またはメモリ・トレースの任意の組み合わせですが、両

方のソースが同じ X 軸スケールを持たなければなりません。 
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パーシスタンス表示 

パーシスタンス機能は、古い蛍光面オシロスコープのアナログ形式の表示と同様に、徐々に“減衰”

しながら一定時間、波形トレースをディスプレイ上に保持します。  

このモードでの表示は、時間経過と共に繰り返すイベントのサンプリングとサンプリングされたデー

タの“パーシスタンス・マップ”への蓄積によって生成されます。（減衰）期間は、データ内の各振

幅または時間の組み合わせのパーシスタンスの母集団に比例するため、統計的な完全性は維持されま

す。 

さまざまなパーシステント・モードは、単色（アナログ）、傾斜色スペクトル（カラー）または 3 次

元強度表示で最も頻繁な信号経路を示します。 

Display・ダイアログからパーシスタンス・ダイアログにアクセスするか、メニューバーから

Display>Persistence Setup...を選択します。 

 

パーシスタンスの適用 

1. Persistence On をチェックします。 

2. ボタンを使いパーシスタンス・モードを選択します：  

Analog モードでは、パーシスタンス・データ・マップが増大するにつれ

て、同じ色の異なる強度が最小および最大母集団の間の範囲に割り当てら

れます。最大母集団は自動的に最高強度、最小母集団は最低強度となり、

中間集団はこれらの間で強度が割り振られます。より低い母集団の情報

（例えば、ノイズ・レベルの縁）は、残りの部分よりも興味ある部分で

す。 

アナログ・パーシスタンス・ビューではデータの分布が強調表示され、詳細を調べることが出来

ます。 

Color モードのパーシスタンスは、アナログ・パーシスタンスと同じ原則

で動作しますが、代わりにフルカラー・スペクトラムを使用して信号強度

をマッピングします。最小母集団の場合は紫、最大母集団の場合は赤で

す。このモードでは、すべてのトレースがすべての色を使用します。トレ

ース間で同じ色を探して振幅を比較するのに役立ちます。  
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3D モード・パーシスタンスは、WireFrame、Solid、および Shade から選択した波形の立体地形

図を作成します。立体地形図の利点は、強度または輝度の高い領域が、色または輝度に加え

て、ピークおよび谷として表示されることです。ピーク（尖っているかフラットな）の形状

は、波形の出現頻度に関する詳細情報を示します。以下の 3D ディスプレイの Quality を選択

します： 

Solid では、カラーまたはモノクロのいずれかを選択出来ます。

Saturation は 50％に設定され、より鮮やかな色が最高強度を示します。  

Solid のモノクロ表示では、最も明るい領域が最も高い強度を示し、カ

ラー表示の赤色領域に対応します。 

Shaded（投影光）では、パルスの形状が強調されます。この Quality

設定は単色の場合のみです。 

WireFrame では、同じ明度の線を使用してパーシスタンス・マップを

作成します。この表示は、カラーまたはモノクロのいずれかになりま

す。 

3D モードの X Axis Rotation と Y Axis Rotation は-90°〜+90°の 180°の範囲で指定出来ます。

上記例では、X 軸は 60°、Y 軸は 15°回転しています。 

 

 

 

3. Saturation level を最大母集団の個数の割合として選択します。飽和レベルより上のすべての

母集団には最高の色強度が割り当てられます：つまり、飽和します。同時に、飽和レベル以

下のすべての母集団に残りの強度が割り当てられます。新しい集団からのデータが蓄積され

ると、データ集団は動的に更新されます。100％に飽和レベルを指定すると、分布全体にわた

って強度変化を割り当てます。より低い飽和レベルでは、指定されたパーセント値で強度が

飽和（明るくなる）します。このパーセンテージを下げると、ピクセルはより低い数の母集

団で飽和し、より高い飽和レベルではほとんど見られないイベントが表示されます。  

4. Persistence Time に、パーシスタンス・データが表示から消去されるまでの時間（秒）を入

力します。 

5. Show Last Trace を選択すると、最後の波形をパーシスタンス表示にスーパーインポーズす

るように出来ます。 

 

パーシスタンスの削除 

パーシスタンスをオフして通常のトレース・スタイルに戻すには、Persistence On のチェックをは

ずします。 

  

ヒント：グラフをすばやく回転させるには、パーシスタンス・マップの角をマウスでつ

かんで希望の方向にドラッグします。 
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演算と計測 
テレダイン・レクロイは捕捉した波形の特性を“最短の時間で洞察する”ための、標準的であらかじ

めプログラムされた豊富な一連のツールを提供しています。ほとんどの機器では、1 回の捕捉中のす

べてのサンプルの測定値が計算され、数千または数百万のパラメータ値を迅速かつ徹底的に計算し、

さまざまな演算を入力波形トレースに適用出来ます。  

 

 

 

カーソル 

カーソルは、波形上の電圧と時間の値を読み取るマーカ（線、十字線、または矢印）です。カーソル

を使用して、波形内の特定のポイントを素早く正確に測定出来ます。5 つの標準的なカーソル・タイ

プがあります。垂直（振幅）カーソルの読み取り値はトレース・ディスクリプタ・ボックスに表示さ

れます。タイムベース・ディスクリプタ・ボックスの下に、水平（時間）カーソルの読み取り値が表

示されます。 

カーソルは、FFT など時間軸以外の次元を持つ演算トレース上に置くことも出来ます。少なくとも 1

つの非時間領域の演算トレースが開いている場合、標準カーソル設定ダイアログに X 軸設定セクショ

ンが含まれています。このセクションでは、水平カーソルで測定標準カーソル・ダイアログする単位

を選択出来ます。選択項目は、開いている関数トレースのタイプによって変わります；たとえば、

FFT トレースがある場合、Hz のオプションがあります。カーソル・ラインは通常、選択した単位の X

軸をもつトレースに配置されます。 

水平軸カーソル 

  

メモ:WavePro HD オシロスコープでは、演算と計測パラメータは 500Mpts を超える捕捉

の、中心 500Mpts の部分のみで計算されます。それは網掛けされていないトレースの部分

です。長い捕捉の操作を参照してください。 
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カーソル・タイプ 

水平（時間）軸カーソルは、水平方向に動かすカーソルです。 

 Horizontal Abs は、破線の 1 本の垂直線を表示します。読取り値は、カーソル位置の絶対値

を示します。 

 Horizontal Rel は 2 本の点線の垂直線を表示します。選択された表示オプションに応じて、

読み値は絶対値または 2 点のデルタになります。 

垂直（振幅）軸カーソルは、垂直方向に動かすカーソルです。 

 Vertical Abs は、破線の１本の水平線を表示します。読取り値は、カーソル位置の絶対値を

示します。 

 Vertical Rel は 2 本の点線の水平線を表示します。水平相対カーソルと同様に、読み出し値は

絶対値またはデルタを示します。 

Both Rel(ative)オプションは、Vertical と Horizontal の相対カーソルを一緒に配置します。 

 

カーソルの配置と適用 

カーソルの適用 

カーソルを表示するには、いずれかを行います： 

 メニューバーから、Cursors を選択し、プルダウンメニューから、所望のカーソル・タイプを

選択します。 

 フロントパネルで、Cursor ボタンを押してカーソルをオンにします。その後続けて押すと全て

のカーソル・タイプが順次現れます。適用したいカーソル・タイプが表示されたら押すのを

やめます。 

 

 

 

カーソルをオフするには、メニューバーから Cursor>Off を選択するか、Cursor ボタンをオフに達す

る（カーソル・ラインが消える）まで続けて押します。  

 

カーソルの配置 

カーソルを再配置する最も簡単な方法は、カーソル・マーカを新しい位置にドラッグ＆ドロップする

ことです。グリッド端のトレース名のインジケータは、1 つのグリッド上に複数のトレースがあると

きにカーソルがどのトレースに属するかを示します。  

または、フロントパネルの Cursors ノブを使います。再配置したいラインが選択されるまでノブを押

して、その後回して位置を動かします。カーソルノブを３回押すと、両方のカーソルが同時選択され

て、ノブを回すと連動して動きます。 

同じグリッド上に複数のトレースがある場合は、トレースまたはそのディスクリプタ・ボックスにタ

ッチして、目的のトレースをフォアグラウンドに移動します。Cursors ノブは、フォアグラウンド・ト

レースでのみ動作します。 

  

メモ: カーソルをオンにするときに、捕捉は処理中もしくはストップしているかもしれま

せんが、適用するにはグリッド上に波形がなければなりません。  
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標準カーソル・ダイアログ 

フロントパネルからの操作の代わりに、これらのコントロールを使用してカーソルを設定したり、カ

ーソルの位置を調整したりすることが出来ます。メニューバーから Cursors>Cursors Setup を選択

して、ダイアログにアクセスします。 

 

カーソル・タイプ・ボタンでグリッドに表示するカーソルの種類を選択します。  

Show の選択欄では、特に相対カーソル選択時に読み値欄にどの値を表示するかを指定します：  

 Absolute は２つのカーソル位置のそれぞれの電圧値を表示します。  

 Delta では、カーソル位置のそれぞれの電圧値の差を表示します。  

 Abs+Delta では、絶対値とΔ値の読み値両方を表示します。 

標準カーソル・ダイアログの右側にある Position コントロールには、現在のカーソル位置が表示さ

れ、新しいカーソル位置の設定に使用出来ます。利用可能なオプションは、カーソル・タイプと表示

設定によって異なります。 

 X1（負）、X2（正）は水平軸ゼロ点からの時間を設定します。 

 Y1（負）、Y2（正）は垂直軸画面中心レベルからの division で指定します。 

Track は、カーソル・ラインが連動して移動するようにカーソル・ラインをロックし、互いに同じ距

離を維持します。 

 

XY カーソル・ダイアログ 

グリッド・モード選択に XY トレース表示が含まれている場合は、標準カーソル・ダイアログの後ろ

に XY カーソル・ダイアログが表示されます。これを使用して、XY トレースのカーソルを正確に配置

出来ます。これは、VT トレースの場合の標準カーソル・ダイアログでの設定と機能は同じです。機能

は同じです。 
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計測パラメータ 

計測パラメータは、幅広い波形特性にアクセスするためのツールです。これらを使用して、立ち上が

り時間、実効電圧、Peak-to-Peak 電圧などの波形の多くの属性を分析します。計測値は、統計分析の

ためにヒストグラム、Track、または Trend としてグラフ化することも出来ます。 

この計測器は、標準的な水平および垂直計測パラメータを素早く選択することが出来ます。または、

使用可能なすべての計測パラメータから得られたカスタムパラメータ・セット（My Measure）を作成

することも出来ます。 

高機能カスタマイズ・オプション（XDEV）がインストールされた機器では、カスタム・スクリプトを

使用して、計測パラメータ、演算、またはパラメータ演算を定義することが出来ます。アプリケーシ

ョンに応じて、VBScript（機器の“ネイティブ言語”）のほかに、いくつかのスクリプティング“言

語”がサポートされています。これらのオプションは、計測パラメータ/演算選択ウィンドウの

Custom サブメニューで見つけることが出来ます。スクリプトは、機器の Script Editor ウィンドウに読

み込んだり書き込んだり、後で使用するために保存したりすることが出来ます。プロセスの説明につ

いては P Script の使用を参照してください。 

計測パラメータ・テーブル 

計測パラメータの読み取り値は、グリッド下のテーブルに表示されます。Value の行には、最後の捕

捉の最後のサイクルで各パラメータに対して行った計測値が表示されます。他の行は追加の統計情報

を示します。 

 

計測パラメータ・ステータス表示 

Status 行に表示されるシンボルは以下を示します： 

記号 説明 

 
信号またはセットアップの問題あり。メッセージ・バーに説明を表示するために

Statusセル(このシンボル)をタッチしてください。 

 
有効な値が返されました。 

 
トップとベースを決定できません。ただし、測定はまだ有効な可能性があります。 

 
波形のアンダーフローが発生しています。 

 
波形のオーバーフローが発生しています。 

 
波形のアンダーフローとオーバーフローが両方発生しています。 

テーブルの操作 

計測パラメータ・テーブルが表示されているときに設定ダイアログを閉じて、波形を表示するための

タッチスクリーン領域を最大に出来ます。テーブル自体を使用して、設定ダイアログにすばやくアク

セスする事が出来ます。パラメータ設定（Pn）ダイアログを開くには、テーブルの Pn セルにタッチ

します。左端の Measure 列をタッチして Measure ダイアログを開き、テーブルの内容を変更します。

標準計測パラメータを使用しているときテーブルは固定となり、テーブルの内容は変更できません。  



 WavePro HD オシロスコープ・オペレーターズ・マニュアル  

82 

Quick テーブル設定 

OneTouch 対応機器では任意のパラメータは、表の対象セルにセルをドラッグしてコピーできます。そ

の後、新しいパラメータに必要な測定ソースのディスクリプタ・ボックスをドラッグします。Pn ダイ

アログでその他の変更を行うにはセルをタッチします。  

Measure 設定ダイアログ 

Measure ダイアログを使用すると、計測機能にすばやくアクセス出来ます。パラメータのオン/オフの

ほかに、このダイアログを使用して、標準およびユーザ定義パラメータ・セットの統計表示

(Statistics)、ヒストアイコン(Histicons)、ヘルプマーカ(Help Markers)の表示/非表示を切り換えられま

す。標準的なパラメータ・セットをゲートすることで、水平方向の計測範囲を制限することも出来ま

す。すべての標準パラメータは同じゲートを共有します。（ユーザ定義のパラメータの場合は Pn ダイ

アログを使用して個々のパラメータ毎にゲートします） 

 

計測パラメータの選択 

1. Measure ダイアログを開くには、Add New ボックスをタッチして Measurement を選択する

か、メニューバーから Measure>Measure Setup を選択します。 

2. Show Table をチェックし、計測パラメータの読み値を画面に表示します。 

3. 各計測パラメータの選択ボックスで表示したいパラメータを指定します。Pnボタンを使って

新しい計測パラメータを定義します。 
 

標準計測パラメータ・セット 

プリセット済の標準パラメータを使用すると使用頻度の高いパラメータについて素早く計測値を表示

することが出来ます。以下のいずれかを使用します：  

 Std Vertical:mean,sdev,max.,min.,ampl,pkpk,top,base. 

 Std Horizontal:freq,period,width,rise,fall,delay,duty,numpoints.  

独自の計測パラメータ・セットを定義するには、My Measure を選択します。新しいパラメータを定

義するには、Pn ダイアログを開きます。パラメータを設定したら、各パラメータ設定タブの左端にあ

る On チェックボックスを選択して計測値の表示をオンにします。  

Standard Vertical または Horizontal セットに基づいて新しいパラメータ・セットをすばやく開始するに

は、Quick Setups をタッチし、コピーするセットを選択します。その後 Pn ダイアログで設定を調整

します。Clear All Definition をタッチすると、すべての計測パラメータの定義が削除されます。 

 

 

  

注意：定義をクリアした後に復元することは出来ません。再度設定を行ってください。  
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統計表示 

Statistics On をチェックすると、mean、min、max、sdev、および num（統計値を計算した計測値の

個数）をテーブルに追加します。 

波形全体で計算され 1 つの波形に対して１つの値が得られる任意のパラメータ（振幅、平均値、最小

値、最大値など）に対しては、num 値はスイープの数を表します。 

全てのイベント毎に計算されるパラメータの場合、num 値は捕捉した波形あたりのイベント数を表し

ます。x 個の波形が捕捉された場合、num 値は波形あたりのサイクル数の x 倍になります。 

統計カウンタをリセットするには、ディスプレイまたはフロントパネルで Clear Sweeps をタッチし

ます。 

ヒストアイコン 

ヒストアイコンは、計測値テーブルに現れる計測パラメータのミニサイズのヒストグラムです。これ

らのミニ・ヒストグラムでは、各パラメータの統計分布を一目で見ることが出来ます。Histicons チェ

ックボックスを選択して、ヒストアイコンをオンにします。  

 

 

 

ヘルプ・マーカ 

ヘルプ・マーカは、ライン、ラベル、ヒステリシスバンドを表示してトレース上の計測点をマーキン

グすることによってどのような計測かを明確にします。"@Level"パラメータの場合、マーカにより波

形が選択されたレベルと交差する場所を確認しやすくなります。  

ラインのみの Simple マーカ、または測定ポイントラベルを含む Detailed マーカを選択出来ます。 

また、Always On チェックボックスを使用して、Measure ダイアログまたは計測値テーブルを閉じた

後にも、マーカをトレース上に表示することが出来ます。表示された計測パラメータのセットを変更

すると、マーカも変更されます。 

 

 

 

 

詳細ヘルプ・マーカ 

  

ヒント：拡大したいヒストアイコンに触れることで、演算選択ポップアップが表示されま

す。表示先の演算トレース番号を指定し完全なヒストグラムを素早く表示することができ

ます。 

メモ: 白色で移動可能な通常のカーソルと異なり、ヘルプ・マーカは青色で、註釈をつけ

るだけです。移動できず、測定ポイントをリセットしません。いくつかのオプションの分

析ソフトウェア・パッケージには、オプション・マニュアルに記載されている、参照用に

特別に設計されたマーカが含まれています。 
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計測パラメータ設定 

Pn 設定ダイアログを使用して、新しい計測パラメータ・セット（"My Measure"）を定義します。 

 

 

 

Math on Parameters または Web Editor を使用してパラメータを定義することも出来ます。 

1. メニューバーから、Measure>Measure Setup を選択します。Measure ダイアログで、Show 

Table を選択して、計測値を画面に表示します。 

Measure 設定ダイアログを素早く開くには、計測値テーブルの任意のセルに触れてください。  

2. Measure Mode は My Measure を選択します。 

3. 使用したい計測パラメータの Pnダイアログを開きます。 

4. On をチェックしてパラメータを有効にし、計測値テーブルに追加します。  

 

5. Type は Measure On Waveforms を選択します。 

6. Source1 にタッチし、チャンネル、演算トレース、メモリ・トレースまたは他の波形から計

測対象を選択します。 

7. Measure フィールドをタッチし、ポップアップ・メニューから計測パラメータを選択しま

す。 

8. パラメータのサブダイアログが表示される場合（例えば@Level パラメータ）、計測の Level お

よび Type（パーセントまたは絶対値）を入力します。 

9. 特定の時間に関する測定では、正、負、または両方のどのスロープを測定するかを選択しま

す。Dtime@level のような 2 入力パラメータの場合は、各入力でスロープとレベルとタイプを

指定出来ます。 

10. 計測パラメータ選択の後に表示されるサブダイアログでさらに詳細な選択を行います。これ

らはダイアログ内に説明が表示され、選択した測定値を完全に定義するために必要です。  

11. 必要に応じてヘルプ・マーカをオンにするか、パラメータのサブダイアログを使用して次の

操作を行います： 

 計測ゲート（計測の水平範囲を制限します） 

 計測パラメータの条件追加（追加条件を満たす計測値のみを受け入れる：accept） 

 Rescale は乗算係数と/または付加定数を使用して計測値をリスケール、あるいは出力単位

を変更します。 

 

  

メモ: WavePro HD オシロスコープでは、計測パラメータは 500Mpts を超える捕捉の中心

500Mpts の部分のみで計算されます。このゾーンで計測したい領域の配置のための情報に

ついては長い捕捉の操作をご覧ください。 
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計測パラメータのゲーティング 

ゲートを使用することで、テストと計測を実施する波形のスパンを狭めることができ、最も関心のあ

る領域に集中することが出来ます。たとえば、波形の 5 つの立ち上がりエッジを“ゲート”すると、

立ち上がり時間の計算はゲート・ポストで囲まれた 5 つのパルスに対してのみ実行されます。 

ゲート・ポストのデフォルトの開始位置は、0div と 10div であり、グリッドの左右端と一致します。

したがって、ゲートは最初、波形全体を囲みます。  

ゲートを設定する最も簡単な方法は、グリッドの左端と右端のゲート・ポストを目的の位置にドラッ

グすることです。Gate サブダイアログの Gate Start および Stop フィールドを使用して、この設定を

1/100div まで細かく設定することが出来ます。 

ゲートをトレースの全幅に戻すには、Default ボタンをタッチします。 

 

計測値の範囲制限 

いくつかの計測パラメータは、垂直方向または水平方向に制限された値の範囲、または第  2 の波形の

状態によって“ゲート”されたサンプルに制約出来ます。どちらの条件も同時に適用出来ます。この

機能により、不要な特性を計測から除外することが出来ます。これは水平軸に沿った解析範囲を狭め

るためにのみ使用される計測ゲートよりはるかに強い制限を加えられます。  

 

 

 

計測パラメータでこの機能がサポートされている場合は、Pn ダイアログの隣に制約を定義するための

Accept サブダイアログが表示されます。 

 

範囲制限パラメータ 

1. メニューバーから Measure>Measure Setup を選択。Pnタブをタッチし、計測パラメータ設

定ダイアログを開きます。 

2. Accept サブダイアログで、Value In Range を選択し、開始値と終了値を入力するか、Find 

Range ボタンをタッチして直前に計測した値の範囲を素早く表示させます。  

 

 

 

  

メモ: この機能はデータの一部分のみを扱うため、計測に関するアラートやステータス・

インジケータ（“Data range too low”など）は表示されません。 

メモ: 計測パラメータの正しい単位（V、s、Hz、dB など）は自動的に設定され表示されま

す。無次元値（力率など）を生成する単純比パラメータを選択すると単位は省略されま

す。 
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波形ゲートつきパラメータ 

1. メニューバーから Measure>Measure Setup を選択。Pn タブをタッチし、計測パラメータ設

定ダイアログを開きます。 

2. Accept サブダイアログで、Values Based on Waveform State を選択。 

3. When Wform をタッチし、ゲート波形を選択。計測ソース波形と同時にアクティブなどんな

波形でも構いません。 

4. State Is をタップし、ポップアップ・メニューから Hi または Low を選択します。計測はゲー

ティング波形が選択された状態のときにのみ行われます。  

5. Level Type をタッチしてポップアップ・メニューから Absolute（電圧）または Percent（振

幅）を選択します。 

6. 測定を開始する閾値を入力します。 

Find Level ボタンをタッチすると、自動的にゲート波形の 50％レベルに設定されます。 

 

単位の変更 

Units サブダイアログを使用して計測パラメータや演算トレースの出力単位を変更することができま

す。このダイアログは、計測パラメータのソースまたは演算トレースの単位として等価的な次元の代

替単位が存在する場合に有効となります。 

 

 

 

 

  

ヒント：アナログ・チャンネルやセンサ・トレースの単位とスケールは、対応する Cn およ

び SEn 設定ダイアログで直接変更することができます。演算トレースをリスケールするに

は、Rescale 演算を使用します。Rescale 演算では、Units タブは Rescale タブでの選択をさら

に上書きします。 
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パラメータ演算 

波形の計測に加えて、他の計測パラメータに対して数学的演算を実行する計測パラメータを設定する

ことが出来ます。パラメータ演算は、入力と出力が計測値テーブルに表示される数値である点で、演

算とは異なります。一方、演算;Math はグリッド上に表示される波形トレースを入出力します。  

パラメータ演算の設定は、他のパラメータの設定と同じです。いくつかのパラメータは、通常の波形

測定と同様に、値の範囲またはゲーティング波形を使用して Accept サブダイアログで条件追加するこ

とが出来ます。高機能カスタマイズ・オプション（XDEV）を使用している場合、カスタム・スクリプ

トを適用して結果を計算する機能があります。 

例外 

 対数値を返すパラメータの乗算と除算 

 他のパラメータの演算の結果であるソース・パラメータ 

パラメータ演算の設定 

1. メニューバーから、Measure>Measure Setup…を選択。 

2. 計測モードで My Measure を選択し、計測パラメータ設定ダイアログ(Pn)を開きます。 

3. Math on Parameters ボタンをタッチ。 

4. Math Operator をタッチし、Select Measurement メニューから演算を選択します。 

5. Source をタッチし、計測の入力となる計測パラメータを指定します。 

6. On をチェックし、新しい出力パラメータを有効化し計測値テーブルに追加します。 

P Script の使用（カスタム・パラメータ演算） 

高機能カスタマイズ・オプション（XDEV）がインストールされた計測器では、独自の VBScript または

JavaScript を記述して、1 つまたは 2 つの入力パラメータに数学的演算を適用出来ます。数学演算子 P 

Script を選択します。スクリプト・エディタ・ウィンドウを開き機器上で直接スクリプトを作成した

り、既存のスクリプトをインポートしたりすることが出来ます。  

 

 

 

1. メニューバーから Measure>Measure Setup を選択 

2. 出力パラメータの Pnタブをタッチし、計測パラメータ設定ダイアログを表示します。 

3. Math on Parameters ボタンをタッチ 

4. Math Operator をタッチして P Script を選択 

5. Source 入力パラメータを指定（１つまたは２つ） 

6. Script Math サブダイアログで、Script Language をタッチして VBScript または Jscript どちら

かを選択します。  

メモ: Param Script は、1 つまたは 2 つの波形を計測して計測パラメータを出力する VBScript

または JavaScript です。パラメータ演算である P Script は、1 つまたは 2 つのパラメータ値

を入力し、それらに対して数学演算を実行して別のパラメータを出力する VBScript または

JavaScript です。 
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7. Edit Code ボタンをタッチして Script Editor ウィンドウを開きます 

 

8. ウィンドウ上でコードを入力します。または Import from File ボタンを使って既存スクリプ

トを読み込みます。その後 Apply を押して変更を反映し、OK で終了します。 

このウィンドウで作成されたスクリプトは、将来の使用のために新しいファイルにエクスポ

ートできます。 
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WebEditor の利用 

Math on Parameters を使用すると、計測パラメータに 1 つの数学演算を適用出来ますが、Web Editor 

を使用すると、カスタムの演算や計測パラメータ（XDEV オプション使用時）など、多くの操作や入

力を連結する可能性のあるプロセスを作成出来ます。これらのプロセスは、機器の操作に組み込まれ

ています。データを他の外部プログラムにエクスポートする必要はありません。  

X-Stream アプリケーション上で、異なる演算または計測パラメータを表す一連のブロックをドラッグ

アンドドロップし、それらを接続してフローチャートを作成するだけで、“プロセッシング Web”と

いうプロセスが“プログラム”されます。プロセスの終端に繋がる計測パラメータまたは演算は、こ

のプロセスの最終出力を表します。 

プロセッシング Web の作成 

1. メニューバーから、Measure>Measure Setup を選択します。 

2. Measure ダイアログで、計測モードに My Measure を選択します。 

3. Pnダイアログを開き、Advanced Web Edit を選択します。 

 

4. Show Processing Web ボタンをタッチ。潜在的な入力ソースが左に揃えられ、右端にパラ

メータ番号が付いた終端が配置された編集画面が表示されます。  

 

5. Source Filter サブダイアログで、プロセスで使用しないすべてのタイプ（例えばズームなど）

の選択を解除します。これにより表示が簡略化され、スクロールの必要性が減ります。  

6. Web Editor ダイアログで、フローに追加するプロセスのタイプを選択します。演算を追加した

り(+Math)、計測パラメータを追加したり(+Meas.)、パラメータ演算を追加(+PMath)すること

が出来ます。  
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7. ポップアップ・メニューから、そのノードに配置する演算または計測パラメータを選択しま

す。新しいブロックがディスプレイに表示されます。ブロックをフロー内の場所にドラッグ

します。 

ノードを追加する前に、配置したい位置をタッチしてそこに緑色のプラス記号を表示しま

す。そうすると、この場所に新しいブロックが作成されます。さもなければ、ブロックは移

動させるまで同じ位置に重なって配置されます。 

8. プロセス・ブロックの左側は入力ピンとなっています。入力として波形が必要な場合、ピン

は青色です。数値が必要な場合は、ピンは紫色です。一致する色のピンをタッチして、画面

の左側のソースからブロックにドラッグして接続します。ブロックにある入力ピンの数だけ

ソースを選択します。 

使用可能なすべてのソースを表示するには、スクロールバーを使用する必要があります。Web 

Editor ダイアログの後ろにある Math タブと Measure タブには、現在各ソースに指定されてい

る内容が要約されています。 

ピンをドラッグ＆ドロップすると、ソースからプロセスに線が引かれます。ソースがプロセ

スと互換性がない場合、ソースをピンと接続することはできません。  

 

9. プロセスに追加の設定が必要な場合は、Web Editor ダイアログの隣にサブダイアログが表示さ

れます。そのサブダイアログを使用して、そのプロセス・ノードに適用する値を入力しま

す。 

10. 必要に応じてプロセスを追加してゆき、各ブロックの出力をフロー内の次のブロックの入力

に接続します。最終的なプロセスは、終端と同じタイプ（この例では、計測パラメータ）で

なければなりません。 

 

 

 

 

11. 出力ピンを最終プロセス・ブロックから終端の入力ピンまでドラッグします。 

  

メモ: 多くのプロセスが他のプロセスを経ていてもいなくてもよい複数の入力を受け入れ

ることができるので、フローは厳密に逐次的である必要はありません。唯一の要件は、出

力が許容可能な入力に接続されていることです。入力/出力矢印の色は、どの組み合わせに

互換性があるかを示します。 



演算と計測 

91 

プレビュー出力 

プレビュー“ウィンドウ”を追加して、フローの任意の段階でプロセスの出力を表示出来ます。これ

らのプレビューは Web エディタにのみ適用されます。 

プレビューする処理ブロックの出力ピンを選択します。ピンが明るい緑色に変わります。次に、Web 

Editor ダイアログで Add Preview を選択します。 

プロセスと接続の削除 

Web からプロセスを削除するには、ブロックを選択して Delete をタップします。そのブロックとそ

の間のすべての接続は自動的に削除されます。 

プロセス・ブロック間の接続を削除するには、接続ラインをタッチします。その上にはさみアイコン

が表示されます。接続を切断するかどうかの確認ポップアップで Confirm ボタンを押します。 

他の終端をプロセッシング Web に追加する 

他の計測パラメータまたは演算は、同じ処理ウェブを共有することが出来ます。たとえば、全プロセ

スの最終出力が計測パラメータである場合でも、サブ処理ノードから生じる波形の演算を作成するこ

とが出来ます。 

終端を追加するには： 

1. Web Editor ダイアログの後ろの Math または Measure タブを開きます。 

2. Pn または Fn に続く Web Edit アイコンをタッチします。サマリーは Web Edit に変更され、新

しい終端ブロックが Web Editor 編集画面に現れます。 

3. 所望のプロセスの出力ピンを終端の入力ピンに接続します。既に他のブロックに接続されて

いる出力ピンを選択することも可能です。 
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計測パラメータ値のグラフ化 

計測パラメータをグラフ型式で可視化して解析することが出来ます。  

 ヒストグラム(Histogram)は、指定したパラメータの計測値の分布を棒グラフ型式で表示しま

す。 

 トラック(Track)は、捕捉された他のチャンネルまたは演算トレースに対する計測パラメータ

値の時間相関ビューを提供します。トラックの一般的な用途は、振幅、周波数、またはパル

ス幅変調などの信号の変調を観察することです。 

 トレンド(Trend)は、非常に長期にわたり、および複数回の捕捉に跨がって計測パラメータ値

の変動ビューを提供します。 

計測パラメータ（Pn）ダイアログの下部にあるアクション・ボタンを使用すると、それぞれの計測パ

ラメータに対するこれらのプロットをすばやく描画出来ます。 

 

これらのグラフは計測パラメータ値をプロットしますが、ディスプレイ上で演算（Fn）として生成さ

れ、計測パラメータまたは演算ダイアログのいずれかを使用して設定することが出来ます。  

 

ヒストグラム描画 

ヒストグラムは、データ点を一定の間隔またはビンに分配してグラフィカルに表示

します。これらのビンは、バーの高さが各ビン内のデータポイントの数に関連する

棒グラフとしてプロットされます。 

ヒストグラムは、通常、1 回以上の収集で波形パラメータ値の分布を視覚化するために作成されま

す。Phistogram 演算は、パーシスタンス・マップの垂直または水平の“スライス”内にある値のヒス

トグラムを作成します。どのようなソースでも、ヒストグラムは常に演算として作成されます。ヒス

トグラムを計算するために使用されるスイープの数（k＃）は、ヒストグラム演算ディスクリプタ・

ボックスに表示されます。 

ヒストグラム分布の形状は特に興味深く、これらの分布を分析するために追加のヒストグラム計測パ

ラメータ（Measure Selector の Statistics サブメニューにあります）を利用出来ます。それらは一般

に、いくつかのピーク値ビンのうちの 1 つに集中しています。 

パラメータ値ヒストグラムのサムネイル・バージョンは、ヒストアイコン(Histicon)と呼ばれます。

Measure ダイアログのチェックボックス・オプションとして使用出来ます。ヒストアイコンは、新し

い演算トレースではなく、計測値テーブルに表示されます。  
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ヒストグラムのプロット 

一般的なヒストグラムは、振幅、周波数、またはパルス幅などの波形パラメータにおける測定イベン

トの発生頻度をグラフ化する統計ツールです。ヒストグラム棒グラフは、一定の間隔またはビンに分

割され、各ビンには同じ階級のパラメータ値が含まれています。 

対象 使用するヒストグラム 

長いデータ・ストリーム中に異なるインターバルが存在 水平軸パラメータ、Period@levelのヒストグラム 

クロック信号のロングレコード中の累積ジッタ ジッタ・パラメータ、TIE@levelのヒストグラム 

サイクル-トゥ-サイクル・ジッタ 水平軸パラメータ、Dperiod@levelのヒストグラム 

 

計測パラメータのヒストグラムをプロットするには： 

1. ヒストグラムをプロットしたい計測パラメータに対応した計測パラメータ(Pn)設定ダイアログ

を開きます。これを行う簡単な方法は、測定表のセルをタップすることです。  

2. Pn ダイアログ下部の Histogram アクション・ボタンをタッチし、ヒストグラムを描画する演

算(Fn)を割り当てます。 

3. 新しく表示された hist ディスクリプタ・ボックスをタッチして、Fn ダイアログを開き、

Histogram サブダイアログを開きます。 

 

4. ヒストグラムのひとつのビンの最大値#Values を入力します。これは棒グラフの最大高さで

のサンプル数を決定します。 

5. #Bins をタッチし、ヒストグラムを構成するビン数を入力します。これはヒストグラムにい

くつのバーが現れるかを指定します。 

6. ソフトウェアに各ビン/バー数の表示範囲を自動設定させるには、Enable Auto Find をチェッ

クし、Find Center and Width button をタッチします。個別に手動設定するには、Center お

よび Width 値を入力します。 

7. Vertical Scale の設定を選択します： 

 Linear では、データが蓄積するにつれてヒストグラムが垂直に伸びて行きます。ヒストグ

ラムがディスプレイの上部に達すると、垂直軸を再スケーリングして画面上に保持しま

す。 

 LinConstMax はヒストグラムをほぼフルスケールに保ち、データが蓄積されると垂直軸を

再スケーリングします。 
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ヒストグラムの最適化 

ヒストグラムは、パラメータ・バッファ（＃Values）の最新の N 個のイベントを使用して最大 20 億ま

で動的に計算されます。ビンの数またはバッファ値が変更された場合は、必要な最後の N 回のイベン

トを使用してヒストグラムが再描画されます。ヒストグラム化されたパラメータのソースがメモリで

ある場合、新しいデータをメモリに格納する事が捕捉トリガ/スイープとして働き、パラメータ・バ

ッファおよびヒストグラムを更新します。 

Range 

分布を描画するのに必要な理想的範囲がはっきりしない場合、Find Center and Width ボタンを使用し

て最適範囲を計算し、それを用いてヒストグラムを再描画することが出来ます。Enable Auto Find が有

効な場合この機器は、値が範囲に対してどの位置にあるかの実行カウントを提供し、範囲の上または

下にある場合、それらの値がバッファ内にある間に自動的にヒストグラムを再計算することが出来ま

す。 

Bins 

ピーク値ビンまたはヒストグラムピークを決定することは、信号の支配的な値を示すので非常に有用

です。しかし、信号ノイズと取得されたパラメータ値の数に対するビンの数が多いとスパイク状のヒ

ストグラムが得られ、意味のあるピークを区別しにくくします。最適なビン数は、ビン値の変化があ

まり大きくなく、ヒストグラム分布がギザギザの外観でないものです。この機器は、ヒストグラム・

データを分析して、バックグラウンド・ノイズからのピークおよび非常に狭いビンによる小さなギャ

ップなどのヒストグラム定義上の不自然な結果を識別出来ます。  

ヒストグラム・ビンは、波形パラメータ値またはイベントのサブレンジを表します。ビンによって表

されるイベントは、そのサブレンジ内の任意の値であってよいですが、しかし、ヒストグラム自体の

計測パラメータは、ビン内のすべてのイベントが単一の値を持つと仮定します。計測器は、すべての

ヒストグラム計測パラメータで各ビンのサブレンジの中央値を使用します。ヒストグラムの範囲を細

分するために、使用されるビンの数が多いほど、実際のイベント値とヒストグラム計測パラメータで

想定される値との間の潜在的な偏差は少なくなります。それにもかかわらずより多くの箱を使用し

て、十分に特性ヒストグラム分布の同定のためのゴミ箱を作成する波形パラメータ測定(掃引回数が大

きい)からの大きい数を必要があります。 

スイープ 

すべての計測パラメータと同様にヒストグラムを計算するために使用されるイベントは、ディスプレ

イ上に表示されている波形の部分か、計測ゲートによって境界が定められた部分に対応します（デフ

ォルトのゲートは、グリッド全体を囲む 0 および 10div 位置あるいは波形スイープ全体です）。 

シーケンス・サンプリング・モードでは、各セグメントの捕捉がパラメータ計算に先立って行われ、

スイープはすべてのセグメントの捕捉と同等です。1 つのセグメントが選択されて表示されている場

合、ヒストグラムはそのセグメントの表示/ゲートされたイベントについてのみ再計算されます。  

セグメント化されていない波形の場合、捕捉はスイープと同じです。ひとつの捕捉でひとつの値を得

る計測パラメータ（振幅、面積、ベース、サイクル、遅延、デルタ遅延、継続時間、最初、最後、最

大、平均、中央値、最小、Nb 位相、Nb パワー、オーバーシュート+、オーバーシュート－、ピーク・

トゥ・ピーク、フェーズ、ポイント、RMS、標準偏差など）は、多くの捕捉でスイープが蓄積されな

い限り、最良のヒストグラムを生成できません。 
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Track と Trend 

トラックとトレンドはどちらも、計測パラメータ値をプロットし、時間変動を観察出来るツールで

す。以下の表は、その違いをまとめたものです。 

 Track Trend 

表すもの パラメータ値 vs 時間 パラメータ値 vs イベント 

累積 イベント数に制限はないが、非累積的（各

捕捉毎にリセット） 

複数の捕捉に渡り最大100万のイベント

の累積が可能 

他のデータとの時間相関 〇 × 

周波数ドメインのモニタ 〇 ×：ポイントが時間的に均等に配置され

ていないため、FFTには使用できません 

複数捕捉に跨がるパラメータの

モニタ 

×：捕捉毎にリセット 〇 

全ての計測パラメータ・データ

を保存する 

〇：キャプチャできる最大時間は、捕捉メ

モリとサンプリング速度によって制限さ

れます。 

×：オシロスコープが捕捉後に次の捕捉準

備をする時間の間にデータが欠ける可能性

があります。 

トラックのプロット 

トラックは、ソース波形と時間同期する計測パラメータ値で構成されたプロットです。ソース・パラ

メータと同じ垂直単位、水平単位は秒です。時間同期を維持するために、パラメータ値はサンプリン

グ速度で配置されて表示されます。 

一般的に、トラックは互いに密接し連続したデータ・ストリームをキャプチャする場合に使用するツ

ールです。トラック値は、計測値が変更されるまで同じ値がサンプリング周期ごとに繰り返されると

いう点で、冗長です。 

1. トラック表示したい計測パラメータのダイアログ（Pn）を開きます。これを行う簡単な方法

は、測定表のセルをタップすることです。 

2. Pn ダイアログ下部にある Track ツールバー・ボタンを押して、プロットを描画する演算

（Fn）を選択します。 

3. 新しい Track ディスクリプタ・ボックスをタッチして Fn ダイアログを表示し、Track サブダ

イアログを開きます。 

 

4. トラックのサブダイアログで、Find Scale を使用して適切な値を自動的に検索するか、Auto 

Find Scale をオフにして、手動で Center と Height/div を入力します。 

5. Interpolate または Extend から線の接続方法を選択します。  
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トレンドのプロット 

トレンドは、計測が行われた順に並べた一連の計測パラメータ値で構成されたプロットです。垂直単

位はソース・パラメータのもので、水平単位は測定番号です。トレンドには、各計測値の個々の値が

含まれます。トレンドはオシロスコープをチャートレコーダーの様に使う方法と考えてください。  

トレンドは、長期間にわたり、または複数の捕捉に跨がってパラメータの変動を視覚化する場合に特

に便利です。トレンドは、データの更新間隔が、捕捉間のデッドタイムより大きく離れている場合に

使用出来ます。 

1. ヒストグラムをプロットしたい計測パラメータに対応した計測パラメータ(Pn)設定ダイアログ

を開きます。これを行う簡単な方法は、測定表のセルをタップすることです。  

2. Pn ダイアログの下部にある Trend ボタンを押して、プロットを描画する演算（Fn）を選択し

ます。トレンドは、演算ディスクリプタ・ボックスと共に新しいグリッドで開いて来ます。 

3. 新しい Trend ディスクリプタ・ボックスをタッチして Fn ダイアログを表示し、Trend サブダ

イアログを開きます。 

 

4. 計算 Mode を All（捕捉一回ごとに複数ポイントをプロット）または Average(捕捉一回ごとに

1 ポイントをプロット）を選択します。Values to Trend :Trend プロットする 1 画面中の計測

値の数を入力します。 

5. トレンドを再スケーリングするには、Find Scale ボタンを使用して適切な値を自動的に検索

するか、Auto Find Scale をオフにして、Center と Height/div を手動で入力します。 
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計測パラメータ一覧 

 

 

標準計測パラメータ 

お使いの機器に標準で含まれる計測パラメータは以下になります。 

Amplitude(ampl) 

２値信号のハイとローのレベル差ノイズ、オーバーシュート、アンダーシュート、リンギングが測定

に影響しないという点で Peak-to-Peak(pkpk)と異なります。振幅は、Top-to-Base の式を使用して計算さ

れます。はっきりとした２値のレベルを持たない信号（三角波やのこぎり波など）では、Max-Min と

同じ値を返します。Amplitude は Amplitude サブダイアログで”Show one value per period”を選択する

事で、全ての周期に対してそれぞれ計算することもできます。  

Area(area) 

データの積分。ゼロ・レベルに対する波形の面積を計算します。ゼロ以上の値は area 値に正の寄与を

します；ゼロ未満の値は負の寄与をします。もし Cyclic にチェックが入っている場合は、area は全て

の周期に対してそれぞれ計算されます。 

Base(base) 

２値信号のローレベル（ハイレベルは Top）、または二値でない波形において最も確率の高い２つの波

形ステートの低い方。Base は、ノイズ、オーバーシュート、アンダーシュート、リンギングが測定に

影響しないという点で Minimum と異なります。Base パラメータは、はっきりとした２値のレベルを

持たない信号（三角波やのこぎり波など）では、Minimum と同じ値を返します。Base は Base サブダ

イアログで”Show one value per period”を選択する事で、全ての周期に対してそれぞれ計算すること

もできます。 

Bit Rate (bitrate) 

シリアル・データ信号のビットレート。立ち上がりエッジのみをもとに計算されるので DCD の影響は

ありません。データ・ストリームのビットレート計算には、立ち上がりエッジ間の区間が１つ以上と

れるように計測には最低でも３つの立ち上がりエッジ必要です。データ信号ではない場合は、測定値

はクロック周波数を返し、警告記号が計測値テーブルに現れます。  

Cycles(cycles) 

計測ゲート間（デフォルトでは 0division～10division あるいは捕捉全体）にある周期波形のサイクル数

最初のサイクルは、左計測ゲートの後の最初の遷移から始まります。  

遷移は正または負を指定することが出来ます。 

Delay(delay) 

捕捉トリガから、計測ソース信号の次の 50%クロスポイントまでの時間 Delay は、1 つの信号でトリ

ガし、他の信号の Delay を求める事によって、2 つの信号間の伝搬遅延を測定する事に使用出来ま

す。 

Delta Delay(ddelay) 

Source1 の（捕捉トリガに続く）最初の 50%レベル・クロスポイントから、Source2 最初の 50%クロス

ポイントまでの時間この計測値は Source2 のクロスポイントが Source1 のクロスポイントよりも前に

ある場合は負の結果を生じます。 

  

メモ：インストールされているオプションによって追加の計測パラメータが使用できる場

合があります。 
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Dperiod@level(dper@lv) 

波形の各サイクルの周期測定の隣接サイクル偏差（サイクル間ジッタ）。指定レベルでの立ち上がり

エッジ（Pos Slope）、立ち下がりエッジ(Neg Slope）、あるいは次のエッジ(Both Slope）を選択できま

す。レベルは、ノイズや他の外乱を除外するためにオプションでヒステリシスを設定し、絶対電圧ま

たは波形振幅のパーセントで指定できます。 

Dtime@level(dt@lv) 

２つの異なる入力信号の遷移間の時間。指定レベルでの立ち上がりエッジ（Pos Slope）、立ち下がり

エッジ(Neg Slope）、あるいは次のエッジ(Both Slope）を選択できます。レベルは、ノイズや他の外乱

を除外するためにオプションでヒステリシスを設定し、絶対電圧または波形振幅のパーセントで指定

できます。この時間は Source1 の最初の遷移から、Source2 の最初の遷移までを計算します。結果的に

この計測値は、Source1 の遷移が Source2 の遷移の後におこれば負の値として得られます。したがっ

て、Souce1 のひとつのみの遷移に対して計測ゲート設定することを推奨します。  

Dtrig Time(dtrig) 

前回の捕捉トリガから現在の捕捉トリガまでの時間。シーケンス・モード捕捉においては、ひとつの

単一セグメント波形からのトリガ間の時間になります。  

Duration(dur) 

Average、ヒストグラムまたはシーケンス・モード波形に含まれる最初の捕捉トリガから最後の捕捉ト

リガまでの時間。単一スイープの捕捉に対しては Duration の値は 0 になります。シーケンス・モード

捕捉では、Duration は最初のセグメントのトリガから最後のセグメントのトリガまでの時間になりま

す。捕捉の履歴に対して計算を行う Average、ヒストグラムおよび他の波形に対しては、Duration は累

積した波形のトリガの最初から最後までの時間になります。  

Duty Cycle(duty) 

データが信号の 50％レベルを上回る、または下回る区間のパーセント。ヒステリシス幅は振幅の 22%

を使用します。 

Duty@level(duty@lv) 

指定したレベルより上または下まわる区間幅のパーセント。立ち上がりエッジ（Pos スロープ）また

は立下りエッジ（Neg スロープ）に対して計測。レベルは、ノイズや他の外乱を除外するためにオプ

ションでヒステリシスを設定し、絶対電圧または波形振幅のパーセントで指定できます。  

Dwidth@level(dwid@lv) 

隣接する幅の差（デルタ）。指定レベルでの立ち上がりエッジ（Pos Slope）、立ち下がりエッジ(Neg 

Slope）、あるいは次のエッジ(Both Slope）を選択できます。レベルは、ノイズや他の外乱を除外する

ためにオプションでヒステリシスを設定し、絶対電圧または波形振幅のパーセントで指定できます。  

Edge@level(edge@lv) 

指定した閾値レベルを交差する波形中のエッジの数。指定レベルでの立ち上がりエッジ（Pos 

Slope）、立ち下がりエッジ(Neg Slope）、あるいは次のエッジ(Both Slope）を選択できます。レベル

は、ノイズや他の外乱を除外するためにオプションでヒステリシスを設定し、絶対電圧または波形振

幅のパーセントで指定できます。 

Edge to Edge (E2E) 

Source1 で指定したエッジから Source2 で指定したエッジまでの時間。 
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Fall80-20%(fall8020) 

計測ゲート間のすべての立ち下がり遷移について、平均した振幅の 90％から 10％へのパルス波形の

立ち下がり遷移時間。（三角波や鋸波のように）２つの主要なレベルを持たない信号の場合には、振

幅計算に使用される Top-to-Base は Max.および Min.に置き換えられて、結果は予測される値からずれ

てきます。 

Fall Time(fall) 

計測ゲート間のすべての立ち下がり遷移について、平均した振幅の 90％から 10％へのパルス波形の

立ち下がり遷移時間。（三角波や鋸波のように）２つの主要なレベルを持たない信号の場合には、振

幅計算に使用される Top-to-Base は Max.および Min.に置き換えられて、結果は予測される値からずれ

てきます。 

Fall@level(fall@lv) 

パルス波形の立下り遷移の２つのユーザ指定遷移レベル間の時間幅。立下りエッジの２つの垂直レベ

ル値を立下り時間の計算に使用します： 

High=upperthreshholdvaluexAmplitude/100+Base 

Low=lowerthresholdvaluexAmplitude/100+Base 

レベルは、ノイズや他の外乱を除外するためにオプションでヒステリシスを設定し、絶対電圧または

波形振幅のパーセントで指定できます。 

First 

左側の計測ゲートが時間軸と交わる時間。計測に含まれる最初のサンプリング・ポイントを示しま

す。デフォルトではグリッド左端に配置されており、0divsion の時間になります。 

Freq@level(freq@lv) 

ユーザ指定レベルでのクロスポイント間の時間として計測される繰り返し信号の周期。左側計測ゲー

ト後の最初の遷移から計測を始めます。period は遷移ペアそれぞれについて計測され、frequency はそ

れぞれの period 計測値の逆数として計算されます。 

Frequency(freq) 

50％クロスポイント間の時間として計測される繰り返し信号の周期。左側計測ゲート後の最初の遷移

から計測を始めます。period は遷移ペアそれぞれについて計測され、frequency はそれぞれの period

計測値の逆数として計算されます。 

FWHM(fwhm) 

最高ピークの高さの半分の母集団での最大ヒストグラムピークの幅。半値全幅あるいは FWHM は（よ

い統計の）分布の伝統的な経験則です。もし分布が正規分布であれば、FWHM は約 2.35σとなるの

で、２σの初期的な推測値としてしばしば使用されます。この近似が成り立たない場合、分布は正規

分布ではありません。 

FWXX(fwxx) 

xx%における全幅。最高ピーク高さの母集団のユーザ指定パーセントにおける最大面積ヒストグラム

ピークの幅。 
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Half Period(hper) 

波形の半周期。（同じ波形内の）指定レベルにおける２つの逆向きスロープの遷移間の時間で計測さ

れます。スロープ設定は最初の遷移を指定し、立ち上がりエッジ(Pos Slope)でも、立下りエッジ(Neg 

Slope）、あるいは次の交点（Both Slope)でもかまいません。レベルは、ノイズや他の外乱を除外する

ためにオプションでヒステリシスを設定し、絶対電圧または波形振幅のパーセントで指定できます。  

Hist ampl(hampl) 

２つの主要な値を持つ分布の場合、ヒストグラム内の最も高さの高い 2 つのピーク間の値の差。もし

分布に主要な２つのピークが存在しない場合にはヒストグラムの最大値と最小値の差となります。  

Hist base(hbase) 

最も高い２つのヒストグラムピークの左端の値。 

Hist max pop(hmaxp) 

ヒストグラムの最大母集団（最高）ピークのカウント数。 

Hist maximum(hmax) 

ヒストグラムの最大計測値。 

Hist mean(hmean) 

ヒストグラム測定の平均あるいは代表値。 

Hist median(hmedi) 

ヒストグラムの平均値。ヒストグラムの母集団を２つの等しい部分に分ける X 軸の値。 

Hist minimum(hmin) 

ヒストグラムの最小測定値。 

Hist mode(hmode) 

最大ヒストグラムピークによって表される値。ヒストグラム描画されている計測パラメータの単位で

表示されます。 

Hist pop@x(pop@x) 

指定した水平軸位置でのヒストグラムのビンの母集団。トリガを停止してこの計測値のために軸ラベ

ルを表示しておくと水平軸範囲を見ることができて便利です。この範囲内にひとたび数値を指定すれ

ば、ヒストグラム・カーソルが表れるので、これをドラッグして X 軸に沿って異なる位置に動かすこ

とができます。計測値テーブルに表示される値は、カーソルをドラッグすると変わります。  

Hist range(range) 

ヒストグラムの最大値～最小値の範囲。 

Hist rms(hrms) 

ヒストグラムの値の二乗平均平方根(RMS） 

Hist sdev(hsdev) 

ヒストグラムの値の標準偏差。 

Hist top(htop) 

右端のヒストグラムのピークの値。  
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Hist X@peak(x@pk) 

n 番目に高いヒストグラムピークの値。n の値を指定します。 

Hold Time 

信号のクロック・エッジからデータ信号のエッジまでの時間。  

Last 

右側の計測ゲートが時間軸と交わる時間。計測に含まれる最後のサンプリング・ポイントを示しま

す。デフォルトではグリッド右端に配置されており、10divsion の時間になります。 

Level@X(lvl@x) 

指定された x 位置の垂直値を求めます。x の位置が 2 つの点の間にある場合、補間された値が返され

ます。Nearest point チェックボックスをオンにすると、最も近いデータポイントの垂直値が表示され

ます。 

Maximum(max) 

波形の最大値を計測します。TOP とは異なり、２値の波形である事を想定しません。  

Mean(mean) 

時間領域波形のデータの平均。データ値のヒストグラムの分布重心として計算されます。 

Median(medi) 

BASE 値と TOP 値の平均値。 

Minimum(min) 

波形の最小値。Base とは異なり Minimum は波形に 2 つのレベルを仮定しません。 

Num Points(npoints) 

計測ゲート間のソース波形内のポイント数 

Overshoot-(ovsh-) 

立ち下がりエッジに続くオーバーシュートの量。これは振幅のパーセンテージとして表されます。

Overshoot-は、式：（base-min）/amplx100 を使用して計算されます。2 つの大きなレベルを持たない信

号（三角波や鋸歯状波など）では、予測可能な結果が得られないことがあります。  

Overshoot+(ovsh+) 

立ち上がりエッジに続くオーバーシュートの量。これは振幅のパーセンテージとして表されます。

Overshoot+は、式：（max-top）/amplx100 を使用して計算されます。2 つの大きなレベルを持たない信

号（三角波や鋸歯状波など）では、予測可能な結果が得られないことがあります。  

Peaks(peaks) 

ヒストグラムのピークの数。 

Peak to Peak(pkpk) 

波形の最高点と最低点の差。Amplitude と異なり、Peak to Peak には波形に 2 つのレベルを仮定しませ

ん。pkpk は、式：max-min を使用して計算されます。 

Percentile(pctl) 

左側の総数が全体の xx％になるヒストグラムを分割する水平方向のデータ値。  
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Period(period) 

すべての 50％クロスポイント間の時間。左計測ゲートの後の最初の遷移から開始し、各遷移ペアにつ

いて周期が計測さます。 

Period@level(per@lv) 

指定されたレベルのすべての隣接ペア間の時間。左計測ゲートの後の最初の遷移から開始し、各遷移

ペアについて周期が計測さます。 

Phase(phase) 

分析される信号と基準信号との間の位相差。両信号は、立ち上がりエッジの 50％ポイントから測定さ

れます。 

NBPhase 

波形の特定の周波数での狭帯域位相の計測。 

NBPower 

波形の特定の周波数での狭帯域パワーの測定を行います。 

N-cycle Jitter 

nUI 離れたエッジ間の pkpk ジッタ。結果は時間(秒)または UI で表示されます。 

Rise20-80%(rise2080) 

計測ゲート間のすべての立ち上がり遷移で平均振幅の 20％から 80％へのパルス波形の立ち上がり遷

移時間。（三角波や鋸波のように）２つの主要なレベルを持たない信号の場合には、Rise 計算に使用

される Top-to-Base は Max.および Min.に置き換えられて、結果は予測される値からずれてきます。 

Rise Time(rise) 

計測ゲート間のすべての立ち上がり遷移で平均振幅の 10％から 90％へのパルス波形の立ち上がり遷

移時間。（三角波や鋸波のように）２つの主要なレベルを持たない信号の場合には、Rise 計算に使用

される Top-to-Base は Max.および Min.に置き換えられて、結果は予測される値からずれてきます。  

Rise@level(rise@lv) 

ユーザ定義の遷移レベル間のパルス波形の立ち上がりエッジの時間幅。立ち上がり時間の計算には、

立ち上がりエッジで 2 つの垂直方向の値を使用します。 

Low=lowerthresholdxAmplitude/100+BaseHigh=upperthresholdxAmplitude/100+Base  

レベルは、ノイズや他の外乱を除外するためにオプションでヒステリシスを設定し、絶対電圧または

波形振幅のパーセントで指定できます。 

RMS(rms) 

(測定ゲート間の）データの二乗平均平方根。以下の式を使用します：  

ここで vi は測定されたサンプル値を表し、N は区間内のデータポイントの数です。 

Setup 

データエッジからクロック・エッジまでの時間。  
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Skew 

（Clock1 に最も近い）Clock2 エッジの時間から Clock1 エッジの時間を引いた時間。"Clock"は、任意の

2 つのソース（データ信号を含む）の指定されたエッジおよびレベルを指します。  

Slew Rate(slew) 

遷移領域におけるスリューレートまたはローカル dV/dt 

Std Dev(sdev) 

次式を使用して計測ゲート間のデータの標準偏差を求めます：  

 

ここで vi は測定されたサンプル値を表し、N は区間内のデータポイントの数です。これは、平均値が

ゼロの波形の実効値に相当します。AC RMS とも呼ばれます。 

TIE@level(tie@lv) 

指定のスロープの指定レベルとのクロスポイントの測定された時間と理想的な予想時間との差。計測

結果は時間(秒)またはユニット・インターバル(UI)で与えられます。UI は、クロック１周期に等しくな

ります。VClock サブダイアログで設定される仮想クロックは Standard(1.544MHz)またはカスタム・リ

ファレンス・クロックの選択でシミュレート可能です。また、低周波ジッタをフィルタリングするた

めに数式で定義される Golden PLL を使用可能です。カットオフ周波数はユーザが選択出来ます。 

Time@level(time@lv) 

トリガ（t=0）から指定レベルでのクロスポイントまでの時間。  

Top(top) 

２値信のハイレベル（ローレベルは Base）、または二値でない波形において最も確率の高い２つの波

形ステートの高い方。ノイズ、オーバーシュート、アンダーシュート、リンギングが測定に影響しな

いという点で Maximum と異なります。Top パラメータは、はっきりとした２値のレベルを持たない信

号（三角波やのこぎり波など）では、Maximum と同じ値を返します。Top は Top サブダイアログで”

Show one value per period”を選択する事で、全ての周期に対してそれぞれ計算することもできます。  

Total Pop(totp) 

ヒストグラムの母集団(プロットされた値の数)の合計を表します。 

Width(width) 

50%レベル、正スロープで計測されたパルスの幅。ヒステリシスには 22%振幅が使用されます。 

Width@level(wid@lv) 

ユーザ指定レベルおよび正スロープで計測したパルス幅。 

WidthN(widn) 

50%レベル、負のスロープで計測されたパルスの幅。ヒステリシスには 22%振幅が使用されます。 

X@max(x@max) 

測定ゲートの間の最大値の水平軸の位置。  
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X@min(x@min) 

測定ゲートの間の最小値の水平軸位置。 

カスタム計測パラメータ 

これらの”計測パラメータ”は、カスタム・スクリプトをオシロスコープ処理プロセスに組み入れ、

リアルタイムにパラメータの結果を読み取ることができるようになります。それらは XDEV オプショ

ンとともにインストールされます。スクリプトは、数値の結果を生成する必要があります。  

ExcelParam 

Excel で計算されるカスタム計測パラメータ。計測はひとつまたは 2 つの波形(一連の時間値のぺアと

して)を Excel スプレッドシートに転送し、関数の結果をパラメータに読み込みます。 

Fast MultiWave Port 

メモリに格納された C++ファイルから複数の入力を使ってアクセスし、カスタム計測パラメータの計

算を行えます。その結果は追加でパラメータに読み戻すことができます。 

HParamScript 

波形ではなく、ひとつまたは 2 つの入力ヒストグラムに対して計測の計算を行うカスタム Visual Basic

または Java スクリプト。 

MathCad param 

計測値を計算するカスタムの MathCad 関数。 

MATLAB param 

計測値を計算するカスタム MATLAB 関数。オシロスコープ上で MATLAB スクリプトを作成、あるいは

スクリプトに既存の MATLAB 関数を呼び出すことができます。MATLAB は、オシロスコープ上で、あ

るいはオシロスコープからアクセス可能なホスト上で実行できます。MATLAB のリモート接続につい

ては、MAUI Oscilloscopes Remote Control and Automation Manual を参照してください。 

ParamScript 

1 つまたは 2 つの入力波形からの計測値を計算する Visual Basic または Java スクリプト。スクリプト

は、オシロスコープ上で、またはリモートでオシロスコープからアクセス可能なホスト上で実行する

ことができます。リモート接続については、MAUI Oscilloscopes Remote Control and Automation Manual

を参照してください。 

 

 

  

http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
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EMC パルス・パラメータ・オプション 

EMC オプションは、EMC/ESD 規格で特徴的な立ち上がり時間や立ち下がり時間、パルス幅特性の計測

においてオーバーシュートやアンダーシュート、またはテールのリンギングによる影響を受けないよ

うにオシロスコープの計測機能を強化します。 

At Level パラメータ 

Rise@Level、Fall@Level、Width@Level、Time@Level および dTime@Level において、絶対電圧もしくは

計算された Top、Base に基づいた振幅の％値を使用した Level 設定に加えて、以下のレベル指定が可

能です： 

 実際の Peak to Peak 値 

 0V–Max 

 0V–Min 

オプションをアクティブにすると、Level ポップアップ・メニューに新しい選択項目が追加されます。

その他については、他の計測パラメータと全く同様に設定されます。 

EMC パラメータ 

EMC 計測用に設計された 2 つのパラメータが IEC EMC サブメニューに追加されます。 

 EMClvlPulse—EMC Level After Pulse、すなわち信号の前半部分を省いた指定のパルス遷移に続

く信号レベルを計測することができます。 

 EMCt2Val—EMC Time to Halv Value すなわち、立ち上がりエッジの 0%の補間時間と立ち下がり

エッジの半値の時間の時間間隔を計算します。0%時間の補間は低いクロスレベルおよび高い

クロスレベル閾値を使用した線形外挿法で得られます。  
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計測パラメータ値の計算 

計測器は、計測パラメータ値を計算するのに次の方法を使用します。 

TOP および BASE ラインの決定 

トップとベース基準線の適切な計測は、正しいパラメータ計算を確実にするための基本です。まず左

右の計測ゲートにはさまれた時間区間で波形データのヒストグラムを計算することによって解析を開

始します。たとえば、2 値のステートをもつ遷移波形のヒストグラム(図参照)には 2 つのピークが含

まれます。この解析では、最大のデータ密度を含む 2 つの集団を特定しようとします。次に、これら

の 2 つの集団に関連する最も可能性の高い状 

態（重心）が計算され、TOP および BASE 基準レベルが決定されます：トップラインはトップに対応

し、ベースラインは下側の重心位置に対応します。  

 

Rise および Fall Time の定義 

TOP と BASE が推定されると、立ち上がりと立ち下がり時間が計算出来ます。振幅（ampl）パラメー

タを使用して、適切な閾値が機器によって自動的に決定されます。  

立ち上り時間または立下り時間の閾値は、絶対値または相対的な設定を使用して選択することが出来

ます。Absolute 設定を選択すると、立ち上がりまたは立ち下がりエッジで 2 つのクロスポイントの間

の時間間隔として立ち上がり時間または立ち下がり時間が計測されます。相対設定が選択された場合

には、トップとベースラインではさまれた垂直区間をパーセント・スケール (ベース=0%、トップ

=100%)に分割しクロスポイントの垂直位置を決定します。その後、立ち上がりまたは立下りエッジの

ポイント間を隔てる時間間隔を立ち上がりまたは立下り時間として推定します。  

 

立ち上がりエッジの時間  立ち上がりエッジの時間 

 

ここで Mr は見つかった立ち上がりエッジ数、Mf は見つかった立ち下がりエッジ数、Tri
xは立ち上が

りエッジ i が x%レベルと交差する時間、Tfi
xは立ち下がりエッジ i が x%レベルと交差する時間。 
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時間パラメータの定義 

Width、Period および Delay などの時間パラメータ計測値は、上基準線と下基準線の間の中間（50％）

に位置する中心基準レベル、または@レベルパラメータの指定レベルに対して実行されます。  

時間パラメータの計測は、計測ゲート内に含まれるサイクル数に依存します。もしサイクル数が整数

ではない場合、rms や mean の様なパラメータ計測は値がずれます。最後のみの値が実際に表示され

ますが、統計表示を有効にすると平均値を見ることができます。これらのバイアスの効果を避けるた

めには、crm cmean サイクルの整数計算を制限するなど、繰返しのパラメータを選択できます。 
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時間差計測の定義 

この機器は、Delay、Setup、Hold delay などの 2 つのトレース間の正確な時間差測定が可能です。 

スキューなどのパラメータでは、クロックとデータ信号の遷移極性の指定が必要です。ヒステリシス

範囲を指定し、ヒステリシス間隔の境界を超えない疑似遷移を無視するようにすることが出来ます。

下の図でスキューは Source1 の立ち下がりエッジと Source2 の立ち上がりエッジの間の時間間隔を計

測します。 
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演算 

演算トレース（Fn）は、数学的操作をソース・トレースに適用した結果を表示します。演算の出力は

常に別のトレースですが、計測パラメータの出力は測定の表形式の読取り値となる点が違いです。  

演算（Math）は、任意のチャンネル（Cn）、ズーム（Zn）、またはメモリ（Mn）トレースに適用出来

ます。これは、別の演算トレースに適用することもでき、連結演算を可能にします（たとえば、トレ

ース F1 は C1 の平均を示し、トレース F2 は F1 の積分を提供します）。 

高機能カスタマイズ・オプション（XDEV）がインストールされた機器では、カスタム・スクリプトを

使用して、計測パラメータ、演算、またはパラメータ演算を定義することが出来ます。アプリケーシ

ョンに応じて、VBScript（機器の“ネイティブ言語”）のほかに、いくつかのスクリプティング“言

語”がサポートされています。これらのオプションは、計測パラメータ/演算選択ウィンドウの

Custom サブメニューで見つけることが出来ます。スクリプトは、機器の Script Editor ウィンドウに読

み込んだり書き込んだり、後で使用するために保存したりすることが出来ます。プロセスの説明につ

いては P Script の使用を参照してください。 

あらゆるモデルで標準の広範な演算機能に加えて、オプションのソフトウェア・パッケージを使用し

て、さまざまな分野やアプリケーション向けにカスタマイズされた高度な演算解析ツールが提供され

ます。各オプション・パッケージで利用可能な演算ツールについては、teledynelecroy.com の製品デー

タシートを参照してください。 

ソフトウェア・オプションがインストールされている場合、新しい機能には通常、Math メニューで

はなく Analysis メニューからアクセス出来ますが、Measure および Math ダイアログを使用すると専用

の計測パラメータと演算を使用出来ます。 

 

演算機能の設定 

演算設定ダイアログを使用して、演算トレースを設定します。演算は、1 つ以上のチャンネル、ズー

ム、メモリ、または演算トレースを入力とし、新しい演算トレース（Fn）を出力します。演算に必要

なその他の設定は、画面右のサブダイアログに表示されます。  

シングル演算は、1 つまたは 2 つの入力ソースに対して 1 つの演算を実行します。 

デュアル演算は２つの演算を組み合わせてひとつの結果を得ます。これにより、2 つの別々の演算を

使って連結する必要がなくなります。シングル演算と同様に、必要なソースの数は演算に応じて  

異なります。Operator1 のソースは 1 つだけ必要ですが、Operator2 のソースは 2 つ必要な場合もあり

ます（最初の操作の結果は 1 つのソースとしてカウントされます）。 

 

 

 

  

メモ: WavePro HD オシロスコープでは、演算は 500Mpts を超える捕捉の中心 500Mpts の部

分のみで計算されます。このゾーンで計算したい領域の配置のための情報については長い

捕捉の操作をご覧ください。 

http://teledynelecroy.com/japan/default.asp
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新しい演算の設定 

1. メニューバーから、Math>Math Setup を選択するか、フロントパネルの Math ボタンを押し

ます。 

2. Fnタブのいずれかをタップして場所を選択します。 

どの演算を使用するかが分かっている場合は、Math メニューから Fn Setup...を選択します。 

Web Edit を選択することも出来ます。この場合、この演算は processing Web に端子として追

加されます。Web Edit の使用を参照して演算を設定してください。 

3. Operator1 で、適用する演算を選択します。 

 

 

 

 

4. 演算を選択すると、表示される Source フィールドの数が決まります。各フィールドで選択を

行うか、ソース・チャンネルのディスクリプタ・ボックスをソース選択フィールドにドラッ

グします。 

作成している演算の概要がダイアログに表示されます。これを参考にして、必要な機能を実

現するためにソースが適切な順序になっていることを確認してください（例：C1-C2 vs. C2-

C1）。 

5. 選択した演算に他の設定可能な設定がある場合は、演算と同じ名前のサブダイアログが表示

されます。タブをタップしてダイアログを開き、それ以上の設定を行います。ダイアログ上

に説明が表示されます。 

グラフ化 

演算（Fn）設定ダイアログの Graph ボタンを使用すると、演算トレースに計測パラメータを同時に

適用し、ヒストグラム、トラック、またはトレンドを使用して結果をプロットすることが出来ます。

ヒストグラムとトラックおよびトレンドを参照してください。 

 

 

 

他の演算と同様に、プロットが選択された後、サブダイアログに構成可能な設定が表示されます。  

 

 

 

  

メモ:高度カスタマイズ・オプション（XDEV）が入っている場合、Operator をいく

つかのスクリプト  "言語"の 1 つで書かれたカスタム・スクリプトにする事が出来

ます。 Custom サブメニューから選択し、Script Editor でスクリプトをインポート

またはエクスポートします。手順については、PScript の使用を参照してくださ

い。 

ヒント：プロットは、パラメータ（Pn）設定ダイアログでツールバーを使用して作成され

たプロットと同じです。 
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メモリまたは演算トレースの調整 

チャンネル・トレースとは異なり、メモリ（Mn）または演算（Fn）トレースのスケールは、個別のズ

ーム・トレースを作成することなく直接調整出来ます。ズーム・トレースに使用されるズーム比コン

トロールと同じ設定がズーム・サブダイアログに表示されますが、このメニューでは新しいズームを

作成するのではなく、アクティブな演算またはメモリ・トレースの表示サイズを変更するだけです。

これは、解析オプションとグラフを使用して生成されたトレースを含む、数学関数（Fn）トレースと

して作成されたすべてのトレースで同様です。 

必要に応じて、通常のズームを作成するのと同じように、メモリまたは関数のトレースから別のズー

ム・トレースを作成することが出来ます（選択ボックスをドラッグするなど）。この場合、トレース

を描画するズーム位置（Zn）の 1 つを選択しますが、ソース・トレースは元の縮尺で残ります。  

 

演算設定ダイアログ 

演算が作成されて演算設定ダイアログ（Fn）に保存されたら、メインの Math ダイアログを使用して

それを素早く有効/無効に出来ます。また、このダイアログを使用してズーム・トレースをオン/オフ

することも出来ます。 

 

Math ダイアログを開くには、フロントパネルの Math ボタンをタッチするか、メニューバーから

Math>Math Setup を選択します。表示する各機能の横にあるチェックボックスを On にします。 

演算を変更するには、Fnボタンを押します。 

すべての演算設定を消去するには、Reset All をタップします。 

累積機能（Average など）でカウンタをリセットするには、Clear Sweeps をタップします。 
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Average 演算 

 

 

Average の設定 

演算として Continuous または Summed Average を適用するには： 

1. 通常の手順に従って、Basic Math サブメニューから Average を選択して演算を設定します。 

2. Average サブダイアログで、Summed または Continuous を選択します。 

3. Sweep をタップして値を入力します。有効範囲は 1〜1,000,000 スイープです。 

 

 

 

Summed Averaging 

加算平均(Summed Average)は、連続してソース波形の捕捉を繰り返し、同じ重みで加算します。安定

したトリガが利用可能である場合、結果として得られる平均されたトレースは、単一ショット捕捉の

ランダムノイズ成分よりも低いランダムノイズ成分となります。スイープの最大回数に達すると、平

均化プロセスは停止します。Summed average では、平均する捕捉数を指定します。平均化されたデー

タは上限スイープ数に達するまで定期的に更新されます。  

ダイアログ内の数字を変更するだけで、それまでの捕捉に追加して、より多くの捕捉を蓄積すること

が出来ます。ただし、他のパラメータは変更しないでください、そうしないと新たに最初から平均計

算が開始されます。トリガ・モードを NORMAL/AUTO から STOP に変更することにより、平均化を一

時停止することが出来ます。トリガ・モードを NORMAL/AUTO に戻すと、平均化が再開されます。 

CLEAR SWEEPS ボタンを押すか、入力ゲイン、オフセット、カップリング、トリガ条件、タイムベー

ス、または帯域幅制限などの捕捉設定を変更すると、累積平均はリセットされます。演算の現在の平

均された波形の数は捕捉ステータス・ダイアログに表示されます。。加算平均が実行されると、ディ

スプレイは、平均化速度（1 秒当たりのポイントおよびイベント）を増加させるために、ディスプレ

イの更新レートは減少します。 

Continuous Averaging 

連続加重平均（システムのデフォルト設定）を計算するときは、連続した入力波形データを累算する

ときに、捕捉の時間に応じて異なる重み付けを適用します。この方法は、ゆっくりと浸透する信号ノ

イズを低減するの 

に特に有効です。最も新しく捕捉された波形の重みが以前に捕捉された波形の重みよりも大きく設定

されるため、連続加重平均は新しい波形の統計的変動の影響を強く受けます。。以前の波形の重みは

指数法則に従って徐々にゼロに漸近します(重みが減少するに伴って、漸近速度は上昇します)。 

重み付け係数を割り当てることによって、新しいデータと古いデータの重要性を定義します。連続平

均を使用すると、テスト中のシステムを調整し、結果をすぐに確認することが出来ます。加算平均

（Summed Average）と連続平均（Continuous Avarage）の両方の式は次のとおりです： 

new average=(new data+weight*old average)/(weight+1)  

  

メモ:WavePro HD においては 500Mpts を超える捕捉について、Average は無効となります。 

ヒント：Continuous Average（のみ）をすばやく設定するのであれば、チャンネル設定ダイ

アログ（Cn）を開き、平均するスイープ回数を  Averaging 欄で入力します。有効範囲は 1

〜1,000,000 スイープです。 



演算と計測 

113 

ただし、設定した Sweep 数に達すると古い平均値に割り当てられる重みは固定値が適用されます。

たとえば、スイープ（weight）値が 4 の場合： 

Sweep  New Average = 

1 (古いアベレージは無) (new data +0 * old average)/(0 + 1) = new data only 

2 (new data + 1*old average)/(1 + 1) = 1/2 new data +1/2 old average 

3 (new data + 2 * old average)/(2 + 1) = 1/3 new data + 2/3 old average 

4 (new data + 3 * old average)/(3 + 1) = 1/4 new data + 3/4 old average 

5 (new data + 4 * old average)/(4 + 1) = 1/5 new data + 4/5 old average 

6 (new data + 4 * old average)/(4 + 1) = 1/5 new data + 4/5 old average 

7. (new data + 4 * old average)/(4 + 1) = 1/5 new data + 4/5 old average 

 

このように、Sweep 数>4 では、古いデータの重要性が指数関数的に減少し始めます。  

 

 

 

Copy 演算 

Copy 演算は、現在の波形のコピーを未処理状態で最初の使用可能なメモリ位置に保存します。元の

波形で処理を続行することも出来ますが、前もって元データを保存したコピーによって処理速度が向

上する場合がありま 

す。つまりコピーを使用する場合には追加の演算を計算する前に、それまでに行われた計算を元に戻

す必要がないからです。しかし、より速いスループットの利点の代わりにメモリ使用量は犠牲になり

ます。 

通常の手順に従って、演算を設定し、Misc サブメニューから Copy を選択します Wform Copy サブダ

イアログで、オプションで Reset Count または Change BatchSize を選択します。 

  

メモ:平均を計算するために使用されるスイープの数は、トレース・ディスクリプタ・ボッ

クスの下部に表示されます。 
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ERes(分解能向上)演算 

 

 

ERes（Enhanced Resolution :分解能向上）フィルタにより、垂直分解能が向上し、近接した電圧レベル

を区別することが出来ます。この機器の ERes 機能は、シンプルな移動平均フィルタで信号を平滑化

するのと似ています。しかし、バンド幅フィルタおよび通過帯域フィルタより効果的です。  

以下の場合に ERes を使用します： 

 シングルショット捕捉の場合、またはデータレコードがゆっくりと繰り返している場合

（Average を使用できない場合）。 

 ノイズ測定をする必要がなく、ノイズの多い信号のノイズを低減する場合。  

 高精度電圧測定（例えば、高感度ゲイン設定でのズーム）を行う場合。  

 

ERes の設定 

演算として ERes を設定するには： 

1. 通常の演算設定手順に従って、Filter サブメニューから Eres を選択して演算を設定します。 

2. Trace On チェックボックスをタッチします。 

3. ERes サブダイアログで、ポップアッメニューから改善する bit 数を選択します。 
 

分解能向上演算の動作 

分解能向上演算は、各フィルタ設定に対して垂直解像度を一定量だけ向上させます。この実質分解能

の増加は、信号にノイズがあるかどうか、または信号がシングルショットであるか反復的であるかに

かかわらず生じます。信号対雑音比（SNR）の改善は、元信号のノイズの形態によります。分解能を

よりあげるフィルタ設定により、ノイズの一部をフィルタすると共に信号の帯域幅が減少します。  

本機器の定位相有限インパルス応答（FIR）フィルタは、演算速度が速く、0.5 ビットステップで 0.5〜

3 ビットの分解能向上、優れたステップ応答、最小限の帯域幅低減を提供します。0.5～+0.5 ビットの

設定をする事で帯域幅は半分になり、帯域幅のトレードオフを容易に制御出来ます。  

 

分解能向上 -3dB帯域幅   

(x ナイキスト) 

フィルタ長 

（サンプル数） 

0.5 0.5 2 

1.0 0.241 5 

1.5 0.121 10 

2.0 0.058 24 

2.5 0.029 51 

3.0 0.016 117 

 

  

メモ:WavePro HD においては 500Mpts を超える捕捉について、ERes は無効となります。 
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ローパス・フィルタでは、特定の状況で得られる実際の SNR の増加は、信号上のノイズのパワー・ス

ペクトラ 

ム密度に依存します。 

SNR の改善は、信号内のノイズがホワイトノイズ（周波数スペクトラム全体に均等に分布している）

であれば分解能向上に一致します。雑音電力が高周波に偏っている場合、SNR 改善は分解能向上より

もさらに良好になります。 

ノイズが主により低い周波数である場合、逆のことが当てはまる可能性があります。例えばクロック

信号のコヒーレントノイズ信号の除去による SNR 改善は、通過帯域内の信号の支配的な周波数成分の

低下によって決定されます。これは、スペクトラム解析を用いれば容易に確認出来ます。フィルタ

は、正確に一定のゼロ位相応答を有します。これには 2 つの利点があります。第 1 に、フィルタは、

たとえイベントの周波数成分が異なったとしても、波形内の異なるイベントの相対位置を歪ませませ

ん。第 2 に、波形は保存されるので、通常発生するフィルタによる遅延（入力波形と出力波形との間

の遅延）は、フィルタされた波形の計算中に正確に補償することが出来ます。  

フィルタは低周波で正確にゲイン=1 となっています。従って、ソースデータがオーバーフローしてい

ない場合、ERes はオーバーフローを引き起こしません。ソース・トレースの一部がオーバーフローす

ると、フィルタ 

の適用は可能ですが、オーバーフローしたデータ付近の結果（フィルタのインパルス応答の長さ）は

正しくありません。これは、状況によっては、オーバーフローが 1 つまたは 2 つのサンプルのスパイ

クである可能性があり、このスパイクのエネルギーが結果に大きな影響を与えるには不十分であるた

めです。トレースがオーバーフローして一部のデータを欠いた状態でフィルタを適用する事は望まし

くありません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

メモ：ERes はトレースの分解能を向上させますが、ADC 本来の量子化誤差や直線性を向上

させることはできません。通過帯域は、カットオフ周波数付近の信号の振幅を低下させま

す。通過する最高周波数はわずかに減衰します。有限レコード長でフィルタを適用しま

す。波形の左端と右端のデータが失われ、フィルタ後にトレースがわずかに短くなりま

す。失われるサンプルの数は、使用されるフィルタのインパルス応答の長さに正確に等し

くなり：2〜117 サンプルです。通常、この損失（50,000 点のトレースのわずか 0.2％）

を意識することはありません。ただし、ポイント数が少ない場合はレコードをフィルタし

てポイントが減りすぎ、データが出力されない場合もありえます。この様な場合は、ERes 

機能を使用することはできません。 



 WavePro HD オシロスコープ・オペレーターズ・マニュアル  

116 

Fast Wave Port 演算 

Fast Wave Port 演算は XDEV オプションが入っていると演算選択メニューの Custom カテゴリの中に現

れます。Fast Wave Port は Teledyne LeCroy X-Stream オシロスコープの機能で、C/C++言語で記述された

カスタム・アルゴリズムをオシロスコープの処理ストリームに挿入することが出来ます。また、デバ

ッグあるいは外部処理の目的で捕捉システムからカスタム・アルゴリズムまでのデータ・スループッ

トを最大化します。スクリプトエディタを使用して、カスタム・アルゴリズムをオシロスコープに直

接書き込むことが出来ます。 

2 つの Windows システムプロセスがひとつのメモリ領域を共有するので、Faxt Wave Port はオシロス

コープ・アプリケーションとは別のプロセスで実行される捕捉システムとカスタム・アルゴリズム間

の高速データ転送を可能にします。Fast Wave ポートの主な利点は、アルゴリズムが実装され、さら

に重要なことに、メイン・アプリケーションとは独立してデバッグできることです。  

アルゴリズムの結果を X-Stream 処理ストリームに転送することも可能です。もしパフォーマンスが第

一の目標であり、XStream ソフトウェア内の結果のさらなる処理または表示が必要ない場合、このス

テップはスキップする事が出来ます。 

Fast Wave Port は、C/C++プログラミング言語用に設計されています。ただし、名前付きメモリマッ

プ・ファイルを開くことができる Windows 名前付きイベント（Mutex）をサポートする任意の言語で

処理を実装することは、理論上可能です。ただし、C/C++以外の関数を使用した関数の動作について

は保証しません。 

メモリ・ウィンドウのサイズは 80MB 固定です。これは 40ms に相当します。 

 

 

 

Fast Wave Port を使用するには、通常の手順に従い演算を設定し、演算として Fast Wave Port を選択

し、Fast Wave Port サブダイアログで適切な設定を行います。 

Port Name は重要であり、メモリ・ウィンドウのベース名と Windows OS 内のグローバルオブジェク

トを示します。複数の高速ウェーブポート機能を並列に使用する場合は、デフォルト値を変更してく

ださい。 

 

 

 

デフォルトのグローバルオブジェクトのフルネームは次のとおりです。  

オブジェクト フルネーム 

メモリマップ・ファイル FastWavePort1File 

利用可能データ FastWavePort1MutexDataAvailable 

処理完了イベント FastWavePort1MutexProcessingComplete 

 

Timeout コントロールは、DSO がカスタム処理関数の完了するのを待つ時間を指定します。これによ

り、決して終了しない可能性のあるカスタム処理機能を DSO が無期限に待つのを防ぎます。このコン

トロールを妥当な値に設定することに注意してください。つまり、カスタム処理よりも妥当な時間だ

け長い時間がかかることを意味します。 

ヒント：C ++アプリケーションの例については、オシロスコープのオンライン・ヘルプの  

Fast Wave ポートのトピックを参照してください。 

メモ：ベース名は、クライアント・アプリケーションで使用されるベース名と一致する必

要があります。 
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FFT 演算 

多くの信号において、時間軸でのプロットではなくスペクトラムのプロットを見ることでより深く理

解する事が出来ます。例えば周波数領域では、増幅器の周波数応答、発振器の位相雑音および機械的

振動解析の信号が観測しやすくなります。 

元の波形（通常は信号の最高周波数成分の 5 倍）を忠実に近似するのに十分な速さでサンプリングを

行うと、結果として得られる離散データ系列はアナログ信号を一意に記述します。これは、従来の掃

引スペクトラム・アナライザでは処理できない過渡信号を扱う場合に特に役立ちます。  

FFT は一般的な分析ツールになっていますが、いくつか注意点があります。ほとんどの場合、表示グ

リッド内での信号の誤った配置は、スペクトラムを著しく変化させ、スペクトラムを歪める漏れおよ

びエリアシングなどの影響を生じさせます。 

これらの影響を軽減する効果的な方法は、捕捉レコードの長さを最大にすることです。レコード長は

実効サンプリング速度を直接的に調整するため、スペクトラム解析を実行できる周波数分解能とスパ

ンを決定します。 

FFT の設定 

1. 通常の演算設定手順に従って、Frequency Analysis サブメニューから FFT を選択して演算

を設定します。 

2. FFT サブダイアログを開きます。 

3. Output type を選択します。 

4. Output Type が Power Density または Power Spectrum の場合は、Line Impedance も入力しま

す。デフォルトでは、FFT 機能は 50 オームの終端を想定しています。外部ターミネータを使

用している場合、この設定を変更して、新しいターミネーション値に基づいて FFT を適切に計

算することが出来ます。 

5. オプションで窓関数(Window)を指定します。（以下参照） 

6. DC ビンをゼロにするにするために Suppress DC にチェックをいれます。そうでない場合は

チェックを外します。 
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窓関数(Window)の選択 

スペクトラム・ウィンドウの選択は、信号の特性によって決まります。重み関数はフィルタ応答形状

を制御し、サイドローブレベルだけでなくノイズ帯域幅にも影響します。理想的には、すべてのサイ

ドローブを無限に減衰させながら、すべてのスペクトラム成分を効果的に区別するために、メインロ

ーブはできるだけ狭く平坦でなければなりません。ウィンドウタイプは、FFT 処理で使用される等価

フィルタの帯域幅と形状を定義します。 

Rectangular ウィンドウは最高の周波数分解能を提供し、信号に存在する高調波のタイプを推定するの

に役立ちます。Rectangular ウィンドウはスペクトラム領域で（sinx）/x 関数として減衰するので、わ

ずかな減衰が引き起こされます。Hamming と VonHann は、一般的に連続波形で使用するのに適して

いる一方で、減衰の少ない関数（Flat Top と Blackman-Harris）は周波数分解能を犠牲にして最大振幅

が得られます。 

窓関数のタイプ アプリケーションと制約 

Rectangular 信号が過渡的（完全に時間領域ウィンドウに含まれる）またはウィンドウの基本周波数の

整数倍である基本周波数成分を有することが知られている場合に通常使用されます。これ

らのタイプ以外の信号は、スペクトラム漏れとスカラップ損失が発生する場合があり、別

のタイプのウィンドウを選択することによって改善することが出来ます。 

Hanning(Von Hann) 

Hamming 

漏れを低減し、振幅精度を改善します。しかし、周波数分解能も低下します。 

Flat Top 漏れは適度に低減されますが、周波数分解能は低く、その代わり優れた振幅精度を提供し

ます。 

Blackman-Harris 漏れを最小限に抑えますが、周波数分解能は低下します。 

 

FFT 窓関数のパラメータ 

窓関数のタイプ 最大サイドローブ 

(dB) 

スカラップ損失 

(dB) 

ENBW 

(bins) 

コヒーレント・ 

ゲイン(dB) 

Rectangular -13 3.92 1.0 0.0 

Von Hann -32 1.42 1.5 -6.02 

Hamming -43 1.78 1.37 -5.35 

Flat Top -44 0.01 3.43 -11.05 

Blackman-Harris -67 1.13 1.71 -7.53 
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補間(Interpolate)演算 

 

 

 

サンプル点間に直線を挿入する線形補間は、方形波などの直線状の信号を再構築するのに最適であ

り、オシロスコープが使用するデフォルトの補間方法です。  

(Sinx)/x 補間は、特にサンプリング速度がシステム帯域幅の 3〜5 倍である場合に、曲線状または不規

則な波形を再構成するのに適しています。 

Cubic 補間を使用すると三次多項式を適用し、滑らかで連続的な関数を作成する事が出来ます。  

それぞれの方法について、サンプル間に挿入する 2〜50 ポイントのアップサンプル係数を選択出来ま

す。 

1. 通常の演算設定手順に従って、Filter サブメニューから Interpolate を選択して、演算を設定

します。 

2. Algorithm をタップし、補間タイプを選択します。  

3. サンプル点を増やす Upsample 係数を入力します。 

Up および Down ボタンを使用してこの値を設定出来ます。細かな値変更を行うには、"only by 

2, 5..."チェックボックスの選択を解除します。 

4. Half Width では、フィルタのタップ幅を入力します。 

5. Upsample 係数ではなく重み関数を使用するには、Weighting から選択します。関数の詳細に

ついては、FFT を参照してください。Kaiser 関数を使用する場合は、Beta 値も入力します。 

 

間引き(Sparse)演算 

Sparse 演算を使用すると、特定のオフセット（ポイント）で捕捉を開始し定期的にポイントをスキッ

プすることで、入力波形のポイント数を間引くことが出来ます。Sparsing factor は、入力波形を減

少させるサンプル点の数を指定します。例えば、Sparse factor=4 では、4 つのサンプルのうち 1 つだ

けを保持します。一方、Sparsing offset=3 の設定では、3 番目のサンプルから始まり、Sparse factor

（4）で指定されたサンプル数をスキップします。このようにして、サンプリング速度が効果的に低

減されます。 

Sparsing factor（間引き間隔）は、1〜1,000,000 ポイントの値を設定出来ます。Sparsing offset は、0〜

999,999 の値を設定出来ます。 

1. 通常の演算設定手順に従って、Misc サブメニューから Sparse を選択して演算を設定しま

す。 

2. Sparse サブメニューを開き、Sparsing factor 入力欄に値を設定します。 

3. Sparsing offset 入力欄に値を設定します。 

 

  

メモ：WavePro HD においては 500Mpts を超える捕捉について、補間は無効となります。 
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リスケール演算 

リスケール演算で、新しい演算トレースを作成し、他のトレースを乗算係数 (a)と、付加定数(b)を適用

してリスケールすることができます。また別の測定単位で演算のソースを表示する方法としても使用

できます。 

 

 

 

リスケールの設定 

1. 通常の演算設定手順に従い、Functions サブメニューから Rescale を選択して演算を設定し

ます。 

2. Rescale サブダイアログを開きます。 

3. 出力のスケールを変更するには： 

 First multiply by をチェックして、1V に相当するその単位での数値を入力します(a は乗

算係数)。 

 then add 入力欄をタッチし、付加定数 b を入力します。 

4. ソース波形の単位と異なる出力単位を設定するには：  

 Override units にチェック 

 Output units に新しい単位の省略形を入力します  

次の規則に従って単位を組み合わせることが出来ます：  

 ２つの単位の割り算を指定するには：“/” 

 ２つの単位の掛け算を指定するには：“.“ 

 指数については、数字をスペースなしで単位に付加します。(例：“S2”は s2 を示します) 

 

 
 

測定単位 

以下はサポートされる計測パラメータの SI 単位と Rescale 設定ダイアログで使用されるそれらを表す

簡略記号です。それらの同じ簡略記号はリモート・プログラムやカスタム・スクリプトの中でも使用

することができます。 

 

 

 

 

 

  

ヒント：チャンネルおよびセンサ・トレースは Cn および SEn 設定ダイアログから直接リス

ケールすることができます。 

メモ：いくつかの複雑な単位は自動的に単純な単位に変換されます。（例えば、

V.A は W になります） 

 

メモ：コード中では基本単位のみ指定し、プレフィックスはつけません。信号の相対的大

きさに基づき SI プレフィックス、標準リストの範囲内で単位は自動的に再スケーリングさ

れます。例えば、1000V 読み値は 1kV として示されます。一方で.1V は 100mV となりま

す。乗算係数が 1V = 1Pascal のとき、10 ミリボルト(mV)読み値は.001 Pa や 100e-3 Pa ではな

く、10 mPa と表示されます。 
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カテゴリ 単位 簡略記号 

質量 グラム G 

slug SLUG 

容積 リットル L 

立方メートル M3 

立方インチ IN3 

立方フィート FT3 

立方ヤード YARD3 

角度 ラジアン RAD 

arcdegree DEG 

arcminute MNT 

arcsecond SEC 

サイクル CYCLE 

回転数 REV 

turn TURN 

力/質量 ニュートン N 

グレイン GR 

オンス OZ 

ポンド LB 

速度 メートル/秒 M/S 

インチ/秒 IN/S 

フィート/秒 FT/S 

ヤード/秒 YARD/S 

マイル/秒 MILE/S 

加速度 メートル/秒 2 M/S2 

インチ/秒 2 IN/S2 

フィート/秒 2 FT/S2 

標準重力 GN 

 

  

メモ：時間と無次元の単位は特定の計測パラメータおよび関連するコードのみで使用され

ます。 
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カテゴリ 単位 簡略記号 

圧力 パスカル PAL 

bar BAR 

工学気圧 AT 

標準気圧 ATM 

Torr TORR 

ポンド/平方インチ PSI 

温度 ケルビン度 K 

摂氏度 CEL 

華氏度 FAR 

エネルギー ジュール J 

英国熱量単位 BTU 

カロリー CAL 

回転機械 ラジアン/秒 RADPS 

周波数（ヘルツ） HZ 

回転/秒 RPS 

回転/分 RPM 

トルクN・m NM 

トルクin・oz INOZ 

トルクin・lb INLB 

トルクft・lb FTLB 

機械的パワー（ワット） W 

馬力 HP 

磁気 ウェーバー WB 

テスラ T 

インダクタンス（ヘンリ

ー） 

H 

磁界強度 A/M 

透磁率 HENRYPM 
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カテゴリ 単位 簡略記号 

電気 アンペア A 

ボルト V 

ワット W 

皮相電力 VA 

無効パワー VAR 

力率 PF 

静電容量（ファラッド） F 

クーロン C 

Ω OHM 

ジーメンス SIE 

電界強度 V/M 

電束密度 CPM2 

誘電率 FARADPM 

導電率 SIEPM 

時間 秒 S 

分 MIN 

時間 HOUR 

日 DAY 

週 WEEK 
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カテゴリ 単位 簡略記号 

無次元 パーセント PCT 

%min-max PCTMNMX 

デシベル DB 

デシベルミリワット DBM 

デシベルボルト DBV 

デシベルミリボルト DBMV 

デシベルマイクロボルト DBUV 

デシベルマイクロアンペ

ア 

DBUA 

デシベルキャリア比 DBC 

decade DECADE 

ユニット・インターバル UI 

Q-スケール Q 

ビット BIT 

バイト BYTE 

ボー BAUD 

最下位ビット LSB 

ポアズ POISE 

ppm PPM 

ピクセル PIXEL 

division DIV 

イベント EVENT 

サンプル SAMPLE 

セグメント SEG 

スイープ SWEEP 
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Phistogram 演算 

Phistogram 演算は、パーシスタンス・マップの垂直または水平の“スライス”内のサンプルのヒスト

グラムを作成し、複数の取り込みが重なり合ったときにのみ現れる特徴を明かにすることが出来ま

す。垂直方向のスライスでは、各ビンには同様の振幅レベルのクラスが含まれています。水平方向の

スライスには、各ビンには同様の時間値のクラスが含まれています。  

パーシスタンス・マップを生成するには、ソース・トレースのパーシスタンスを“On”にする必要が

あります。パーシスタンス・マップの一種である Eye パターンは、Phistgram 演算を適用できるトレー

スの中で特に有用なクラスです。 

対象 使用するヒストグラム 

Eyeパターン上の時間または振幅におけるクロスオーバーポ

イント* 

垂直および水平スライスのパーシスタンス・ヒストグラム 

Eyeパターン上の累積ジッタ* 水平スライスのパーシスタンス・ヒストグラム 

Eyeパターン上の信号対雑音比* 垂直スライスのパーシスタンス・ヒストグラム 

*SDAIII やシリアル・デコード TDME ソフトウェアなどのアイパターンを作成できるオプションのソフトウェア・パッ

ケージが必要です。  

1. 通常の演算設定手順に従って演算を設定します。Single 演算を選択し Phistogram 演算を指

定します。 

2. Phistogram サブダイアログでパーシスタンス・マップをヒストグラム化するスライスの設定

をします： 

 Slice Direction は、スライスがマップを垂直方向(Vertical)に指定時間を中心に横切るか、

指定レベルを中心としてマップを水平方向(Horizontal)に横切るかを決定します。 

 Slice Center はスライスの中心時間またはレベルを表します。 

 Slice Width はスライスの時間幅または振幅幅を表します。 

 

 

3. Center Cursor ボタンを押すと、Slice Center を中心に戻します。 

 

 

 

  

メモ：この操作は、既存のヒストグラムに適用され  Center および Width の設定には影響

しません。 
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Ptrace 演算  

Ptrace Mean、Ptrace Range、Ptrace Sigma の演算（Math Operator セレクタの Jitter Functions サブメニュ

ーにあります）は、元になるデータを破壊することなく、信号捕捉のパーシスタンス・マップに基づ

いてベクトルトレースを計算し、生データから解析結果を表示します。結果として得られる演算トレ

ースに対して、さらに計測パラメータを適用したり、Pass/Fail テストを実行したりすることが出来ま

す。 

パーシステント・マップを生成するには、演算のソース・トレースに対してパーシスタンスを“On”

にする必要があります 

演算 オプション 手法 用途 

Ptrace Mean  パーシスタンス・マップ上の

各垂直タイムスライスに対し

て、Ptrace Mean はマップの

平均値に対応するトレースを

計算してプロットします。

2GS/s 以上でサンプリングさ

れ、パーシスタンス・マップ

に蓄積されたシングルショッ

ト信号は、10ps（100GS/s 等

価サンプリング）の分解能で

トレースにする事が出来ま

す。パーシスタンス・トレー

ス平均は、立ち上がり時間な

どの機器の標準パラメータを

使用してさらに解析すること

ができます。 

高速信号のエッジを詳細に観

察するか、パーシスタンス・

マップ上のノイズを除去しま

す。 

Ptrace Range 母集団の％割合の範囲。パー

シスタンス・マップの母集団

の％を指定してエンベロープ

を形成し、頻度の低いイベン

ト（影響）を除外する事が出

来ます。 

パーシスタンス・マップ上の

各垂直時間スライスに対し

て、Ptrace Range はマップの

指定範囲に対応するエンベロ

ープを計算してプロットしま

す。この範囲はさらなる処理

に使用する事が出来ます。例

えば Pass/Fail マスクのソース

として使用可能です。 

パーシスタンス・マップ上の

ノイズ代表値の評価。 

Ptrace Sigma 標準偏差でスケーリングしま

す。 

0.5〜10.0σ を選択する事が可

能で、波形領域を表す σ エン

ベロープを拡張して出力しま

す。許容差のマスクを作成す

るのに便利です。 

パーシスタンス・マップ上の

各垂直時間スライスについ

て、Ptrace Sigma は、マップ

の標準偏差に対応する包絡線

を計算し、プロットします。σ

の代わりに σ の倍数を使用す

る事も出来ます。 

この結果はさらなる処理に使

用する事が出来ます。たとえ

ば、Pass/Fail マスクのソース

として使用出来ます。 

パーシスタンス・マップ上の

ノイズ最悪値の評価。

Pass/Fail テストの許容差マス

クの作成。 
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算術演算子一覧 
 

 

 

標準演算子 

オシロスコープに標準搭載されている演算を、以下にアルファベット順で示します。  

Absolute 

波形中の全てのポイントのゼロからの距離を計算します。ゼロを超える値に対しては、その値と同一

です。ゼロ未満の値に対しては、符号を外したその値の大きさとなります。  

Average 

選択した数の掃引の加算または連続平均を計算します。波形の Average を参照してください。スイー

プの最大回数は、オシロスコープのモデルとメモリによって決まります。  

Copy 

処理されていない状態の波形を最初に使用可能なメモリ位置にコピーします。  

Correlation 

2 つの波形の類似度、または１つの波形自身に対する波形の類似度をそれらの 1 つに適用されるタイ

ムラグの関数として計算します。 

Derivative 

次の式を使用して、隣接するサンプルの微分係数を計算します：  

（次のサンプル値-現在のサンプル値）/（水平サンプル間隔） 

Deskew 

指定デスキュー値分トレースを時間方向にシフトします。  

Difference 

波形のすべての点について、Source1 の値から Source2 の値が減算されます。Source1 と Source2 は、

同じ水平単位とスケールおよび同じ垂直単位を持たなければなりません。 

Envelope 

指定された掃引回数ごとに、各水平値での波形の最高および最低垂直値を計算します。  

ERes 

分解能向上ビット数を指定してノイズ低減および平滑化フィルタを適用します。ERes(分解能向上)演

算のセクションを参照してください。 

Exp 

e を底とする指数関数を計算します。 

  

メモ：オシロスコープにインストールされているソフトウェア・オプションに応じて、追

加の演算が使用できる場合があります。 
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Exp10 

10 を底とする指数関数を計算します。 

FFT 

オプションの Rectangular、VonHann、FlatTop、Hamming、Blackman-Harris および Hanning 窓関数を使

用して周波数スペクトラムを計算します。最大 128Mpts を計算します。2 番目の演算を適用して FFT

の平均化も可能です。FFT を参照してください。 

Floor 

指定された掃引回数に対して、各水平値で波形の最小垂直値を求めます。  

Histogram 

統計的に有意な間隔あるいはビンに入るデータポイントの数をプロットします。バーの高さは、デー

タポイントが各間隔/ビンに入る頻度に関連しています。 

Integral 

次の式を使用して、画面の左端から始まる波形入力の線形リスケール積分（乗算係数と付加定数を使

用）を計算します：（現在のサンプル値+次のサンプル値）*（水平サンプル間隔） 

計算された各領域は、以前の領域の合計と合計されます。乗算係数と付加定数は、積分演算の前に適

用されます。 

Interpolate 

Linear（直線）、Sinx/x（曲線）、Cubic（スパイン）の 3 つのアルゴリズムの 1 つに従ってサンプリング

されたポイント（アップサンプル）の間にポイントを挿入します。補間係数は、アップサンプルのポ

イント数を決定します。 

Invert 

正負反転を計算します。 

Ln 

波形の自然対数を計算します。ゼロ以下の値はアンダーフローに設定されます。  

Log10 

波形の常用対数(10 基底）を計算します。ゼロ以下の値はアンダーフローに設定されます。  

Phistogram 

ユーザが定義した垂直および/または水平ボックス（スライス）内にあるパーシスタンス・マップの

表示ピクセルに基づいてヒストグラムを作成します。ソース・トレースはパーシステント表示を ON

にしておかなければなりません。 

Product 

波形の各ポイントについて、Source1 の値と Source2 の値の乗算を求めます。Source1 と Source2 は、

同じ水平単位とスケールを持つ必要があります。 
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Ptrace mean 

パーシスタンス・マップ内の各サンプルポイントの平均値をプロットします。ソース・トレースはパ

ーシステント表示を ON にしておかなければなりません。 

Ptrace range 

パーシスタンス・マップの母集団の指定範囲から導出された幅の波形を生成します。ソース・トレー

スはパーシステント表示を ON にしておかなければなりません。 

Ptrace sigma 

パーシスタンス・マップの標準偏差から導出された幅の波形を生成します。ソース・トレースはパー

システント表示を ON にしておかなければなりません。 

Ratio 

波形の各点について、Source1 の値を Source2 の値で除算します。Source1 と Source2 は、同じ水平単

位とスケールを持つ必要があります。 

Reciprocal 

波形のすべての点について、次の公式を使用して逆数を計算します：1/（サンプル値） 

Rescale 

波形のすべての点について、サンプル値に指定された乗数が乗算され、指定した付加定数が加算され

ます。リスケール(Rescale)と単位の割り当てを参照してください。 

Roof 

指定された掃引回数に対して、各水平値で波形の最高垂直値を計算します。  

Segment 

シーケンス波形に配置するソース波形から 1 つのセグメントを選択します。シーケンス・サンプリン

グ・モードで使用します。 

Sinx/x 

Sin（x）/x フィルタを使用して 10 対 1 の補間を実行します。 

Sparse 

サンプルポイントを一定間隔毎にスキップすることで、捕捉データを“間引き”ます。Sparcing factor 

は何ポイントに１ポイント残すかを指定します。(例えば factor=4 の場合、1 ポイントを残し続く 3 ポ

イントは破棄します)Sparcing offset は Sparcing factor の適用を開始するポイントを指定します。（例え

ば offset=3 は第 3 のサンプルからカウントを開始し、Sparcing factor（4）によって指定されたサンプ

ルの数を破棄します。） 

Square 

波形のすべての点について、サンプル値の 2 乗が計算されます。 

Square Root 

波形のすべての点について、サンプル値の平方根が計算されます。  
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Sum 

波形の各点について、Source1 の値と Source2 の値が加算されます。Source1 と Source2 は、同じ水平

単位とスケールおよび同じ垂直単位を持たなければなりません。  

Track 

ソース波形と時間同期する計測パラメータ値で構成される波形を生成します。ソース・パラメータ値

と同じ垂直単位、水平単位は秒です。パラメータ値はサンプリング速度でプロットされます。 

Trend 

計測が行われた順に並べた一連の計測パラメータ値で構成された波形を生成します。垂直単位はソー

ス・パラメータのもので、水平単位は測定番号です。Trend には、各計測値に対しそれぞれ１つの値

が含まれています。 

Zoom 

入力波形の選択された部分の拡大トレースを生成します。トレースのズームを参照してください。  

カスタム算術演算子 

これらの”演算子”は、カスタム・スクリプトをオシロスコープ処理プロセスに組み入れ、リアルタ

イムに結果波形を見ることができるようになります。それらは XDEV オプションとともにインストー

ルされます。 

Excel math 

Excel で実行されるカスタム演算。演算子は、(一連の時間値のペアとして)ひとつまたは 2 つの波形を

Excel スプレッドシートに転送し、結果波形を表示します。  

Fast Wave Port 

カスタム演算計算の為にメモリにマッピングされた C++ファイルによるアクセスを可能にします。 

Math Script 

1 つまたは 2 つの入力波形から波形を生成する Visual Basic または Java スクリプト。 

Mathcad Math 

カスタム Mathcad 関数を使用して波形を生成します。 

MATLAB Math 

カスタム MATLAB 関数を使用して波形を生成します。オシロスコープ上で MATLAB スクリプトを作

成、あるいはスクリプトに既存の MATLAB 関数を呼び出すことができます。MATLAB は、オシロスコ

ープ上で、あるいはオシロスコープからアクセス可能なホスト上で実行できます。MATLAB のリモー

ト接続については、MAUI Oscilloscopes Remote Control and Automation Manual を参照してください。 

  

http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
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メモリ 

この機器には、グリッド上でアクティブな波形をコピーできる内部メモリ・スロット（Mn）が用意さ

れています。これは、後で表示および解析できるように捕捉を保存するのに便利な方法です。  

Memory トレースは、ほとんどの演算と計測パラメータの入力ソースとして使用出来ます。これによ

り以前のデータをライブ捕捉波形と比較したり、保存された捕捉に対して様々なモデリングを実行し

比較したり出来ます。 

Memory トレースの保存 

Memory 設定ダイアログ（Mn）にトレースを保存します。メモリはソース・トレースと同じスケール

で作成されますが、Mn ダイアログの横に表示されるズーム比コントロールを使用して独立して表示

範囲を調整出来ます。 

 

メモリへの波形の保存 

 

 

 

 

OneTouch 対応オシロスコープの場合、空のメモリ・スロットが表示されるまで、Add New ボックス

をタップして Memory を選択します。保存するトレースのディスクリプタ・ボックスを Mn ディスク

リプタ・ボックスにドラッグします。 

または 

1. フロントパネルの Mem ボタンを押すか、Math>Memory Setup を選択して Memories ダイア

ログを開きます。 

2. 使用するメモリ・スロットに対応する Mnタブをタッチします。 

 

3. Copy from Waveform で、メモリにコピーするソース・トレースを選択します。  

4. Copy Now ボタンをタッチします。 

5. 必要に応じて、Trace On をチェックするとメモリがすぐに表示されます。ズーム・コントロ

ールを使用して、メモリ・トレースのスケールを調整します。  

（外部）波形ファイルから Memory への保存 

他のテレダイン・レクロイの機器で保存されたトレース（ .trc）ファイルも内部メモリに保存出来ま

す。Recall Waveform 機能を使用して、外部ファイルをメモリに保存します。次に、Memories ダイア

ログを使用して、それらをタッチスクリーンに復元することが出来ます。  

  

ヒント：空のスロットを選択してください。もし既に保存されていると、その場所に現在

格納されているものが上書きされます。すべての Memory は、それらが空であるか、また

はそこに保存済みか表示されます。 
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メモリの復元 

Memories ダイアログは、保存されたメモリをディスプレイに復元するための便利なパネルです。  

フロントパネルの Mem ボタンを押すか、Math>Memory Setup を選択して Memories ダイアログに

アクセスします。 

表示したいメモリ・トレースの隣のチェックボックスを On にします。ダイアログ上の各 Mn の隣

に、ソース・チャンネルと作成時刻を示すメモリの説明が表示されます。  

メモリ・バンクを空にするには Clear All Memories ボタンをタップします。 

 

 

 

 

 

 

注意：メモリは消去されると復元できません。 
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解析ツール 
解析ツールは、標準的な演算と計測パラメータを補完し波形の動作を理解するのに役立ちます。 

WaveScan は、単一または複数の捕捉から特定の条件を満たすイベントを検索します。  

Pass/Fail テストは、波形または計測パラメータ値が定義された判定条件のセットを満たすかどうかを

示します。 

高機能カスタマイズ・オプション(XDEV)により、オシロスコープ処理ストリームにカスタム VB スク

リプト(VBS)または Excel™、Mathcad™、MATLAB™などのサードパーティ製プログラムを挿入することが

できます。 

パワー解析などの特別な用途のために、オプションのソフトウェア・パッケージを購入することが出

来ます。ほとんどの場合、これらのオプションは Analysis メニューに追加されます。ソフトウェア・

オプションに関するドキュメントは、teledynelecroy.com/support/techlib の Manuals>Software Options 

の下にあります。日本語化されているものは http://teledynelecroy.com/japan/support/manu/default.asp

からダウンロード出来ます。 

WaveScan 

WaveScan®波形検索ツールを使用すると、単一のキャプチャで異常なイベントを検索したり、長期間

にわたる多くの捕捉で特定のイベントをスキャンしたりすることが出来ます。各スキャン・モード

は、異なるタイプのイベントを見つけるように最適化されています。結果にはタイムスタンプが付

き、表形式で表示され、個別に表示することが出来ます。  

異なる Scan "View"をオンにした WaveScan ウィンドウ 

Scan View と呼ばれる異なる WaveScan 表示を選択して表示をカスタマイズします。オプションで、異

常なイベントが検出されたときに自動的に停止またはビープ音などの Action を設定出来ます。 

  
メモ：WaveScan を有効にすると、本機はリアルタイム・サンプリング・モードに戻ります。  

file:///C:/Users/Wataru.Itoh/WORK/1_資料翻訳/1_仕掛中/WP-HD/マニュアル/OP/teledynelecroy.com/support/techlib
http://teledynelecroy.com/japan/support/manu/default.asp
http://teledynelecroy.com/japan/support/manu/default.asp
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WaveScan の設定 

WaveScan を設定する前に、ソース・チャンネルとトリガを設定してください。  

 

1. フロントパネルの Stop ボタンを押して捕捉を停止します。 

2. メニューバーから Analysis>WaveScan を選択します。 

3. Enable をチェックします。 

4. Source 波形を選択します。 

5. Scan Mode を選択し、選択に応じて右側に表示されるダイアログの追加設定に対して値を入力

します。 

6. ダイアログの下部にあるチェックボックスを選択し、結果を表示したい Scan View を選択しま

す。各 View は同時に表示可能です。 

7. オプションで、スキャン条件を満たすイベントが検出されたときにトリガする Action を選択

します。 

8. 捕捉を再開します。 

Scan モード 

スキャン・モードは、実行される検索のタイプを決定します。メインの WaveScan ダイアログで検索

する Source トレースと共に Mode を選択します。モード毎に、WaveScan ダイアログに異なるコント

ロールが表示され、検索条件に追加の入力が現れます。検索を開始する前に、これらのフィールドに

適切な設定を入力します。 

Edge モード 

エッジ・モードは、エッジの発生を検出するために使用されます。閾値レベルを満たすイベントがキ

ャプチャされ、表にまとめられます。。捕捉が停止すると、スキャン・フィルタを各エッジに適用し

て特定の特性を見つけることが出来ます。エッジ・モードの設定は次のとおりです：  

 Slope Pos, Neg または Both から選択 

 Level is Percent または Absolute から選択 

 Percent/Absolute Level TOP から BASE のパーセントか、電圧レベルで閾値を入力します。  
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Non-monotonic モード 

Non-monotonic モードは、Hi レベルと Low レベルの間で 1 回以上閾値を交差するエッジを探します。

スロープ、ヒステリシス、およびレベルの基準を満たす全てのイベントがテーブルに表示され、ソー

ス・トレースで強調表示されます。表に表示される値は、非単調増加エッジの最大値と最小値の差で

す。これはカーソルで確認出来ます。ヒステリシス値はノイズを除去するために使用されます。非単

調性は、その振幅がヒステリシスよりも大きい場合にのみ検出されます。したがって、ヒステリシ

ス・レベルを設定する場合は、ノイズの振幅よりも大きな値を設定してください。設定は次のとおり

です： 

 Slope Pos,Neg または Both から選択 

 Hysteresis Division、Percent、Absolute から選択。 

 Division/Percent/Absolute 選択した単位でヒステリシスを指定します。  

 Levels are Percent、Absolute または Pk-Pk%から選択。 

 High/Low Level 上下閾値を選択した単位で入力。 

Runt モード 

Runt モードは、指定された閾値を超えないパルスを探します。正または負方向のラント、またはその

両方を検索することが出来ます。ノイズ除去のため、ヒステリシスを調整可能です。  

負方向の Runt パルスの場合、表に表示される値は、信号の Hi レベルとラント振幅（すなわち、ラン

トのボトム位置）の差（デルタ）になります。これは、ラントパルスにカーソルを置き、トレースラ

ベルのデルタ Y 値を読み取ることで確認出来ます。正の Runt パルスの場合、表に表示される値は

Runt パルスのトップ位置と信号の Low レベルの差となります。Runt モードの設定は次のとおりで

す： 

 Runt Type Both、Pos または Neg から選択。 

 Hysteresis ヒステリシス・レベルをパーセントまたは電圧で指定。  

 Low/High Threshold 閾値レベルをパーセントまたは電圧で指定。 

 Absolute Levels パーセントの代わりに電圧絶対値で指定する場合はこのチェックをいれま

す。 

Measurement モード 

Measurement モードは、フィルタを計測パラメータ値に適用して、定義した条件を満たすものを検索

し、多くのサンプル内の特定のイベントを分離するのに役立ちます。マーカはソース・トレース上に

表示され、計測値の位置を示します。表には指定した条件を満たした計測パラメータの値が表示され

ます。Measurement モードの設定は次のとおりです： 

 Measurement 検索する計測パラメータを指定します。 

 Filter MethodFilter Limit との関係を示す関係式を選択します。この条件を満たす計測値のみ

が返されます。 

 Filter Limit フィルタ条件を完成するリミット値を入力します。 
 

または、Filter Wizard を使用してフィルタ条件を作成することも出来ます。  
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Bus Pattern モード 

バス・パターン・モード(ミックスド・シグナル・モデルのみ)は、デジタル・ラインにまたがる 2～

16-bit パターンを検出するのに使用されます。バス・パターン・モードの設定は以下の通りです：  

 Viewing パターンをバイナリまたは 16 進どちらで入力するか指定します。  

 Binary Pattern パターンを入力します。 

 Num. Patterns to detect 検出するパターンの総数を整数で指定します。 

Scan ビュー 

Scan ビューは、WaveScan の結果を表示する様々な方法です。WaveScan ダイアログの下部にあるチェ

ックボックスを On にして、同時に表示したいビューをチェックしてください。  

 

 

 

Scan Overlay と Zoom ビューの追加コントロールはそれぞれのダイアログに表示されます。これらのト

レースをダイアログから有効にする場合は、トレースをオフにする場合もそこから行う必要がありま

す。 

ソース・トレース 

デフォルトでは、ソース・トレースは検索条件に合致した部分にマーカを付加して一番上のグリッド

に表示されます。 

Table 

Table ビューにチェックすると、ソース・トレースの横に選択した検索モードに関連する計測値の表

が表示されます。Times ビューは、各イベントの開始時刻と終了時刻を示す列を表に追加します。  

Scan Overlay 

Scan Overlay ビューは条件合致したイベントの位置を見るために、カラーオーバレイ表示を行いま

す。 

ズーム 

Zoom ビューは、X-Stream ソフトウェアの他のメニューからと全く同様に機能し、ソース・トレース

の拡大部分である新しいトレースを作成します。WaveScan を起動すると、Zn タブがデフォルトで表

示されます。このダイアログにある残りのコントロールの説明については、ズーム比コントロールを

参照してください。 

  

メモ：グリッドの数は、有効になっているビューによって異なります。  WaveScan はこの

機能を自動的に処理する為、通常の操作と同様にグリッド間でトレースを移動することは

できません。 
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Scan Overlay 

スキャン・オーバーレイに単色のパーシスタンスを適用するには：  

1. Wave Scan を設定し、Scan Overlay を選択します。Scan Overlay ダイアログを開きます。 

2. Persistence On をチェックします。 

3. 飽和（Saturation）レベルをパーセントで指定します。飽和レベルを超えるサンプルは最高

色強度に割り当てられます。 

4. Persistence Time を選択します。時間を長くするほどパーシスタンスが安定します。  

スキャン・オーバーレイ表示を調整して「拡大」または「縮小」するには： In/Out ボタンをタッチす

るか、Scale をタッチして新しい値を入力します。デフォルトの 1、2、5 より細かいステップでスケ

ールを調整するには Var をチェックしてください。 

 

Scan Histogram 

スキャン・ヒストグラムは、ヒストグラムを生成する追加の WaveScan の“ビュー”で、検索条件を

満たすイベントを統計的に表示します。ヒストグラムと同じように設定します：  

1. ヒストグラム・バッファに割り当てる合計の#Values を入力します。 

2. ヒストグラムのビン数（#Bins）を入力します。 

3. Center 値と Width を入力するか、または Enable Auto Find をチェックし、ソフトウェアが

自動的に Center と Width を検索するようにします。 

4. Vertical Scale の設定を選択します： 

 Linear では、データが蓄積するにつれてヒストグラムが垂直に伸びて行きます。ヒストグ

ラムがディスプレイの上部に達すると、垂直軸を再スケーリングして画面上に保持しま

す。 

 LinConstMax はヒストグラムをほぼフルスケールに保ち、データが蓄積されると垂直軸を

再スケーリングします。 
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WaveScan Search 

Search は、トレースでイベントを検索するために使用されます。通常は、ユーザ定義条件に一致する

トレース－ズーム・トレース（Zn）が使用されます。WaveScan 内を検索するには： 

1. Zoom ビューを選択します。 

2. 捕捉を止め、WaveScan ダイアログの裏に現れる WScanZ1 設定ダイアログをタッチして開き

ます。 

3. Prev と Next ボタンを使って、Scan モードの条件に合致するイベントをトレース内で前後に

移動します。 

または 

見つけたいイベントの WaveScan テーブル・インデックス（行）番号がわかっている場合は、

Idx に入力します。 
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パス/フェイル・テスト（合否テスト） 

Pass/Fail テストでは、捕捉がテストに対して合格または不合格となる可能性のある一連の条件を定義

し、結果に応じてアクションを実行します。 

 マスク・テスト(Mask Test)は、サンプル値をグリッド上に事前に定義した領域（“マスク”）と

比較し、範囲内にあるのか範囲外にあるのかを判定します。  

 パラメータ比較テスト(Parameter comparison)では、計測パラメータ値として得られた結果を、

事前に定義した値と（Param compare を選択した場合）または、他の計測パラメータ値と

（Dual param compare を選択した場合）比較します。 

どちらの方法でも、8 つの判定条件（Qn）を事前に設定出来ます。これらの判定条件は、Pass/Fail ダ

イアログで選択し、Actions ダイアログでどのような結果が Pass となるかを定義することで有効にな

ります。 

 

 

マスク・テスト 

マスクは、ソースの Channel、Zoom または Math トレースが比較されるグリッド上の領域を定義しま

す。テスト条件は、マスクと関連付けられ、波形がマスクされた領域とどのように比較されるかを定

義します（一部の/すべての値が範囲内にあり、一部の/すべての値が範囲外になるなど）、テスト条件

が真または偽かが判定されて Pass または Fail の結果が返されます。 

マスク・テストは、予め定義されたマスク、またはユーザ定義の垂直および水平許容誤差を備えた、

波形から作成されたマスクを使用して行うことが出来ます。コンプライアンス・テストに使用される

いくつかの業界標 

準マスクがオシロスコープ・ソフトウェアに含まれています。マスク・テストは、計測ゲートを使用

してトレースの一部に限定することが出来ます。 

Mask Test ダイアログの設定 

1. メニューバーから Analysis>Pass/Fail Setup を選択し、Pass/Fail ダイアログを表示しま

す。 

2. 判定条件を設定したい Qnボタンをタッチします。 

3. Mask test を選択します。 

Qn ダイアログが開き、マスク・テスト条件が選択され、Test、Load Mask、Make Mask、Gate サブ

ダイアログが現れます。これらのダイアログでは、マスクを管理、作成、適用します。  

  

メモ：パス/フェイル ・ テストは、シーケンス モード捕捉では動作しません。 
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マスクの作成 

ライブ波形に基づいて新しいマスクを作成するには、以下の手順で行います。マスクは、波形に設定

した条件を適用した境界をカバーします。 

1. Make Mask サブダイアログを開きます。 

2. 必要に応じて、新しい保存ファイル名とパスを入力するか、Browse ボタンをタッチして上書

きする前のファイルを選択します。ファイル名の拡張子は.msk である必要があります。 

3. Ver Delta と Hor Delta フィールドにタッチし、ポップアップするバーチャル・キーパッドま

たはフロントパネルの調整ノブを使用して境界値を入力します。  

4. Make from Trace をタッチします。 

マスクの読み込み 

あらかじめ定義されたマスクファイルがある場合は、Make Mask の代わりに以下の手順を使用しま

す。 

1. Load Mask サブダイアログを開きます。 

2. 保存済みの.msk ファイルを使用するるは、File をタッチし、マスクを選択します。 

3. View Mask をチェックすると、トレース上にマスクを表示します。  

マスクをディスプレイから削除する 

Load Mask サブダイアログの Delete All Masks ボタンをタッチします。または、特定のマスクが設定

されている Qn ダイアログを開き、Load Mask サブダイアログで Delete をタッチします。 

ゲートの設定 

ゲートを設定して、マスクと比較される波形の部分を制限出来ます。  

1. Gate サブダイアログを開きます。 

2. このマスクを使用してテストする波形の部分を指定する Start および Stop 水平 division を入

力します。これは水平 10division 全体または全 10division の一部に指定することも出来ます。

division は左端から右端に向かって 0 から n の数値で指定します。 

ゲートを素早く配置するには、最初にグリッドの左右両端に配置されたゲート・ポストを目

的のポイントまでドラッグします。 

真判定(“True”)の定義 

1. Test サブダイアログを開きます。 

2. 真の時に Pass または Fail とする条件を選択します。 

3. 必要に応じて、マーカを On にして、波形マスク違反が発生した場所を表示します。  
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Param(eter)比較 

Pass/Fail 判定条件（Qn）は、異なるパラメータ計測値（Pn）を互いに比較するか、ユーザ定義のリミ

ット値（または統計的な範囲）と比較するように構成出来ます。Summary フィールドには、判定条件

によって表わされる論理が表示されます。あなたの選択があなたの望むテストとなっていることを確

認してください。 

計測パラメータ値とリミット値の比較 

この方法は、選択したパラメータの結果をユーザ定義のリミット値または統計範囲と比較します。 

1. メニューバーから Analysis>Pass/Fail を選択し、Pass/Fail ダイアログを表示します。 

2. 判定条件を設定したい Qnボタンをタッチします。 

3. ポップアップ・メニューから Param compare を指定します。 

4. Qn ダイアログで、Source1 をタッチし、パラメータを選択します。 

 

5. ParamCompare サブダイアログで、Compare Values をタッチし、All(全ての値がリミット値

以内であれば“真”)または、Any(いずれかの値がリミット値以内であれば”真”)を選択しま

す。 

6. Condition をタッチして論理演算子を選択し、Limit をタッチして条件を満たす値を入力しま

す。入力された値は、テストされているパラメータに対応する属性を引き継ぎます。たとえ

ば、時間パラメータをテストする場合、単位は秒になります。 

7. Delta limit を選択した場合、Absolute または%Delta 値を入力します。リミット値を手動で設

定する代わりに、ダイアログの下部に配置されたボタンを使用して設定することも出来ま

す。 

計測パラメータ値同士の比較 

この方法は、リミット値ではなく、あるパラメータを別のパラメータと比較します。 

1. メニューバーから Analysis>Pass/Fail を選択し、Pass/Fail ダイアログを表示します。 

2. 判定条件を設定したい Qnボタンをタッチします。 

3. Pass/Fail Condition メニューから Dual Param Compare を選択します。 

4. Qn ダイアログの左側で比較する Source1 および Source2 を選択します。 

5. ParamCompare サブダイアログで Compare All(全ての値が条件合致した場合“真”)または

Any(いずれかの値が条件合致したら“真”)を選択します。 

6. Condition をタッチし、２つの計測パラメータ値の関係を記述する論理演算子を指定します。

（例えば、All P1<P2；全ての P1 の値が P2 の値より小さくなければならない） 
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Pass/Fail テストの定義 

判定条件(Qualifier)は、合致すれば“真”となる条件を定義しますが、テスト結果自体を決定するもの

でははありません。Action ダイアログでは、Pass または Fail を構成するものを個別に定義する必要が

あります。Pass または Fail の結果は、別の機器にパルスを送信するなど、さまざまな追加のアクショ

ンを生成することが出来ます。 

1. Pass/Fail テストの判定条件を設定した後、Actions タブを開きます。 

 

2. 必要に応じて、Summary View をチェックして、全スイープ数に対する実行結果の要約を表

示します。 

3. Pass if 欄で、テストが Pass する条件を指定します。 

4. テスト結果に対して行う追加アクションを指定します。  

 Enable Action にチェックしアクションを有効にします。 

 If 欄で、もしテスト結果が Pass した時に Action を適用するか、Fail の時に適用するかを

選択します。 

 Then 欄で、適用するアクションを全て指定します。 

 Save は波形ファイルを保存します。 

 Stop はテストを停止します。 

 Alarm はアラーム音を鳴らします。 

 Pulse は AUX OUT コネクタからパルスを送出します。この操作を行うときは、メニュ

ーバーから Utilities>Utilities Setup>Aux Output に進み、Use Auxiliary Output For 欄で

Pass/Fail を選択します。 

 Hardcopy は、Hardcopy(Print)設定に従ってスクリーンをキャプチャします。 

 LabNotebook は LabNotebook エントリを作成します。 

すべてのアクション・チェックボックスをクリアするには、Clear All ボタンを使用します。テスト結

果に関係なく確認のため一度アクションを実行するには、Force Actions Once を使用します。 

テストの遅延スタート 

Start Testing After 欄で待機するスイープ数を入力することで、テストの開始を遅らせることが出来

ます。Clear Sweeps をタッチするといつでもテスト・カウンタをリセット出来ます。  

テストの停止 

Pass または Fail の結果ではなく、指定された数のスイープを行った後にテストを停止するには、Stop 

Test ボックスをオンにして、Stop After 欄にスイープ回数を入力します。 
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高機能カスタマイズ・オプション(XDEV) 

高機能カスタマイズ・オプション(XDEV オプション)は、X-Stream オシロスコープの最も強力な機能の

ひとつです。必要に応じてカスタム VB スクリプトや ExcelTM、MathcadTM、MATLABTM等のサードパー

ティ製プログラムを機器上で使用することができるようになります。  

カスタマイズは、すべての COM サーバーである MAUI オシロスコープの COM オートメーション・イ

ンタフェースにアクセスする事で動作します。カスタム・プログラムは個別のアプリケーションとし

てではなく、機器のアプリケーションに統合されて、その一部分として実行されます。結果は標準の

オシススコープ・プロセスと”同列”に、即座に処理されて表示されます。これにより、比較的少な

い労力で、非常に広範囲なアプリケーションにおける固有の問題を解決する強力な機能を提供しま

す。 

MAUI オートメーションに関しては MAUI Oscilloscopes Remote Control and Automation Manual を参照し

てください。 

フリーウェアのユーティリティ・ソフト、XStreamBrowser をダウンロードし、リモート PC にインス

トールして、オートメーション・プログラミングに必要な、厳密に現在の状態におけるオシスコープ

のオートメーション・インタフェースを見ることができます。XStreamBrowser は MAUI オシロスコー

プの上にもインストールされており、Windows デスクトップからアクセスすることができます。

(File>Minimize してデスクトップを表示することができます） 

いくつかのサンプルスクリプトがオシロスコープの D:¥CustomDSO および D:¥Scripts の下にインストー

ルされています。 

Web サイトの teledynelecroy.com/support/techlib にもその他のライブラリがあります。Programing 

Examples >Customization Programming Examples.をご覧ください。サンプルファイルをダウンロードす

るには登録（無料）が必要です。 

  

http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
file:///C:/Users/Wataru.Itoh/WORK/1_資料翻訳/1_仕掛中/WP-HD/マニュアル/OP/teledynelecroy.com/support/techlib
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CustomDSO 設定ダイアログ 

この設定ダイアロは、CustomDSO 構成のためのエントリポイントです。カスタム・オートメーショ

ン・プログラム（.lss または.vbs 形式）を８つのアクション・ボタンに割り当てることができます。

あるいは、プラグインをインストールして MAUI インタフェースにユーザのカスタム・ダイアログと

処理を追加することができます。 

オシロスコープの COM オートメーション・インタフェースについての説明は MAUI Oscilloscopes 

Remote Control and Automation Manual をご覧ください。 

基本設定 

Basic 設定には８つのアクション・ボタンがあり、それぞれのボタンは VBScript で記述された異なるオ

ーメーション・プログラムを起動します。カスタム・アクション・ボタンの”メニュー”は、設定ダ

イアログを閉じても、オシロスコープのタッチスクリーン下部に常時表示するように設定する事も出

来ます。 

LeCroy System Setup(.lss)ファイルは複雑な設定手順を適用するのに使用します。カスタム演算や計測

パラメータを呼び戻すこともできます。カスタム・スクリプトは標準演算および計測パラメータ設定

ダイアログを使用して適切な演算または計測パラメータに呼び戻し/書き込みされていなければなり

ません。その後テキスト形式の.lss ファイルに組み込まれ、他の設定手順とともに呼び戻されます。  

Custom1.lss～Custom8.lss という名前のテンプレ―ト・ファイルが各ボタンにデフォルトで割り当てら

れており、将来的に編集して保存できるように用意されています。テンプレートには、垂直軸および

水平軸スケール、グリッド・モードおよびトリガ・モード設定を行うためのコメント付きの設定コマ

ンドが含まれています。 

CustomDSO で使用するための VB スクリプト作成の詳細については、スクリプトを使用したカスタマ

イズをご覧ください。 

1. Basic を選択します。 

2. Action ボタンを選択します。 

 

3. Edit をタップし、CustomDSO エディタでスクリプト編集します。 

 現在のオシロスコープ設定を全てファイルにコピーするには、Load from Current Setup

を選択します。 

 

 

 

 変更前のオリジナル・テンプレートに戻すには Load from Example を選択します。 

 新しいファイルとして保存するか、custom n.lss.にそれらの変更を上書き保存します。元

のテンプレートは影響を受けません。 

  

ヒント：これはスクリプトの機能に必須ではありませんが、アクションに必要

なすべての設定が存在しているか確認するのに役立ちます。設定を呼び出して

スクリプトを編集する前に、まずオシロスコープを所望の状態に設定します。  

http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
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または 

その代わりに Browse をタッチして、このボタンで起動したい保存済のプログラムを選択しま

す。 

4. ボタンを有効にするには Enable Action をチェックします。チェックを外すと、プログラムは

ボタンに関連付けられたままですが、ボタンは機能しなくなります。  

5. スクリプトがオシロスコープ・アプリケーションとは別個の処理として動作するようにする

には、Execute Scripts Asynchronously をチェックします。これにより、スクリプトの実行中に

オシロスコープ・アプリケーションが他の機能を実行できるようになります。  

6. 常時オシロスコープ上にアクション・ボタンを表示するようにするには、Present CustomDSO 

menu at powerup and when menu closed をチェックします。 

7. 必要に応じて、Test Basic Mode 設定ダイアログを開いて新しいボタンをテストします。  

Plug-in 

CustomDSO のプラグイン機能を使えば、いかなる ActiveX コントロール（.ocx)もオシロスコープ処理

に挿入することができます。これは、プログラムが VB スクリプト以外の言語で書かれていたり、

Excel や MATLAB 等の他のアプリケーションとやりとりするように設計されていたりする場合に特に便

利です。 

プラグインはどのカスタム制御をプログラム中で使用していても起動します。プラグイン設定ダイア

ログは Basic アクション・ボタンとは排他になります。これは、専門家ではない一般の方がオシロス

コープを使用して試験や製造に従事している場合に理想的です。フィードバック制御含む全ての作業

手順をカスタム設定ダイアログに組み込むことができます。  

 

 

 

 

  

メモ：Visual Studio、C コンパイラ等で自身の .ocx を生成したならば、プラグインを登録

する必要があります。もし CustomDSO プラグインで ActiveDSO をインタフェースとして使

用した場合、すでに登録済みの C:¥Program Files (x86)¥LeCroy¥ActiveDSO¥ActiveDSO.ocx を

CustomDSO プラグインとして呼び出すことができます。必須ではありませんが、ActiveDSO

は、テレダイン・レクロイ機器の ActiveX 制御の作成に役立ちます。 
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1. Plug-in を選択します。 

2. COM ProgID of Plug-In を選択し、ポップアップキーボードのプログラム ID を入力します。 

 

 

 

 

3. 常時、プラグイン設定ダイアログがオシロスコープ上に表示されるようにするには、Present 

CustomDSO menu at powerup and when menu closed.をチェックします。 

 

 

 

4. Install を選択します。 

5. Plug-in n設定ダイアログを開いてプログラムをテストします。GUI 用に作成した任意のコン

トロールは、PlugIn n 設定ダイアログに表示されます。 

 

 

  

ActiveDSO は、teledynelecroy.com/support/softwaredownload の Software Utilities からダウン

ロードできます。プラグインを作成する方法の詳細な手順については  ActiveDSO  

Developer's Guide を参照してください。 

ヒント：デフォルトのプラグイン、LeCroy.CustomDSODemo.1 でプラグイン機能をご確認い

ただけます。インストルールしてカスタム設定ダイアログがオシロスコープのユーザ・イ

ンタフェースにどの様に組み込まれるかを見ることができます。  

メモ：Plug-in または Basic Action かどちらかひとつだけを有効にすることができます。これ

によりどちらのユーザ・インタフェースが表示されるかが決定されます。  

file:///C:/Users/Wataru.Itoh/WORK/1_資料翻訳/1_仕掛中/WP-HD/マニュアル/OP/teledynelecroy.com/support/softwaredownload
http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/activedso-developers-guide.pdf
http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/activedso-developers-guide.pdf
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XStreamBrowser 

XStreamBrowser ユーティリティで、リモート PC から Windows ベース MAUITMオシロスコープの COM

オブジェクト階層を表示、コピーおよび変更することができます。ソフトウェア・オプションに属す

るそれらのオブジェクトを含む、厳密な現在の状態における機器の全てのオートメーション・オブジ

ェクトを常に表示するのでオートメーション・プログラムの場合、これは必要不可欠です。  

それは、オートメーション制御変数の設定を直接変更することでリモート制御コンソールとしても使

用できます。 

XStreamBrowser は MAUI オシロスコープには本体上でブラウズ出来るようにインストールされていま

すが、同様にリモートコントロール用 PC にインストールすることもできます。最初に PC とオシロス

コープの DCOM 接続を許可する必要があります。その後、XStreamBrowser をデバイスに接続します。

手順については、MAUI Oscilloscope Remote Control and Automation Manual をご覧ください。DCOM 接

続が成功すると、ブラウザ・ウィンドウが追加されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローカル・デバイスへの接続 

オシロスコープ上の XStreamBrowser を起動するには： 

1. File>Minimize を選択して Windows デスクトップを表示します。 

2. XStreamBrowser のアイコンをダブルクリックします。 

3. connect アイコン を選択します。 

リモート・デバイスへの接続 

1. 接続対象が PC から DCOM 接続を許可するように構成されていることを確認します。  

2. PC 上の XStreamBrowser を起動します。 

3. connect アイコン を選択します。 

4. オシロスコープのネットワーク IP アドレスを入力し、OK をクリックします。 

  

メモ：WaveSurfer 3000 ユーザは、XStreamBrowser の代わりに WaveStudio ソフトウェアを

インストールする必要があります。WaveStudio オートメーション・ブラウザに、接続され

ているデバイスの COM オブジェクト階層を示します。 

注意：Web サイトからダウンロードできる XStreamBrowser は 32 ビット版ですが、64 ビッ

ト OS でも動作します。これはリモート PC 上のみにインストールされることを想定してい

ます。オシロスコープにはインストールしないでください。64 ビット MAUI オシロスコー

プには 64 ビット版 XStreamBrowser がすでにインストールされています。32 ビット版をこ

れに上書きインストールするとレジストリのコンフリクトを生じます。同様に、もしお使

いの PC に 64 ビット MAUI ファームウェアをインストールしているならば、すでに 64 ビッ

ト版 XStreamBrowser がコピーされています。もしそれがアンインストールされた場合、

XStreamBrowser の 32 ビット版をインストールするのではなく MAUI のファームウェアを再

インストールします。 

http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
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機器への接続を確立すると、XStreamBrowser ウィンドウにオシロスコープのアプリケーション・オブ

ジェクト階層が表示されます。 

表示の更新 

XStreamBrowser に接続している間にオシロスコープの状態を変更した場合は、オブジェクト階層を更

新するのに アイコンを選択します。XStreamBrowser から設定した内容はすぐに反映されますが、

他の方法で設定した内容はこうやって XStreamBrowser ウィンドウに読み込まなければなりません。  

切断 

一度にひとつの接続しか許されません。機器側から切断するには、File>Close Session を選択しま

す。 

XStreamBrowser を閉じるにはウィンドウのクローズ・ボックスを使うか、File>Extit を使用します。 

XStream のオブジェクトの表示/変更 

完全なオシロスコープ設定の中の異なるオブジェクトの数は明らかに大きく、新しいファームウェア

やソフトウェア・オプションをインストールすると変わります。XStreamBrowser によって、オブジェ

クト・パスと任意の機器制御に対応する有効な値をすばやく見つけることができます。  

MAUI 機器によって表示されるオブジェクト階層は Application オブジェクトをベースにしていま

す。このオブジェクトは常に LeCroy.XStreamDSO をという名前です。 

主要な機器のサブシステムはこのオブジェクトから利用可能であり、これらサブシステム自身の多く

は、さらに細分化される可能性があります。新しいソフトウェア・オプションがオシロスコープで有

効化されると、これらサブシステムはアプリケーション・オブジェクト階層に追加されます。  

オブジェクト階層によって公開されているものは、オートメーションを経由して制御または読み取る

ことができます。 

オブジェクト階層 

XStreamBrowser ウィンドウの左側には、展開可能なナビゲーシ

ョン”ツリー”が含まれています。オブジェクト階層は、階層

化されています；たとえば、捕捉サブシステムそれぞれの子オ

ブジェクトをもつさまざまなオブジェクトで構成されます。  

ウィンドウの右側には、制御変数またはナビゲーション・ツリ

ーから選択したオブジェクトに関連するプロパティが表示され

ます。 

 

 

 

 

  

メモ：オシロスコープ・アプリケーションが実行されていない場合  XStreamBrowser から

接続を開始すると起動されます；しかし、機器の電源がオフの場合に電源を入れることは

できません。オシロスコープに接続する前に電源が入っていることを確認してください。  
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制御変数 

ナビゲーション・ツリーを展開すると見つかる項目の大半は、制御変数、または略して CVAR です。

これらは XStreamBrowser ウィンドウ内の黄色のフォルダとして表示されます。  

CVAR は、スコープの構成にアクセスするためとメソッドおよびアクションを実行するためのインタ

フェースを提供します。XStreamBrowser から見ると、多くの CVAR はプロパティの様に見えますが、

実際には名前、値、タイプを持ったオブジェクトです。 

XStreamBrowser ウィンドウの右側のペインに表示された CVAR プロパティ 

Range/Helpstring 列には変数がとりうる値の情報が短縮形で表示されます。  

Flags/Status 列には、そのオブジェクトのコード浄法か示されます。  

 

Flag/Status 表示 

R CVAR の場合：読み取り専用。 

プロパティの場合：読み取り可能。 

W CVAR の場合：ラッピング、値は最大から最小へと戻ります。またはその逆になります。  

プロパティの場合：書き込み可能。 

H 非表示(Hidden):GUI 設定ダイアログやメニューに表示されません。  

g 灰色(Gray)：GUI には、無効になっているか、設定不可能を示す「グレーアウト」で表示されま

す。 

B. 後方(Backwards):CVAR 値を増加すると、値が減少します。 
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Flag/Status 表示 

N 不揮発性(Nonvolatile)：値は、アプリケーションの「不揮発性」設定ファイルに保存さ

れます。これらの CVAR 一般的にユーザ・プリファレンスであり、Recall Default Setup

に影響されません。 

A オートリピート(AutoRepeat)：GUI ボタンを押したままにすると CVAR アクションが繰

り返します。 

M マルチライン(MultiLine)：CVAR の値は GUI の複数の行に表示されることがあります。 

L 最終更新(LastUpdate)：読み込み/リフレッシュされたときに CVAR 値はアップデートさ

れます。 

 

アクションとメソッド 

CVAR 構成以外にもオートメーションはアプリケーションまたはサブシステムレベルで適用できるア

クションを提供します。 

たとえば、すべてのサブシステムのスイープをクリアするオートメーションコマンドが使えます。  

app.ClearSweeps 

メソッドは、アクションに似ていますが、アクションがパラメータや戻り値をサポートしないのと異

なり、呼び出し元からパラメータを受け取る、あるいは戻り値を返すことがあります。 

メソッドの例は、app.Acquisition.Acquire です。これは、「タイムアウト」と「強制トリガ」引数の両

方を受け取ります。 

結果インタフェース 

灰色のフォルダは、結果のインタフェースです。結果インタフェースは、波形データや計測パラメー

タ値などのオシロスコープ操作の基本的な結果だけでなく、水平軸および垂直軸解像度、イベント時

間、スイープ、ヒストグラムのピーク数などに関する情報が含まれます。XStreamBrowser ウィンドウ

の Type 列は、結果のインタフェース型を示しています。 

コレクション 

コレクションは XStreamBrowser のピンクのフォルダとして表示され、類似したオブジェクトのセット

が含まれます。たとえば、app.Acquisition.Channels コレクションには、入力チャンネル・オブジェク

ト(C1、C2 など)が含まれています。コレクション・フォルダ内のオブジェクトは動的に黄色のフォル

ダにリンクします。いずれかの場所で値を変更すれば全てに反映されます。コレクション・サブフォ

ルダは、サブフォルダ名つきコレクション名で参照できます。  
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XStreamBrowser からのコピー 

右側のウィンドウから変数を選択すると、画面の下部にあるメッセージ・バーには、オートメーショ

ンコマンドとして送信するためのオブジェクトの完全パスが正しい表記で表示されます：  

 

右クリックし、Copy Path を選択します。このテキストは自動的にクリップボードにコピーされ、そ

こから簡単にリモート制御プログラムにペーストすることができます。  
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データの保存(ファイル保存機能) 
このセクションでは、機器のファイル・メニュー機能について説明します。  

Save/Recall 機能を使用すると、設定、波形データ、テーブル・データ、画面キャプチャ、

LabNotebook、およびレポートを保存および復元出来ます。Print または E-mail を使用してこれらのフ

ァイルを共有出来ます。 

LabNotebook は、波形データ、オシロスコープの設定と表示を含む複合ファイルをキャプチャする

Teledyne LeCroy 独自のツールで、事前に書式設定されたレポートに出力することが出来ます。

LabNotebook の重要な機能はフラッシュバックです。この機能を使用すると、LabNotebook のエント

リを呼び出すだけで、捕捉（および作成に使用した設定）をオシロスコープの画面に復元することが

出来ます。 

保存 

オシロスコープの設定(構成)、波形データ、表形式データ、およびディスプレイを複数の形式で保存

できます。それらすべを複合 LabNotebook ファイルに保存するには、LabNotebook へ保存を参照して

ください。 

波形の保存 

波形保存機能は、トレース・データを内部メモリ（M1-Mn）またはテキスト形式またはバイナリ形式

のファイルに保存します。ソース波形には、任意のタイプのトレースを使用出来ます。チャンネル、

演算、ズーム、またはさらにメモリ・トレースも使用することが出来ます。波形ファイルは内部メモ

リに呼び出すことが出来ます。この内部メモリを介して波形ファイルをオシロスコープに復元するこ

とが可能です。 

 

 

 

メモリへの波形の保存 

1. メニューバーから、File>Save Waveform を選択します。 

2. Save To 欄で Memory を選択します。 

 

3. 保存したい Source トレースを指定します。 

4. 必要に応じて、Show On Save にチェックをいれると、ソース・トレースがメモリ・トレー

スに保存されると即座にメモリ・トレースを表示 On にします。 

5. 選択されていないメモリ・スロットの Save ボタンを直接タッチします。保存されると保存さ

れたメモリの日付・時間のタイムスタンプが Destination 欄に記載されます。 

  

メモ：テレダイン・レクロイ独自のフォーマットで保存されたトレースのみを再表示させ

ることができます。アナログ波形に対してはバイナリ・フォーマット(.trc)、あるいはデジ

タル波形に対しては WaveML(.xml)を使用してください。 
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ファイルへの波形の保存 

1. メニューバーから、File>Save Waveform を選択します。 

2. Save To 欄で File を選択します。 

3. Source 波形を選択します。画面表示されている全ての波形を個々のトレース・ファイルに素

早く保存するには、All Displayed ボタンをタッチします。 

4. ファイル Format を指定します。テレダイン・レクロイの.trc ファイル形式は Binary 形式で

す。バイナリ形式は最小のファイルサイズとなります。バイナリ型式のファイルは、フリー

ウェアのユーティリティ・ソフトウェア WaveStudio で後からリモート PC 上で ASCII に変換す

ることが出来ます。WaveML は独自の.xml 形式です。パーシスタンス・マップ、Eye パター

ン、ヒストグラム、およびデジタル・トレースを保存するために使用されます。このオプシ

ョンは、ソースに互換性がある場合にのみ有効です。  

5. ASCII フォーマットの場合、Delimiter をタッチし、ポップアップ・メニューから区切り記号を

選択します。 

6. フォーマットの選択に応じて、SubFormat を指定する必要があります： 

 Word(Binary)は 16 ビットを使用するサンプルを表します。特に Byte モードで保存する必

要がなければこちらをお使いください。 

 Byte(Binary)は 8 ビットを使用するサンプルを表します。このオプションは分解能の低

下をまねきます。 

 Auto(Binary)はデータを判断して自動的に Wrod または Binary サブフォーマットのどちら

かを選択します。 

 Amplitude only(Text)は、各サンプル点の振幅データを含みますが、時間データは含みま

せん。 

 Time and Amplitude(Text)は、各サンプル点の振幅、時間の両データを含みます。  

 With Header(Text)は、スケール情報を記載したファイル・ヘッダを含めます。  

7. システムは<Source>-Trace-<Counter>の様に自動的に名前を割り当てます。ファイル名やフォル

ダ名を変更するには File 欄でフルパスと名称を入力してください。またはファイル・ブラウ

ザを使用します。デフォルトでは、トレース・ファイルは機器の D:¥Waveforms に保存されま

す。 

8. 波形ソース名をファイル名の先頭につけたくない場合、あるいは連番をつけたくない場合は

Source、Counter のチェックを外します。 

9. Save Now ボタンをタッチします。 
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設定の保存 

オシロスコープの設定は、内部設定パネルの 1 つ、またはテキストベースのオートメーション・プロ

グラムとして記載された LeCroy System Setup（.lss）ファイルにすばやく保存出来ます。設定を簡単に

呼び出して、オシロスコープを保存した時の状態に戻すことが出来ます。  

メモリへの設定の保存 

1. メニューバーから、File>Save Setup を選択します。 

2. Save To 欄で Memory を選択します。 

3. 必要に応じて、Setup スロットのひとつをタッチして、メモリの名称を入力します。デフォ

ルトの名称は Paneln となっています。すでに保存されている内容は上書きされますので、空

きスロットを選択してください。 

4. 選択した Setup スロットの左の Save ボタンをタッチします。保存した日時が Setup 名の上に

記載されます。 

ファイルへの設定の保存 

1. メニューバーから、File>Save Setup を選択します。 

2. Save To 欄で File を選択します。 

3. システムは自動的にファイル名”DSOSetup-<counter>"を割り振ります。ファイル名やフォル

ダ名を変更するには File 欄でフルパスと名称を入力してください。またはファイル・ブラウザ

を使用します。デフォルトでは設定ファイルは D:¥Tables フォルダに保存されます。 

4. 連番をつけたくない場合は、Counter のチェックを外します。 

5. Save Now ボタンをタッチします。 
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テーブルの保存 

テーブルの保存機能は、画面に表示される表形式の計測パラメータのデータを Excel または ASCII ファ

イルに保存します。 

1. メニューバーから、File>Save を選択し、Table を指定します。 

2. 表示されているテーブルのうちひとつだけを保存するには、Source をタッチし、選択しま

す。 

デフォルトでは、全ての表示されているテーブルが個別のファイルに保存されます。Source

指定を変更した後、この選択に素早く戻すには、All Displayed ボタンをタッチします。 

3. ASCII(.txt)または Excel(.csv)からフォーマットを選択します。もし ASCII フォーマットを選択

した場合は、Delimiter をタッチして区切り文字を指定します。 

4. システムは自動的にファイル名"<source>-Table-<counter>”を割り振ります。ファイル名やフ

ォルダ名を変更するには File 欄でフルパスと名称を入力してください。またはファイル・ブ

ラウザを使用します。デフォルトでは D:¥Tables フォルダに保存されます。 

5. ソース名や連番をつけたくない場合は Source および Counter number のチェックをはずし

ます。 

6. Save Now ボタンをタッチします。 
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スクリーン・イメージの保存 

タッチスクリーン・ディスプレイ全体またはその選択された部分は、キャプチャして画像ファイルに

保存し、カスタム注釈の書き込みを追加する事が出来ます。  

1. メニューバーから、File>Save を選択します。その後 Screen Image を指定します。 

2. File Format を.JPEG、PNG、.TIF、.BMP から選択します。 

3. 描画ツールを使用して画面イメージに書き込みをするには、Annotate Screen Image Before 

Saving を選択します。 

4. キャプチャする Screen Area を指定します： 

 Grid Area Only は、表示している全波形グリッド、テーブル、ディスクリプタ・ボックス

を含みます。 

 DSO Window は、上記に加えて開いている全ての設定ダイアログ、メニューバー、メッセ

ージ・バーを含みます。 

 Full Screen は、他の表示されているアプリケーションやデスクトップを含む Windows の

フルスクリーンを含みます。 

5. Colors 欄でキャプチャする配色を指定します： 

 Standard は機器の画面で見ている通りのグリッドの背景色が黒の配色です。  

 Print(デフォルト)は、プリンタのインクやトナーを節約するためにグリッドの背景色を白

にして(Preference で設定した)print color palette を使用します。 

 Black&White は、イメージをグレースケールでキャプチャします。  

6. システムは自動的にファイル名"LeCroy-<counter>"を割り振ります。ファイル名やフォルダ名

を変更するには File 欄でフルパスと名称を入力してください。またはファイル・ブラウザを

使用します。デフォルトでは、画像ファイルは機器のドライブの D:¥Hardcopy に保存されま

す。 

7. Save Now ボタンをタッチします。 

8. Annotate Screen Image Before Saving にチェックをいれている場合は、描画ツールバーを使っ

て、スクリーン・イメージにメモ書きを追記出来ます。完了したら Done をクリックしま

す。 
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自動保存 

オシロスコープのディスプレイに表示されるデータ（波形、計測パラメータ値、デコードデータな

ど）は、捕捉を停止しない限り、絶えず大きく変動していてオシロスコープから読み取るのが難しい

場合があります。 

自動保存機能を使用すると、波形やテーブルのデータを新しいトリガごとにファイルに自動的に保存

出来ます。このファイルは、後でオシロスコープに呼び出すか、外部ストレージに永久保存すること

が出来ます。 

1. メニューバーから File>Save を選択し、Auto Save 設定ダイアログを開きます。 

2. Waveforms、Tables のいずれか、または両方のチェックをいれて自動保存するものを選択し

ます。 

3. 保存する Source を指定します。 

4. デフォルトでは、波形ファイルは機器のドライブの D:¥Waveforms に、テーブルは D:¥Talbes に

保存されます。オプション： 

 File 欄で異なるフルパスとファイル名を入力するか、Browse ボタンを使ってパスを選択

します 

 必要に応じてデフォルトの"Trace"または"Table"よりもわかりやすいファイル名を入力し

てください。自動保存されるファイルの名前は、常にソース名をファイル名の先頭に、

連番を末尾に使用して指定されます。 

5. Auto Save オプションの 1 つを選択してください：Wrap（保存先がいっぱいになると古いフ

ァイルが上書きされます）または Fill（ファイルは上書きされず、上限を超えた部分は捨てら

れます） 

トリガが頻繁に発生すると、最終的にストレージ・スペースが足りなくなる可能性がありま

す。機器に残っているファイルが上書きされても良い場合にのみ Wrap を選択してください。

Fill を選択した場合は、ファイルを定期的に削除または移動して保存先を確保しなければ、新

しいデータを失う場合があります。 

6. これらの選択を有効にするには、表示されるポップアップ設定ダイアログから Configure 

Auto Save を選択します。 

7. トリガが発生するとすぐに、ファイルが保存され始めます。捕捉が進行中のときにファイル

の保存を停止するには、Disable Auto Save を選択します。 

Auto Save 設定ダイアログで Off を選択して、捕捉の間にこの機能を無効にすることも出来ま

す。 
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呼び出し 

内蔵メモリまたは.LSS ファイルに保存された設定を呼び出して、オシロスコープを保存済みの状態に

戻すことが出来ます。 

.TRC または.XML ファイルに保存された波形データは、メモリに読み込みされ、そこから画面に復元さ

れます。 

保存した LabNotebook ファイルを呼び出し、その後設定を変更する方法については、LabNotebook の

呼び出しを参照してください。 

波形の呼び出し 

 

 

1. メニューバーから、File>Recall Waveform を選択します。 

2. Browse をタッチし、ファイルの場所に移動します。 

ファイルが選択されたフォルダにある場合は、上下矢印を使用して、目的のファイルが選択

されるまで利用可能なファイルを順番に切り換える事が出来ます。  

必要に応じて、Show only files をタッチして、使用可能なファイルのリストに検索フィルタ

（チャンネル、演算、またはメモリ）を適用します。  

3. Destination 欄でファイルを呼び出す先のメモリ・スロットを選択します。  

4. 読み込みと同時にトレースをグリッドに表示するには、Show on Recall を選択します。 

5. Recall Now ボタンをタッチします。 

 

 

  

メモ：バイナリ形式（.trc）または WaveML 形式(.xml)で保存されたファイルのみタッチスク

リーンに呼び出すことができます。 
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設定の呼び出し 

メニューバーから、File>Recall Setup を選択します。 

メモリからの設定の呼び出し 

1. Recall From 欄で Memory を選択します。 

2. Recall From Internal Setup 欄の６つの Recall ボタンからひとつを選んでタッチします。 

 

 

ファイルからの設定の呼び出し 

1. Recall From 欄で File を指定します。 

2. ファイルへのパスを入力するか、Browse をタッチして目的のファイルに移動します。 

ファイルが選択されたフォルダにある場合は、上下矢印を使用して、目的のファイルが選択

されるまで利用可能なファイルを順番に切り換える事が出来ます。  

3. Recall File の下にある Recall Now をタップします。 

デフォルト設定の呼び出し 

フロントパネルの Default Setup ボタンを押して工場出荷時の設定に戻します。ポップアップ・ウィ

ンドウで Confirm ボタンを押します。タッチスクリーンを使用してデフォルト設定を復元することも

出来ます。 

1. メニューバーから、File>Recall Setup を選択します。 

2. Recall From 欄で File を指定します。 

3. Recall Default の下の Recall Now をタッチします。 

  

メモ：スロットに設定が保存されている場合は、保存日時のラベルが付けられます。保存

されていなければ、スロットの記載は  Empty になります。 
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LabNotebook 

LabNotebook 機能を使用すると、表示されたすべての波形のキャプチャと、キャプチャ時のすべての

波形と設定データを含む合成ファイルを作成して保存することが出来ます。  

LabNotebook は、書式設定済みの.PDF、.RTF、または.HTML レポートに出力出来ます。デフォルトを使

用しない場合は、独自のレポートレイアウトをアップロードすることも出来ます。  

フラッシュバック機能は、LabNotebook エントリに保存されている設定と波形を直ちに呼び出すの

で、後で追加の分析を行うために機器の正確な状態を復元することが出来ます。  

LabNotebook の保存 

すべての LabNotebook ファイル（.LNB）は、表示されている各波形のスクリーン・イメージ

（.PNG）、セットアップファイル（.LSS）、および波形ファイル（.TRC）で構成されています。

LabNotebook を作成するときは、レポート・ジェネレータの出力が従う画面イメージ・コンポーネン

トの処理方法を選択し、説明やその他の手書き注釈を追加することが出来ます。  

1. メニューバーから File>Save LabNotebook を選択します。 

2. 必要に応じて、Description 欄に註釈を入力します。このテキストはファイルを呼び出す時に

見ることができ、レポートにも記載されます。 

3. 描画ツールを使用して画面イメージに書き込みをするには、Annotate Screen Image Before 

Saving を選択します。 

この手順をスキップするには、チェックボックスをオフにします。後で LabNotebook を呼び

出して、説明と注釈を追加することが出来ます。 

4. 取り込まれた画面の領域と使用される色を変更するには、Area/Color Preferences をタッチ

し、ポップアップで選択します。 

 Use Print Colors（デフォルト）では、インクを節約するために、グリッドのバックを白地

にしてプリント・カラー・パレット（Preference で設定）を使用します。このオプション

の選択を解除すると、画面に表示される通りの黒いバックに画面の色を使用して表示を

キャプチャします。 

 Grid Area Only は、表示している全波形グリッド、テーブル、ディスクリプタ・ボックス

を含みます。 

 DSO Window は、上記に加えて開いている全ての設定ダイアログ、メニューバー、メッセ

ージ・バーを含みます。 

 Full Screen は、他の表示されているアプリケーションや Windows デスクトップを含む

Windows のフル・ディスプレイです。 

Close をタップして変更を保存します。 

5. システムは自動的に"MyLabNotebook"の後に連番を付けてファイルを作成します。これをより

わかりやすいものに変更するか、ファイルパスを変更するには、LabNotebook Entry に入力

するか、Browse をタッチしてファイル・ブラウザを使用して選択します。  
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選択するにはファイル・ブラウザを使用します。デフォルトでは、LabNotebook ファイルは機

器のドライブの D:¥LabNotebook フォルダに保存されます。 

 

 

6. 自動番号付けを使用してファイルを識別したくない場合は、Counter の選択を解除します。 

7. Save Now ボタンをタッチします。 

8. Annotate Screen Image Before Saving のチェックをしている場合は、描画ツールバーを使用して

画面イメージに書き込みをします。完了したら Done をクリックします。 

 

  

メモ：ファイルパス、名前、または書式を変更すると、その設定の一連のファイル

の次の番号にリセットされます。 
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LabNotebook 描画ツールバー 

基本的な LabNotebook は、エントリ作成時のディスプレイとセットアップデータと波形データのスク

リーン・キャプチャです。Annotate Screen Image Before Saving を選択した場合、キャプチャは直ちに

描画ウィンドウに表示されます。LabNotebook をプレビュー・ウィンドウに呼び出し、画面イメージ

に注釈を付けることで、注釈を後で追加することが出来ます。  

描画ツールは、ウィンドウの上部にあるツールバーから使用出来ます。  

 

いずれかのツールを使用するには、アイコンをタップし、描画する場所またはテキストを追加する画

像をタッチします。左から順に、ツールは次のとおりです：  

ツール 機能 

鉛筆 フリーハンドで描きます。画面にタッチしたまま線を書き連続マークを作成します。タッチをリリース

したら、作成したオブジェクトをタッチしてドラッグし、画像上の任意の場所に移動することが出来ま

す。 

円 強調したい波形の特徴ある部分の周りに円を描きます。円の中心に触れてドラッグします。解放する

と、円が配置されます。作成した円は画像上の任意の場所にドラッグすることが出来ます。イメージ上

のどこにでも円をドラッグして移動できます。 

矢印 吹き出しを配置するための矢印線を描画します。これらの線を360度回転させるか、画像の任意の場所

にドラッグすることが出来ます。 

文字 イメージにラベル/注釈を配置するためのテキスト・ボックスを開きます。画像上の点をタッチしてラ

ベルを配置し、ポップアップ・ダイアログにテキストを入力します。配置後は、テキスト・ボックスの

サイズを変更したり、イメージ上の任意の場所にドラッグしたりすることが出来ます。 

RGBセレクタ すばやく線の色を変更します。色アイコンをタッチして、次の描画ツールを選択します。 

More カスタム・ライン色フィールドを有効にします。デフォルトは黄色です。別の色を選択するには、色見

本欄（Customフィールド）をタッチし、次にColor設定ダイアログから選択します。RGB値を入力する

か、スペクトルから選択します。保存すると新しい色がCustomフィールドに表示されます。別の指定

をするまで、この色が描画色に使われます。 

Erase Selected 
/ 
Erase All 

Erase All選択した描画オブジェクトを削除します。Erase Allは全てのオブジェクトを削除します。 

Undo 最後のアクションをキャンセルします。誤って消去したオブジェクトを復元するのにも使用します。 

Move 描画ツールバーを画面の上部から切り離して、ディスプレイ上の任意の場所に移動出来ます。この機能を

使うと、波形の特定の領域で作業するときにツールを手元に配置する事が出来ます。ボタンをもう一度タ

ッチすると、ツールバーは画面の上部に戻ります。 

Done 注釈をイメージに保存し、描画ウィンドウを閉じます。 
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LabNotebook の呼び出し 

LabNotebook エントリが保存されたら、Description 欄の情報を表示および変更したり、添付ファイル

やコンポーネント・ファイルを管理したりするために LabNotebook エントリを呼び出します。フラッ

シュバックはオシロスコープを LabNotebook ファイルに保存された状態に復元します。 

メニューバーから、File>Recall LabNotebook を選択します。 

 

フラッシュバック 

Flashback は、LabNotebook Entry で保存された波形と設定を復元します。その結果、後でそのキャプチ

ャにつながった入力を分析出来ます。フラッシュバックに含まれていない結果データの一部は次のと

おりです： 

 パーシスタンス・データは.LNB ファイルと共に保存され、レポートに表示されていても呼び

出されません。 

 16 ビットを超えるヒストグラム・データ 

 16 ビットよりもはるかに高い分解能を持つ特定の演算から生じる浮動小数点波形。フラッシ

ュバックを使用してトレースを呼び出すと、この超過分の解像度は保持されません。  

 フラッシュバックするエントリが保存されたときの累積計測値。Flashback が使用されると、

それまでの波形捕捉から取得されたデータは含まれず、代わりに保存された波形の計測結果

のみが表示されます。 

1. LabNotebook Entry 欄で、LabNotebook のパスを入力するか、Browse ボタン使ってファイ

ルの場所に移動します。 

2. Flashback ボタンをタッチします。 

3. フラッシュバックを終了するには、メニューバーの右端にある Undo ボタンをタッチしま

す。 
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呼び出しとプレビュー 

1. LabNotebook Entry 欄でファイルへのパスを入力するか、Browse をタッチしてファイルに

移動します。 

2. View On/Off をタッチし、プレビュー・ウィンドウを開きます。 

3. ファイルがプレビューになっている間、Description の編集(Edit Description)、画面イメージへ

注釈を追記(Annotate Screen Image)、添付ファイルの管理(Manage Attachments)のボタンで

Description の編集、画面イメージへの註釈つけ、添付ファイルの管理が出来ます。  

4. 必要に応じて、プレビューに表示されている出力レポート形式で LabNotebook を Save、

Print、または Email 送信することを選択出来ます。Close を選択してプレビュー・ウィンド

ウを閉じます。 

Description の編集 

LabNotebook Entry で保存した説明と注釈を変更出来ます。LabNotebook で元々保存された設定や波形

データは変更できません。 

1. LabNotebook Entry を Browse して選択します。ファイルが選択されたフォルダにある場合

は、上下の矢印キーを使用して選択します。 

2. View On/Off を選択してファイルをプレビューします。 

3. プレビュー・ウィンドウの上部から、Edit Description を選択します。 

4. ポップアップする Description をタップして仮想キーボードを開き、テキストを編集します。  

5. OK を 2 回タッチして変更を保存します。 

画面イメージに注釈を付ける 

1. LabNotebook Entry を Browse して選択します。ファイルが選択されたフォルダにある場合

は、上下の矢印キーを使用して選択します。 

2. View On/Off を選択してファイルをプレビューします。 

3. プレビュー・ウィンドウの上部から、Annotate Screen Image を選択し描画ツールを使いま

す。 

4. 終了したら Done をクリックして描画ウィンドウを閉じ、プレビューに戻ります。  
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添付ファイルの管理 

外部ファイルを LabNotebook コンポジットに追加するには（DUT、マスクファイル、テストスクリプ

ト、またはそのエントリに関連するものなど）： 

1. LabNotebook Entry を Browse して選択します。ファイルが選択されたフォルダにある場

合は、上下の矢印キーを使用して選択します。 

2. View On/Off を選択してファイルをプレビューします。 

3. プレビュー・ウィンドウの上部から、Manage Attachments を選択し添付するファイルを指

定します。ファイル・リストは添付ファイル・ブラウザの下に現れます。 

4. Update Attachments をクリックして終了します。 

後で添付ファイルを削除するには、添付ファイルを管理し、リストからファイルを選択解除します。

Update Attachments をタッチしてリストを更新します。 

ファイル型式の変換 

従来の.ZIP 形式のノートブックの個々のエントリは、新しい LabNotebook ファイル形式に変換するこ

とが出来ます。 

1. Recall タブの中の LabNotebook Entry で、File Browser の左側のナビゲーション・ツリーか

ら、レガシーの.zip ファイルを Browse して選択します。 

 

 

 

2. すべてのエントリを別々の LabNotebook ファイルに一括変換するには、ファイル・ブラウ

ザの一番上にある Save All As LNB Files をタッチします。 

1 つのエントリを変換するには、名前リスト（右側）からエントリを選択し、Save As 

LNB File をタッチします。 

元のエントリと同じ名前の新しい LabNotebook が D:¥XPort フォルダに作成されます。これらは、フラ

ッシュバック、編集、レポート、または抽出のための他の .LNB ファイルと同じように選択出来ます。  

ファイルの抽出 

LabNotebook コンポジット（.PNG、.LSS、および.TRC）と追加されたファイルを構成するコンポーネン

ト・ファイルは、別々のファイルに抽出することが出来ます。  

1. LabNotebook Entry を Browse して選択します。 

2. すべてのファイルを抽出するには、Content Management 欄で Extract Files を選択しま

す。添付ファイルのみを抽出するには、Extract Attachments を選択します。 

3. ファイルを抽出するフォルダに移動し、Extract Now を選択します。 

別のファイルを含む元の LabNotebook と同じ名前のフォルダがその場所に作成されます。  

 

  

メモ：左側のツリーから.zip ファイルを選択すると、そのサブエントリが右側の

欄に表示され、ブラウザに Save ボタンが表示されます。 ファイル・ブラウザ

の現在のパスの中にファイルが現れます。 
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レポート生成 

レポート生成機能を使用すると、注釈付きの画面イメージと、キャプチャされたときの設定のサマリ

ーからなる事前に書式設定されたレポートを出力出来ます。このレポートは、既存の LabNotebook か

ら生成することも、オシロスコープの現在の状態から新たに生成することも出来ます。  

レポートの作成に使用するロゴと出力テンプレートは、Email & Report Settings ダイアログで変更出来

ます。電子メールとレポート設定 

LabNotebook からの生成 

この手順では、既存のソースをそのまま出力します。LabNotebook ファイルの説明にさらに注釈を付

ける場合や、LabNotebook ファイルの Description 欄の説明を変更する場合は、まず LabNotebook を呼

び出してください。 

1. メニューバーから File>Report Generator を選択します。 

2. LabNotebook Entry を Browse して選択します。選択されているフォルダ内にある場合

は、上下矢印キーを使用して選択します。 

3. 必要に応じて View On/Off を選択してファイルをプレビューします。 

4. Save Format 欄で HTML、.RTF、.PDF からどの型式で保存するかを指定します。 

 

 

5. デフォルトでは、システムはファイル名として"Report"に続いて連番を自動的に付けま

す。ファイル名または選択したフォルダを変更するには、Save Report File 欄でフルパ

スと名前を入力するか、Browse をタッチしてファイル・ブラウザを使用します。デフォ

ルトでは、レポートファイルは機器のドライブの D:¥Xport フォルダに保存されます。 

 

 

6. 自動連番を使用したくない場合は、Counter の選択を解除します。 

7. レポートを保存するには、Save Now をタッチします。 

  

メモ：HTML レポートのみ後で.RTF または.PDF 形式に保存できます。.RTF およ

び.PDF レポートは、同じ形式の別のレポートにのみ結合できます。  

メモ：ファイルパス、名前、または書式を変更すると、その設定の一連のファ

イルの次の番号にリセットされます。 
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現在の状態からの生成 

機器の現在の状態からレポートを作成する場合、手順は上の手順とほぼ同じですが、通常最初に

LabNotebook を作成するときに行うように Description 欄で新しい説明を入力し、画面イメージに注

釈を付け、キャプチャ領域/色の設定を Area/Color Preferences で選択することが出来ます。これら

の手順の説明については、LabNotebook の保存を参照してください。 

ただし、現在の状態から Report Generator を使用すると、後で呼び出すことや、コンポーネント・フ

ァイルに抽出することが出来るコンポジット .LNB ファイルは保存されません。あらかじめフォーマッ

トされたレポートファイルのみが生成されます。 

シェア 

File Sharing 設定ダイアログを使用して、機器からファイルを電子メールで送信します。Email & Report 

Settings 設定ダイアログでは電子メール送信のためにオシロスコープを設定します。  

 

1. メニューバーから File>File Sharing を選択します。 

2. ファイル・ブラウザを使用して Email 送信したいファイルを全て選択します。複数を選択

するには CTRL キーを押しながらクリックします。  

3. 必要に応じて、Recipient(s)欄で電子メールの宛て先を変更します。このフィールドの既

定値は、Email & Report Settings ダイアログの設定に含まれるものです。 

4. Subject と Message Body 欄に記入し、Share Now ボタンをタッチします。 
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プリント 

Print 設定ダイアログではオシロスコープのプリント機能の動作を設定します。これには、File>Print

オプションと同様にフロントパネルのプリントまたは User ボタンも含まれます。 

プリントは、タッチスクリーン・ディスプレイの画像をキャプチャしますが、画像に対して次に何を

するかに関してはいくつかのオプションがあります。  

 Printer；プリンタに送ります。 

 Clipboard；Windows のクリップボードにコピーします。 

 File；現在のスクリーン・イメージ設定に従ってイメージ・ファイルに保存します。 

 Email；現在のスクリーン・イメージ設定および電メール設定に従ってイメージ・ファイルを

Email 送信します。 

 LabNotebook；現在の LabNotebook 設定に従い新しい LabNotebook ファイルを作成します。 

Print 設定ダイアログの右端にある Print Now ボタンを使用して、選択したプリントを実行すること

も出来ます。 

プリンタ設定 

プリンタに出力する場合は： 

1. Select Destination 欄をタッチし、接続されたプリンタを選択します。Properties ボタンを

タッチし、Windows 標準の Print 設定ダイアログで必要なプリンタ属性を変更します。 

2. 紙の向きを Portrait（縦）または Landscape（横）から選択します。 

3. プリント前にキャプチャにメモ書きを追記するには Annotate Before Saving をチェック

します。プリント・ボタンを押すたびに描画ツールが開きます。書き込みが終わったら

Done をタッチしてイメージをプリントします。 

キャプチャの設定 

1. Screen Area を選択します： 

 Grid Area Only は、表示している全波形グリッド、テーブル、ディスクリプタ・ボックス

を含みます。 

 DSO Window は、上記に加えて開いている全ての設定ダイアログ、メニューバー、メッセ

ージ・バーを含みます。 

 Full Screen は、他の表示されているアプリケーションや Windows デスクトップを含む

Windows のフル・ディスプレイです。 

2. Colors 欄でキャプチャする配色を指定します： 

 Standard は機器の画面で見ている通りのグリッドの背景色が黒の配色です。  

 Print(デフォルト)は、グリッドの背景色を白にして(Preference で設定した)print color 

palette を使用します。 

 Black & White は、イメージをグレースケールでキャプチャします。  
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電子メールとレポート設定 

この設定ダイアログには、ファイル共有機能とレポート生成機能で使用される追加の設定が含まれて

います。 

 

電子メール設定 

1. MAPI を使用するか SMTP を使用するか指定します。 

2. SMTP を使用する場合、SMTP Server をタッチし、メール・サーバーのネットワークアド

レスを入力します。 

3. Originator Address(From:)をタッチし、機器の電子メールアドレスを入力します。  

4. Default Recipient Address(To:)をタッチし、受信者の電子メールアドレスを入力しま

す。 

5. 必要に応じて、Attach Setup & Waveforms 欄で電子メール用に選択された画像ファイル

に関連付けられたセットアップと波形を常に添付するように選択します。  

6. Send Test Mail ボタンを使って適切な電子メール設定がされているかを確認するための

確認メールを送ることが出来ます。 

レポート設定 

デフォルトのレポート・テンプレートでは、テレダイン・レクロイのロゴを暫定として使用していま

す。これをあなた自身の（会社の）ロゴに置き換えることが出来ます。ロゴ・ファイルは、ビットマ

ップ（.bmp）形式で、高さ 100 ピクセル、幅 180 ピクセルを超えないようにしてください。ファイル

は D:¥Xport フォルダに配置します。 

独自のレポート・テンプレートを使用することも出来ます。テンプレートは .xsl または.xslt ファイル

として保存し、D:¥Xport フォルダに配置する必要があります。 

変更する各項目の横にある Use Default の選択を解除してから、新しいファイルを Browse して選択

します。 
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ファイル・ブラウザを使用する 

ファイル・メニュー設定ダイアログのいずれかで Browse ボタンをタッチすると、基本的なディス

ク・ユーティリティ機能を実行し、ファイルパス/名前とフォーマットの選択を行うことができるフ

ァイル・ブラウザが開きます。使用可能な追加のファイル・アクションは、基本となるダイアログ

（ファイルの保存、電子メールによるレポート送付など）で使用できるアクションによって異なりま

す。 

 

ディスク・ユーティティ 

New Folder、Delete Folder、Delete File、Delete All Files を使って、新しいファイルを保存する前

にファイル・システムを変更出来ます。最初に左のフォルダツリーからフォルダを、あるいは右側の

ファイル・リストからファイルを選択してください。  

ファイルパスと名称 

現在のパスは、ナビゲーションペインのすぐ下の Current Path 欄に表示されます。ナビゲータを使用

して別のフォルダを選択すると反映して変更されます。  

既存のファイルを選択するには、ナビゲータの右側にあるファイル・リストを使用します。ファイ

ル・リストのすぐ上にあるボタンを使用すると、アイテムの表示方法（アイコンのみ、詳細など）を

変更出来ます。探しているファイルが表示されない場合は、File name 欄の横にあるドロップダウン

を使用してファイル・タイプを"All files (*.*)"とすると表示されます。 

ほとんどのファイル・タイプは、自動生成された接頭記号および/または末尾記号が追加されるデフ

ォルトのルートファイル名（例えば、"MyLabNotebook"）を有します。これを変更するには、File 

name 欄で新しいファイル名を入力します。自動生成している場合、指定されたファイル・タイプの

ルートファイル名は変更されるまで保持されます。  
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自動ファイルネーム生成の選択 

ファイル名を自動生成するために使用される Source プリフィックス（先頭）と Counter（連番）サ

フィックス（末尾）をオン/オフするチェックボックスがファイル・ブラウザに表示されます。これ

らの選択は、基本となる設定ダイアログのものにリンクされており、いずれかの場所で値を変更する

と、連動して変更されます。 

 

 

 

アクション 

Close ボタンは、ファイル・ブラウザで選択した内容を受け入れ、ブラウザ・ウィンドウを閉じま

す。タスクを完了するために設定ダイアログにエントリを追加する必要がない場合は、ファイル・ブ

ラウザから保存、呼び出し、フラッシュバック、電子メールなどを選択出来ます。  

 

 

 

 

メモ：ファイル・ブラウザまたは設定ダイアログでファイルパス/名称または書式のいずれ

かの部分を変更すると、連番はその設定の一連のファイルの次の番号にリセットされま

す。 

例："Decode1-Table-0002"から"Decode1-CANFDTable -..."に変すると、 "Decode1-CANFDTable -..."

という名前のファイルがない場合、カウンタが  "Decode1-CANFDTable-0000"にリセットされま

す。 
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ユーティリティ 
ユーティリティ設定は、主に、他の機器/システムとの連携を制御します。 

一方、Preferences 設定は、オシロスコープ・アプリケーションの外観とパフォーマンスを制御する目

的があります。これらの設定を使用して、機器の動作をカスタマイズします。  

Disk Utilities を使用すると、一般的な Windows ファイル機能を実行出来ます。 

ユーティリティ設定ダイアログ 

Utilities 設定ダイアログにアクセスするには、メニューバーから Utilities>Utilities Setup...を選択し

ます。 

 

Hardcopy Setup（Print）、Date/Time Setup、System Status ボタンは対応する設定ダイアログを開きま

す。リモート制御、外部(AUX)出力、およびオプション設定にリンクするタブもあります。 

Show Windows Desktop は、オシロスコープ・アプリケーション・ウィンドウを最小化します。デ

スクトップの右下にあるディスプレイ・アイコンをタッチして、アプリケーションを最大化します。  

設定ダイアログの右端にある Service ボタンは、テレダイン・レクロイ正規サービス担当者用に予約

されたアプリケーションのセクションを起動します。このセクションに入るにはアクセスコードが必

要です。 

ステータス 

Utilities Status 設定ダイアログには、モデル番号、シリアル番号、ファームウェアのバージョン、イン

ストールされているハードウェアとソフトウェアのオプションなど、機器に関する情報が表示されま

す。 

メニューバーから Utilities>Utilities Setup を選択し、Status タブをタッチします。 

または 

メニューバーから Support>About を選択します。 
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リモート制御 

リモート設定ダイアログには、機器のリモート制御とネットワーク・アクセスのための設定が含まれ

ています。サポートされているリモートコントロールプロトコルは次のとおりです：  

 TCPIP（イーサネット） このオプションを選択し LabVIEW で制御を行う場合は、コントロ

ーラにテレダイン・レクロイの VICP ドライバもインストールしてください。これらは VICP 

Passport プラグインに含まれており、teledynelecroy.com/support/softwaredownload の

Oscilloscope Download の下の Software Utilities から無料で入手出来ます。この機器は、デフォ

ルトのアドレス取得プロトコルとして DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）を使用しま

す。標準の Windows ネットワーク設定メニューを使用して静的 IP アドレスを割り当てること

が出来ます。 

 LXI(イーサネット) Windows10 オシロスコープ上でこのオプションを使用するには、管理者

ユーザ・アカウント、LCRYADMIN からオシロスコープを動作させます。ユーザ・アカウント

の変更をご覧ください。 

 USBTMC ケーブルをオシロスコープの USBTMC ポートに接続します。コントローラに NI の

サイトから VISA をダウンロードしてインストールしてください。 

 GPIB このオプションを有効にするには、USB2-GPIB アダプタを任意のホスト USB ポートに

接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモート制御の設定 

1. メニューバーから、Utilities>Utilities Setup を選択し、Remote タブを開きます。 

2. Remote 設定ダイアログにて、Control From 欄で接続方法を選択します。 

3. TCPIP を使用していて、特定のネットワーククライアントに制御を制限したい場合は、

Security で Yes を選択します。許可されたコントローラの IP アドレスまたは DNS 名をコ

ンマ区切りリストに入力します。 

  

メモ：リモート制御の設定を完全に行うには、コントローラにソフトウェアをインストー

ルして設定する必要があります。リモート接続の作成とリモートコマンドの送信の詳細に

ついては、MAUI Oscilloscopes Remote Control and Automation Manual を参照してください。 

この Web ページにはソース付きサンプルプログラムも多数掲載されています。  

ここに示す手順は、接続を可能にするためにオシロスコープで実行される手順のみです。

コメント付きのオシロスコープの波形テンプレート(.tpl)ファイルは、オシロスコープの 

C:¥Program Files¥LeCroy¥XStream にインストールされています。この ASCII ファイルは、オ

シロスコープにもインストールされている Windows の Notepad のようなテキスト・エディ

タで開くことができます。このテンプレートは波形データをオシロスコープとの間でやり

とりする MAUI アーキテクチャの理解に役立ちます。 

メモ：日本語のリモート関連情報は、

http://teledynelecroy.com/japan/solutions/program/remote/default.asp#remote にまとめられて

います。ここには日本語のリモートコントロール資料、ソースコード付きのサンプルプロ

グラムもダウンロードすることができます。 
 

file:///C:/Users/Wataru.Itoh/WORK/1_資料翻訳/1_仕掛中/WP-HD/マニュアル/OP/teledynelecroy.com/support/softwaredownload
http://cdn.teledynelecroy.com/files/manuals/maui-remote-control-and-automation-manual.pdf
http://teledynelecroy.com/japan/solutions/program/remote/default.asp#remote
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Remote Control Assistant Event Log の設定 

Remote Control Assistant は、コントローラと計測器間の通信を監視します。すべてのイベントま

たはエラーのみを記録出来ます。ログは ASCII ファイルに出力することができ、リモートコントロー

ル・プログラムを作成してデバッグする際には非常に役立ちます。  

1. メニューバーから、Utilities>Utilities Setup を選択し、Remote タブを開きます。 

2. Remote Control Assistant 欄の下の Log Mode 欄をタッチし、Off、Errors Only、Fill Dialog の

いずれかを指定します。 

3. 起動時にログを毎回クリアするには、Reset to Errors Only and clear at startup をチェックし

ます。 

イベントログの内容のエクスポート 

1. メニューバーから、Utilities>Utilities Setup を選択し、Remote タブを開きます。 

2. Show Remote Control Log ボタンをタッチします。イベント・ログ・ウィンドウが開いてきま

す。 

3. DestFilename 欄にログファイル名を入力するか、Browse してファイルがある場所に移動しま

す。 

 

 

4. Export to Text File をタッチします。 

 

  

メモ：新しいコンテンツは既存のコンテンツを上書きします。  追記はされません。 
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外部(AUX)出力 

Aux Output 設定ダイアログを使用して、Aux 出力ポートと校正出力ポートの出力を設定します。 

 

Aux 出力ポートは、選択されたイベントに続いて 3.3V CMOS 高インピーダンスパルスを出力します。 

 Trigger Enabled は、トリガが準備完了（準備完了インジケータ点灯）したときにパルスが送

信されますが、必ずしもトリガされる必要はありません。これは別の計測器をトリガするゲ

ーティング機能として使用出来ます。Pulse Duration 欄で希望のパルス幅を入力します。 

 Trigger Out は、トリガ時にパルスを送信します（TRIG'D インジケータ点灯時）。Pulse 

Duration 欄で希望のパルス幅を入力します。 

 Pass/Fail は Pass/Fail テスト条件が合致したら、パルスを送出します。Pulse Duration 欄で

希望のパルス幅を入力します。Pass/Fail アクション設定ダイアログで Pulse を選択しているこ

とも確認してください。 

以下の連続波を生成するのにも使用できます： 

 Square Wave 所望の振幅と周波数を入力します。 

 基準 DC Level 必要な振幅を入力します。 

 Fast Edge これはチャンネル間のデスキューに使用できます。  

Off は出力を無効にします。 

校正信号出力 

機器前面にある Cal Out フックから出力する信号を選択します： 

 Square は矩形波信号を出力します。Frequency および Amplitude into 1MΩ欄で周波数と振

幅を設定するか、Set to 1kHz, 1V Square Wave ボタンをタッチします。 

 DC Level は基準 DC 電圧を出力します。Amplitude into 1MΩ 欄で電圧を設定します。 

Off は出力を無効にします。 
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日付/時刻設定 

日付/時刻の設定は、計測器のタイムスタンプを制御します。これらの数値は、オシロスコープ・ア

プリケーション内部のメッセージ・バーやテーブル/記録（ヒストリ・モードや WaveScan など）に表

示されます。 

Date/Time 設定ダイアログにアクセスするには、メニューバーから Utilities>Utilities Setup を選択

し、Date/Time タブをタッチします。 

 

手動設定方法 

時間、分、秒、曜日、月、年を入力し、Validate Changes ボタンをタッチします。 

インターネットからの自動設定 

この方法では、SNTP（Simple Network Time Protocol）を使用して time-a.nist.gov から時刻を読み取りま

す。機器は LAN（イーサネット）ポートを介してインターネット・アクセス・デバイスに接続する必

要があります。 

接続が有効な場合は、Set from Internet ボタンをタップします。 
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オプション 

多くのオプションのソフトウェア・パッケージを使用して、機器の解析機能を拡張することが出来ま

す。オプションの購入と機器へのインストールにつきましては、テレダイン・レクロイのセールス・

オフィスにご連絡ください。Options 設定ダイアログを使用し、キーコードを入力してソフトウェア

をアクティベートします。このダイアログには ScopeID とシリアル番号も表示されます。 

 

キーをインストールするには： 

1. メニューバーから Utilities > Utilities Setup を選択し、Option タブを開きます。 

2. Add Key をタッチします。画面にオンスクリーン仮想キーボードが表示されます。  

3. 仮想キーボードを使用してオプションキー欄にキーコードを入力します。情報を入力するに

は OK をタッチします。 

 

 

 

4. X-XStreamDSO アプリケーションを再起動するには、Yes を選択します。 

 

  

ヒント：のキー コードは、Installed Option Keys の一覧に追加されます。▲/▼ボタ

ンを使用すると、一覧をスクロールできます。各キーコードが有効化するオプショ

ンがリストの下に表示されます。 
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ディスク・ユーティティ 

ディスク・ユーティリティ設定ダイアログを使用して、機器のドライブ上のファイルとフォルダを管

理します。Disk Space の情報は、便宜上、ダイアログの右端に表示されています。  

メニューバーから Utilities>Disk Utilities と選択して、Disk Utilities 設定ダイアログにアクセスしま

す。 

 

１つのファイルの削除 

1. ダイアログ左端で Delete を選択します。 

2. Current Folder 欄右の Browse ボタンを押して、削除したいファイルのあるフォルダを指定し

ます。 

3. File To Be Deleted 欄右の Browse ボタンを押すか、上下矢印ボタンを押してスクロールし、

削除するファイルを選択します。 

4. ファイルを指定したら Delete File ボタンをタッチします。 

 

フォルダ中のファイルを全て削除 

1. ダイアログ左端で Delete を選択します。 

2. Current Folder 欄右の Browse ボタンを押して、削除したいファイルのあるフォルダを指定し

ます。 

3. 所望のフォルダが選択されたら、Empty Folder をタッチします。 

 

新規フォルダの作成 

1. ダイアログ左端で Create を選択します。 

2. Current Folder 欄をタッチして、新しいフォルダ名をフルパスで指定します。  

3. Create Folder ボタンをタッチします。 

 

  



ユーティリティ 

179 

Preferences 設定ダイアログ 

プリファレンス設定は、主に他のデバイス/システムとの連携ではなく、機器自体の外観やパフォー

マンスを設定するものです。これらの設定は、オシロスコープの再起動時や設定パネルの呼び出し時

には失われずに変更されない“不揮発性”の設定です。 

メニューバーから Utilities>Preference Setup...を選択して、Preferences 設定ダイアログにアクセス

します。 

Audible Feedback は、機器のオーディオ出力を制御します。このボックスを選択すると、画面また

はフロントパネルのコントロールに触れるたびにビープ音が鳴ります。  

Language はタッチスクリーン・ディスプレイに表示する言語を指定します。  

校正 

校正により、アナログ/デジタルコンバータ（ADC）の出力が入力を正確に表すことが保証されます。

オシロスコープは出荷前に工場にて 23℃(±2℃)で校正されています。指定された性能を維持するた

めに、始動時は自動校正ルーチンを実行し、いつでも性能を保証するように工場で設定されていま

す。 

 

 

 

高分解能オシロスコープは温度依存校正を行います。ひとたびウォームアップが完了すれば、校正時

の温度±5℃でオシロコープは仕様の全ての性能を保ちます。 

WavePro HD オシロスコープは仕様性能を確実にするためにダイナミック校正も行います。ソフトウェ

アは、作業中断を最小限にするようにこれを処理します。  

もしオシロスコープを校正温度±5℃を超える環境で使用する場合、または前回の校正から６カ月以

上経過している場合は、マニュアル校正することを推奨します。メニューバーから

Utilities>Preference Setup>Calibration を選択します。もし校正が必要な場合は、校正設定ダイア

ログに表示されます。選択には２つの方法があります：  

 Calibrate All－垂直および水平軸設定の可能な組み合わせをすべて、現在の環境条件で校正し

ます。この校正は校正時温度±5℃で有効で、約１時間以上かかります。 

 Calibrate Current Setting－オシロスコープは、現在の垂直および水平軸設定で、現在の環境

条件で校正されます。この校正は、これらの設定に対してのみ、現在の温度±5℃で有効で、

約 10 秒かかります。  

メモ：20 分以上オシロスコープをウォームアップし、電源投入後に確実に温度が安定し、

校正ルーチンが完了するようにします。オシロスコープがまだウォーミングアップ状態に

あるときは、Calibration 設定ダイアログに警告メッセージが表示されます。ウォームアップ

中の仕様は保証されません。 
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良好なパフォーマンスを維持するために、６ヶ月に一回校正することを推奨します。 

 

 

捕捉 

捕捉プリファレンス設定は、垂直オフセット変更した際にトレースがどのような挙動をするかを決定

します。Utilities>Preference Setup を選択し、Acquisition ダイアログを開きます。 

 

Offset Setting constant in: 

 Volts は V/div 設定にかかわらず、指定した電圧値でオフセット量を保ちます。オフセットが

調整されると、トレースはゼロ・レベルを基準に上下します。 

 Div(isions)は垂直オフセット・レベル・インジケータを固定に保ちます。V/div を変更しても波

形はそのままグリッドに残りますが、オフセット値は変わります。  

 

 

 

Trigger Counter の設定は、デフォルトで選択されています。新しい捕捉コマンドが送信されるたび

に、トリガ・カウンタがクリアされます。トリガ・ホールド・オフが設定されている場合にのみ、選

択解除のためにアクティブにされます。 

  

注意：オシロスコープ校正前にはすべての入力を取り除いてください。  

メモ：水平軸スケーリングの動作については、WavePro HD は他のテレダイン・ レクロイ

のオシロスコープと異なります。タイムベース設定ダイアログの Navigation Reference 

setting で指定します。 
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カラー設定 

カラー設定ダイアログの設定は、チャネル、演算、およびメモリ・トレースに使用される色を割り当

てます。すべてのダイアログ、表、およびトレース・ディスクリプタ・ボックスは、ここで割り当て

られたトレースの色と 

一致します。画面上と印プリントで使用する色を別々に選択出来ます。  

 

 

 

設定を行うには、トレース番号の横にある Screen または Print の色指定欄に触れて、Color ポップアッ

プ・メニューから選択します。 

便宜上、印刷出力に設定がどのように反映されるかを Preview print colors で確認することができま

す。機器の元の色設定をリコールするには Factory default colors をタッチします。 

その他の設定 

他のプリファレンス設定は、Miscellaneous 設定ダイアログにあります。 

Teledyne LeCroy のロゴをプリント出力に追加するには、Print Teledyne LeCroy Logo When Printing 

Grid Area Only をチェックします。これにより、この機器が画像のソースであることがわかるように

出来ます。 

Dimming は、ソース波形のズーム波形の一部ではない部分を暗くします。  

Control Sensitivity は、フロントパネルのノブの感度を調整します。Optimized は、ノブに加速アルゴ

リズムを適用します。Legacy は従来のオシロスコープと同様にフロントパネルのノブの回転を検出

します。 

Serial Decode Annotation Position:機器にシリアル・トリガまたはデコード・オプションがインス

トールされている場合、この設定によってトレース・ラインに対する注釈ラベルの配置が決まりま

す。インストールされているオプションがない場合は表示されません。  

 On Trace はラベルをラインの近くに配置します。  

 On Noisy Trace は、トレースの潜在的なノイズスパイクに対応するために、さらに離してラ

ベルを配置します。 

ネットワーク経由の Web ブラウザを介してタッチスクリーン・ディスプレイをリモートでキャプチ

ャするには、Enable HTTP Screen Capture をオンにします。この設定は、WaveStudio ソフトウェア

で機器を使用する必要があります。 

メモ：Print 色の設定は、File メニューのダイアログ（Save Screen Image、Print など）のい

ずれかで Colors 欄が Print に設定されている場合にのみ使用されます。それ以外の場合、

スクリーンカラーがプリント出力とスクリーン上両方で使用されます。  
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保守 
このセクションのトピックでは、機器を最適な作業状態に保つための手順について説明します。  

タッチスクリーンの校正 

精度と応答性を維持するために、タッチスクリーンを定期的にキャリブレーションしてください。こ

の手順では、指ではなくスタイラス・ペンを使用することをお勧めします。  

1. メニューバーから、Utilities>Utilities Setup を選択します。 

2. Utilities メイン設定ダイアログで、Touch-Screen Calibration をタッチします。 

3. メッセージに従い、校正手順が完了するまで画面に表示される各十字の中心に可能な限り近

づけてタッチします。 

機器のリスタート/リブート 

X-StreamDSO オシロスコープ・アプリケーションを再起動するには、メニューバーから File>Exit を選

択し、Start DSO でデスクトップ・ショートカットをタッチします。  

 

 

機器を再起動するには、Windows OS の再起動が必要です： 

1. オシロスコープのアプリケーション内で、File>Shutdown を選択します。 

2. シロスコープが完全にシャットダウンしてから 10 秒待ち、その後、機器のフロントパネルの

電源ボタンを押します。 

ユーザ・アカウントの変更 

オシロスコープが Windows10 プラットホームで動作している場合、Windows 設定を変更する、または

特定のコンプライアンス・パッケージを動作させる、あるいは LXI リモート制御をするためには、管

理者権限ユーザ・アカウントで操作する必要があります。オシロスコープは、デフォルトで、非管理

者ユーザ、LeCroyUser から動作する設定です。 

 

 

管理者ユーザ 

管理者ユーザ・アカウントに切り替えるには： 

1. メニューバーから File>Exit を選択して、オシロスコープ・アプリケーションを終了します。  

2. Windows スタート・メニュー を開いて、Teledyne LeCroy ログ をタッチまたはクリッ

クし、ユーザ LCRYADMIN を選択します。 

3. 管理者パスワード SCOPEADMIN(すべて大文字)を入力します。 

  

メモ：一般的に、新しいオプション・キーコードを追加した場合は修了およびリスタート

が必要です。 

メモ：ソフトウェアをインストールするには、管理者権限ユーザのパスワード

「SCOPEADMIN」を入力するだけで充分です。 
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非管理者ユーザ 

デフォルトの非管理者権限アカウントに戻るには、同じ手順を繰り返し、LeCroyUser を選択してパ

スワード lecroyservice（すべて小文字）を入力します。 

他のユーザ 

必要に応じて他のユーザ・アカウントを作成することも可能です。作成するには管理者ユーザ

LCRYADMIN でログインする必要があります。標準的なウィンドウズ・ツールを使用してください。  

それらの他のユーザとしてオシロスコープを起動するには、管理者権限アカウントから NetPlWiz コマ

ンドを走らせます。 

X-StreamDSO ファームウェアのアップデート 

ファームウェア・インストーラは、基本アプリケーション、必要な DLL、デバイス・ドライバ、およ

び集積回路用の低レベルのマイクロコードを含む複数のコンポーネントを更新します。  

アップデートでは、保存されたパネル設定、波形、画面キャプチャ、校正定数、または D:ドライブに

保存されているその他のデータは変更または削除されません。  

 

 

 

 

 

ダウンロード手順 

 

 

 

1. ダウンロードページ（teledynelecroy.com/japan/support/firmware/default.asp）にアクセスし、

WavePro HD シリーズのリンクをクリックしてください。米国のサイトに移動します。  

2. プルダウンメニューからモデル名を選択します。 

3. 登録ログイン情報を入力するか、新しいアカウントを作成します。アカウント無しに続行す

ることはできません。 

4. ダウンロード・リンクをクリックし、インストーラをオシロスコープのデスクトップに保存

します、または計測器に転送するために USB ストレージデバイスに保存を選択します。 

インストール手順 

1. オシロスコープのメニューバーから File>Exit を選択し、X-StreamDSO を閉じます。 

2. Xstreamdsoinstaller_x.x.x.x.exe を参照しダブルクリックしてセットアップ・ウィザードを起動

します。 

3. 非管理者モード(デフォルトの状態)で実行されている Windows10 機器のパスワード

SCOPEADMIN(すべて大文字)を入力します。  

注意：Windows 10 オシロスコープには、 8.6.1.x 以前のいかなる XStreamDSO バージョ

ンもインストールしないでください。特に WavePro HD に 8.6.1.8 はインストールしないで

ください。インストールすると、オシロスコープが非管理者ユーザ・アカウントで動作し

なくなり、リカバリ手順が必要となります。ファームウェアをインストール、またはサー

ドパーティ製ソフトウェアを Windows10 機器にインストールするには、ユーザ  

LCRYADMIN としてログオンするか、またはパスワード  SCOPEADMIN を入力します。このイ

ンストール手順には数分かかります。インストール中に電源を切らないでください。 

ヒント：オシロスコープにインターネット接続がある場合は、File > Exit を選択し X-

StreamDSO を終了します。そしてブラウザを使用してインストーラを直接ダウンロードし

ます。 

file:///C:/Users/Wataru.Itoh/WORK/1_資料翻訳/1_仕掛中/WP-HD/マニュアル/OP/teledynelecroy.com/japan/support/firmware/default.asp
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4. インストーラの指示に従ってください。デフォルトのインストールをそのままにするか（推

奨）、個々のコンポーネントを選択します。 

 Drivers for GPIB1－内部 PCI-GPIB カードを使用する場合に必要ですが、この機器では選

択する必要はありません。 

 MATLAB MCR－サンプリングスコープ、QPHY-USB、QPHY-Broad-R-Reach に必要です。 

 X-Stream DSO, DSO Device drivers, Upgrade DSO Microcode－バージョンアップに必

要です。 

 Drivers for CAN－外部 CAN トリガ・モジュールに必要です。通常は選択する必要はあり

ません。 

 Touch Screen Driver－ディスプレイをタッチスクリーンとして使用する為に必要です。  

 Drivers for MSxx－ミックスド・シグナル・デバイス MS-32, MS-250 および MS-500 に必

要。この機器では選択する必要はありません。 

 LSIB Package－LSIB ホストボード/ホストカードに必要。この機器では選択する必要はあ

りません。 

 SPARQ パッケージ－機器に接続された SPARQ を制御する場合に必要です。SPARQ を使用

しなければ不要です。 

選択したら Install をクリックします。 

 

 

 

5. Windows のセキュリティ警告が表示された場合は、OK してインストールを続けてください。 

6. Hardware Programmer スクリーンが現れたら、全てのコードのインスールを行い、プログラミ

ングが完了して X-Stream セットアップ・ウィザードに戻ったことを確認し、Close ボタンを

クリックします。 

7. インストールが完了したら、Reboot now を選択し、Finish をクリックします。 

リリースノート 

リリースノートは、それぞれの新しいバージョンごとに提供されます。それらは、インストーラをダ

ウンロードしたページにリンクされています。 

QualiPHY ユーザへの注意 

X-StreamDSO と QualiPHY ソフトウェアのバージョンは、正常に機能させるために下一桁のバージョン

まで一致させる必要があります。もしオシロスコープ・ファームウェアをアップグレードする場合

は、できるだけ早く QualiPHY のバージョンもアップグレードします。 

  

メモ：すべてのコンポーネントが、すべてのモデルで利用可能というわけでは

ありません。インストーラに記載されている上記のオプションがない場合は、お

使いの機器には不要です。 
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製品の修理 

修理の必要が生じた製品は、テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社、または担当の代理店にご返

却ください。保証期間内の製品に関しては無償で修理いたします。保証期間を過ぎた製品に関して

は、弊社修理規定による修理費を請求させていただきます。  

お預かりから納品まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご依頼は Web、または E-mail にて承ります。 

Web：www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html 

Email：repair.jp@teledynelecroy.com 

製品番号と不良の内容をご確認ください。故障の判断が難しい場

合、故障診断(p.１８６)を参考にしてください。 

 

 

弊社サービス窓口担当者よりご連絡させていただきます。弊社か

ら梱包箱をお届けする引き取りサービスもございますので、サー

ビスをご要望の方はご相談ください。 

お急ぎの方は、申し込み時のフォームにご記入の上、印刷したも

のを現品添付してご発送ください。 

 

お預かりしてから 1 週間以内に診断結果を報告します。有償修理

の場合は、合わせて見積書をご案内させていただきます。診断が

難航し見積書提出までに 1 週間以上を要する場合や症状が表れて

いない時などにつきましても、1 週間以内に途中経過を報告いた

します。 

 

 

 

見積書承認欄への署名や注文書を弊社へ頂いた時点で作業着手と

なります。 

キャンセルの場合、診断料や送料を含む費用の請求はございませ

ん。診断のため、分解していることがあり、復旧までにお日にち

をいただきます。 

 

作業完了後、ご指定の場所へ返却いたします。お申し込み時に E-

mail アドレスをご記入いただきますと、納品時に発送伝票番号を

お知らせします。 

ご請求先と返却先が同じ場合、納品時に請求書を合わせてお送り

します。請求先が異なる場合や代理店を通して修理をご依頼いた

だいている場合は、後日請求書を指定先にお送りします。

修理校正のお申し込み  

お預かり・発送 

診断および見積もりのご案

内 

作業着手  キャンセル 

作業完了～納品 

注意：保証期間は弊社販売履歴より判断します。 

注意：見積書ご確認の際はお支払条件をご確認ください。

弊社販売代理店でも修理依頼を承ります。 

http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html
mailto:repair.jp@teledynelecroy.com
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その他ご連絡先、および御依頼品の送り先 

テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社サービスセンター  

〒183-0006 東京都府中市緑町 3-11-5 芳文社府中ビル 3F 
TEL: 042-402-9401 FAX: 042-402-9583 
E-mail: repair.jp@teledynelecroy.com 

修理を依頼する前にご確認いただきたい情報 

 型式、シリアル番号 

 症状 

 現象を再現させるために必要な条件(弊社で現象確認できない場合、そのまま返却します。

信号入力が必要になる場合は、ファンクションジェネレータで発生できる波形の条件をお

知らせください) 

 発生頻度 

故障診断 

Case1．電源投入時のトラブル 

症状 診断 

起動時に TeledyneLecroy のロゴまで表示しない  

具体的な症状  

 何も動作しない 

 ファンは回っているが何も表示されてい

ない 

 ブザーが鳴り、立ち上がらない  

別の電源に接続し、電源ケーブルが確実に接続さ

れているか確認してください。  

症状が改善しない場合は、故障が考えられます。

弊社サービスセンターに修理を依頼してくださ

い。 

TeledyneLecroy のロゴまで表示するが、オシロ

スコープのソフトウェアまで起動しない  

具体的な症状  

 ブルースクリーンが表示される  

 再起動が繰り返される  

 No hardware detected と表示される  

 No Authorized to run on this system と表示

される 

 System file Missing と表示される  

 Windows は起動するが、オシロスコープ

のソフトウェアは起動しない  

USB メモリや USB ハードディスクなどのリムーバ

ブルメディアが接続されていないか確認してくだ

さい。起動時に外部メディアを取り外してくださ

い。 

再起動しても状態が変化しない場合、システム・

リカバリをお試しください。

teledynelecroy.com/japan/pdf/support/scope-system-
recovery-j.pdf 

 

 

 

症状が改善しない場合は、故障が考えられます。

弊社サービスセンターに修理を依頼してくださ

い。 

 

  

注意：システム・リカバリをすると、C ド

ライブの全てのデータが消去されます。 

 

http://teledynelecroy.com/japan/pdf/support/scope-system-recovery-j.pdf
http://teledynelecroy.com/japan/pdf/support/scope-system-recovery-j.pdf
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Case2.起動後のトラブル 

症状 診断 

✓ 信号を入力していないにもかかわらず、

全チャンネルで正弦波のようなシミュレ

ーション波形が表示される  

システム・リカバリをお試しください。

teledynelecroy.com/japan/pdf/support/scope-system-
recovery-j.pdf 

 

 

 

症状が改善しない場合は、故障が考えられます。

弊社サービスセンターに修理を依頼してくださ

い。 

✓ メッセージ・バーのアクイジション・ス

テータスに Acquiring が表示されたまま終

了しない 

✓ No signal available が表示される  

初期設定に戻してから、もう一度お試しくださ

い。メニューバーの File>Recall Setup を選び、

Recall Default Setup ボタンにタッチすると、初

期設定に戻すことが出来ます。  

症状が改善しない場合は、File>Exit でオシロスコ

ープのソフトウェアを終了し、D:¥Setup フォルダ

にある２つのファイル CurrentNvl と CurrentPnl を

一度削除してから、オシロスコープのソフトウェ

アを起動してください。  

 

 

 

症状が改善しない場合は、最新のファームウェア

をインストールしてください(p.183 参照)。 

上記全てをお試しいただき、症状が改善しない場

合は、故障が考えられます。弊社サービスセンタ

ーに修理を依頼してください。  

✓ 特定の操作が設定できない  

✓ 動作がおかしい 

✓ Fatal Error が表示される  File>Exit でオシロスコープのソフトウェアを終了

し、D:¥Setup フォルダにある２つのファイル

CurrentNvl と CurrentPnl を一度削除してから、オ

シロスコープのソフトウェアを起動してくださ

い。 

 

 

 

症状が改善しない場合は、最新のファームウェア

をインストールしてください(p.183 ページ参照)。 

上記全てをお試しいただき、症状が改善しない場

合は、故障が考えられます。弊社サービスセンタ

ーに修理を依頼してください。  

 

  

注意：システム・リカバリをすると、C ド

ライブの全てのデータが消去されます。 

 

注意：この 2 つのファイルを削除すると、

メモリ保存された設定が消去されます。 

 

注意：この 2 つのファイルを削除すると、

メモリ保存された設定が消去されます。 

 

http://teledynelecroy.com/japan/pdf/support/scope-system-recovery-j.pdf
http://teledynelecroy.com/japan/pdf/support/scope-system-recovery-j.pdf
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症状 診断 

✓ 付属のパッシブ・プローブや高圧プローブ

を使って測定された波形の振幅が小さい 

プローブ減衰率の自動判定機能が機能していな

い可能性があります。プローブが接続されてい

る状態と外した状態で、プローブ減衰率が変化

するか確認してください(p.41 参照)。 

✓ 波形に大きいノイズが表示されるようにな

った 

オシロスコープのチャンネル入力端子に接続し

ているケーブルやプローブを全て取り外し、症

状が改善されるか確認してください。また他の

チャンネルを問題のチャンネルと同じ設定にし

た場合、違いがあるか確認してください。  

特定のチャンネルに大きなノイズが表示される

場合、症状が改善しない場合は、故障が考えら

れます。弊社サービスセンターに修理を依頼し

てください。 

✓ 波形の振幅、またはオフセットのずれが大

きい 

内部校正データに不備がある可能性がありま

す。Utility>Preference Setups を選び、

Calibration タブにある Status を確認してくださ

い(p.172 参照)。正常でない場合、Calibrate 

All、または Calibrate Current State で再校正を

実行してください。(p.179 の注意を参照してく

ださい) 

✓ トリガはかかるのに、トリガ位置に波形が

見当たらない 

サンプリング速度が低い場合、トリガに対応す

る波形が粗いサンプリングのため、捕捉されて

いない可能性があります。Time/Div を短い時間

に設定して該当する波形があるか確認してくだ

さい。 
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保証 

注意：以下の保証は、他の一切の明示または黙示の保証（商品性、特定目的・使用への適合性を含む

がこれに限られません）に優先します。Teledyne LeCroy は、契約上の記述の如何にかかわらずいか

なる特別な偶発的、または結果的な損害に対して責任を負わないものとします。顧客はサービス施設

への返送のための輸送費および保険料について責任を負います。TELEDYNE LECROY は、すべての

保証対象製品を輸送費負担して返送します。 

本製品は通常の使用および操作に対し出荷後 3 年間仕様の範囲内であることを保証します。Teledyne 

LeCroy は、この期間内に当社の認定サービスセンターに返送された製品を修理するか、当社の判断に

より交換します。しかしこれを行うには、まず製品を検査し、製造または材料による故障であり、誤

使用や警告無視、事故または正常でない条件や操作によるものでないことを確認する必要がありま

す。 

Teledyne LeCroy は、以下の場合のいかなる不具合、損傷または障害に対して責任を負いません：a）

Teledyne LeCroy 認定者以外の人員による修理または設置、b）互換性のない機器への不適切な接続、

または c）Teledyne LeCroy 製以外の付属品の使用。 

さらに、Teledyne LeCroy は、改造または組込みが作業時間または製品保守の困難さを増加させる場

合、改造または組込みされた製品を修理する義務を負わないものとします。スペアパーツと交換パー

ツおよび修理には 90 日間の保証が適用されます。 

計測器のファームウェアは、徹底的にテストされており、機能するものと考えます。しかし、詳細な

性能をカバーする一切の保証なく提供されます。Teledyne LeCroy が製造していない製品は、元の機器

メーカーの保証の対象となります。 
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適合規格 
テレダイン・レクロイはこの版の時点での以下の規格に適合することを証明します。現時点での認証

については、納品時に製品に付属する適合宣言文書を参照してください。  

EMC 適合 

EC 適合宣言書 - EMC 

本機器は電磁両立性に関する EC 指令 2014/30/EU の意図を満たしています。本製品は、欧州共同体の

公式ジャーナルに記載されている以下の仕様に適合します。  

EN 61326-1:2013, EN 61326-2-1:2013 電子計測、制御、実験室使用機器への EMC 要件 1 

電磁放射： 

EN 55011:2010、放射および伝導、グループ１、クラス  A 2 3 

EN 61000-3-2/A2:2009 高調波電流エミッション、クラス  A 

EN 61000-3-3:2008 電圧変動およびフリッカ、Pst = 1 

電磁環境耐性： 

EN 61000-4-2:2009 静電気放電、4kV 接触、8kV 空気、4kV 垂直/水平結合面 4 

EN 61000-4-3 A2:2010 RF 放射電磁界、3V/m、80～1000MHz；3V/m、1400MHz～2GHz；1V/m、2GHz～
2.7GHz 

EN 61000-4-4/A1:2010 電気的高速過渡/バースト、1kV 電源ライン、0.5kV の I/O 信号データと制御ライ

ン 4 

EN 61000-4-5:2006 電源ラインサージ、1kVAC 電源、L-N,L-PE、N-PE4 

EN 61000-4- RF 伝導性電磁界、3Vrms、0.15MHz～80MHz 

EN 61000-4-11:2004 電源ディップおよび瞬断、0%/1cycle、70%/25cycle、0%/250cycle4 5 

1 該当する全ての EMC 規格への準拠を確実にするために、高品質のシールド付きインタフェース・ケーブルを使用す

る必要があります。  

2 本機器が試験対象物に接続されている場合、この規格で要求されるレベルを超えてエミッションが発生する場合が

あります。  

3 本製品は住宅地以外のエリアでの使用のみを想定しています。住宅地での使用には電磁波障害を引き起こすことが

あります。  

4 それぞれの規格の性能基準”B”限度に合致：変動中、製品は一時的な機能悪化あるいは、機能または性能喪失を受

けるが自動的に復帰。  

5 性能基準”C”を 70%/25cycle 電圧ディップおよび 0%/250cycle 電圧瞬断テストレベル EN61000-4-11 に対して適用。 

欧州連絡先：* 

Teledyne LeCroy Europe GmbH Im Breitspiel 11c 
D-69126 Heidelberg Germany 
Tel: + 49 6221 82700 
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オーストラリア・ニュージーランド適合性宣言－EMC 

本機器はオーストラリアの通信およびメディア局（ACMA）により規定された要件に従って以下の規

格ごとに電波通信法の EMC 規定に適合しています： 

AS/NZS CISPR 11:2011 放射および伝導、グループ１、クラス A 

オーストラリア／ニュージーランド連絡先:* 

RS Components Pty Ltd. 
Suite 326 The Parade West 
Kent Town, South Australia 5067 

RS Components Ltd. 
Units 30 & 31 Warehouse World 
761 Great South Road 
Penrose, Auckland, New Zealand 

*最新の連絡先は teledynelecroy.com/support/contact を参照ください 

安全規格適合 

EC 適合宣言書 - 低電圧 

本機器は、製品安全のための EC 指令 2014/35/EU の意図を満たしています。本製品は、欧州共同体の

公式ジャーナルに記載されている以下の仕様に適合します。  

EN 61010-1:2010 電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件－パート 1:一般的要件 

EN 61010-2:030:2010 電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件－パート 2-030:試験および

測定回路の特定要求事項 

本機器の設計は、これらの規格によって規定される以下の制限に適合するように検証されています。  

 電源供給コネクタ：過電圧カテゴリ II、利用ポイント（コンセント等）で建物配線から電源供給

される事を想定。 

 測定回路端子：定格測定カテゴリなし端子は電源に直接接続することを想定していません。  

 ユニット：汚染度 2、動作環境、通常乾燥状態のみ、非導電性の汚染の発生。結露による一時的

な伝導を想定。 

米国家認定試験機関による認証 

本オシロスコープは以下の安全規格に準拠するためにアメリカ保険業者安全試験所 (UL)によって認定

され、UL リスティング・マークを取得しています： 

UL 61010-1  第 3 版－電気測定およびテスト機器に対する安全規格 

カナダの認証 

本オシロスコープは以下の安全規格や cUL 規格リストマークに適合するようにアメリカ保険業者安全

試験所(UL)によって認定を受けています： 

CAN/CSA-C22.2 No. 61010-1-12. 計測、制御および実験室で使用する電子機器に対する安全要求  
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環境適合 

使用済み機器の取り扱い 

本機器には、電気・電子機器廃棄物（WEEE）およびバッテリに関する指令 2012/19/EU

および 2013/56/EU への欧州連合の要件に準拠していることを示す記号が付いていま

す。 

本機器は国や地域によって異なる廃棄・リサイクル規制の対象となります。多くの国で

は一般的な廃棄物として電子機器を廃棄することを禁じています。  

お客様のテレダイン・レクロイ製品の適切な処分とリサイクルの詳細につきましては

teledynelecroy.com/recycle をご参照ください。 

有害物質規制(RoHS) 

本機器とアクセサリは 2011/65/EU RoHS2 指令に準拠しています。 

ISO 認証 

ISO 9000 登録品質管理システムの下で製造されています。 

知的財産権 

WavePro HD に関するすべての特許は、以下の当社ウェブサイトでご覧いただけます：  

teledynelecroy.com/patents/ 




